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片品村では、平成 28 年度に策定した第 4 次総合計画前期基本計画にもとづ

き「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ～世界を視野に～」を将来像

として、村民の価値観やニーズの変化、地球温暖化や国際観光時代における社

会状況を反映させた各施策の推進に努めてきました。 

 しかし、前期基本計画の策定から 5 年間を経過し、急速に進む人口減少や少

子超高齢化社会への対応など、本村を取り巻く環境は急激に変化しています。

国では新たな未来社会である Society5.0 の実現を目指しており、本村におい

ても、新たな技術の活用を見据えて、DX（デジタルトランスフォーメーション）

やインターネット環境の整備など、村民サービスの向上をはじめ、新たな行政

需要に的確に対応できる体制づくりが求められています。 

また、新型コロナウイルス感染症が世界的に大流行し、わが国においても緊

急事態宣言が発出されるなど、社会的・経済的な影響は甚大なものとなってい

ます。 

本村においても、新たな日常（ニューノーマル）への転換を図りながら、村

民の幸せな暮らしの実現に向け、安全・安心を基本としたむらづくりが必要と

なります。 

このような状況を踏まえ、後期基本計画では、本村の第２次総合戦略の内容

を適切に反映させ、両計画を一本化し、持続可能な自治体運営を実現させるた

めに SDGｓの視点を取り入れるなど、新たな行政課題に向けて、「誰１人取り

残さない社会を実現するため」これまで以上に村民と一体となってむらづくり

を進めていきます。今後も一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 最後に、本計画策定にあたり貴重なご意見、ご提言をいただきました村民の

皆様をはじめ、村議会議員の皆様、そして熱心にご審議くださいました片品村

総合計画審議会委員の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

令和３年（２０２１年）３月
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 ӵ ᶎᵷᶠᶊ 

 

̓ ›ὓᵊχӡ ξΪ 

総合計画は、片品村の 10 年後の将来像と主な施策などを明らかにする最上位計画で、

「住民と行政の協働によるむらづくり」における片品村の行動指針を示すものです。ま

た、国・県・広域圏などの事業との調整・連携のための指針です。 

 

 

 

 

˓ ›ὓᵊχ   

この計画の構成は、基本構想、基本計画、実施計画の３つの内容からなっています。 

̓ ›ὓᵊχṍḧ 

この計画の期間は、平成 28 年度（2016 年度）を初年度とし、令和７年度（2025 年度）

を目標年度とする 10 年間とします。 

̓ ›ὓᵊχ  

 基本構想 

基本構想では、片品村が目指す将来像、人口目標を示し、この実現に向けての３つの

戦略プロジェクトと施策の大綱を明らかにします。 

 基本計画 

基本計画では、基本構想の実現に向けて、関連する SDGs、指標、主な施策、主な事業

（取組）、主担当課、関係課を示しています。なお、基本計画は 5 か年計画とします。 

実施計画 

実施計画は、基本計画の実現に向けて、単年度ごとに編成される予算と連動させて、

実施する施策や主要な事業を明らかにした年次計画です。財政状況を勘案しながら毎

年見直します。なお、実施計画については別途作成します。  

֩ ֪

˲ “ ὓᵊ˳ 

・人口ビジョン Ｈ27～R42 

・むら・ひと・しごと創生総合戦略 R３～R７ 

・過疎地域自立促進計画 R３～R７ 

・第２期子ども子育て支援事業計画 R２～R６ 

・第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 Ｈ30～R４ 

・高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画 R３～R５ 

・第６期障害福祉計画 R３～R５ 

・教育振興基本計画 R３～R７ 

・第２期耐震改修促進計画 Ｈ29～R３ 

・第７次行政改革大綱 Ｒ２～R６ など 
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第１章 総合計画策定の趣旨 

本村は、平成 18 年度（2006 年度）を初年度とする第３次総合計画にもとづき、『片

品村・尾瀬の郷構想―“小さくても輝く村”を目指して―』を将来像とし、人と自然、歴

史文化、産業が輝く、魅力あるむらづくりを進めてきましたが、この間、それを上回

るスピードの社会経済情勢などの変化もあり、多くの施策・事業を達成することがで

きたものの、人口減少に歯止めをかけるまでには至っていません。 

尾瀬の知名度を活かした、若者を中心としたスキー・登山とスポーツ合宿を中心と

した観光から、子ども・若者の減少時代に対応し、増加する春秋の中高年観光客や外

国人観光客の受け入れに向けて、村の歴史文化や生活文化、自然と温泉、食や買い物

などの魅力、イメージづくりを進めてきましたが、その成果を実感できる状況にはま

だなく、今後は、具体的な成果が求められています。 

こうした状況の中、限られた財源の効果的・効率的な活用を考えながら本村の将来

あるべき姿を検討し、ここに新たなむらづくりの指針として「第４次総合計画」を定

めました。 

本計画では、第３次総合計画の取組が、若者の雇用創造と定住化に確実に結びつい

て成果が出せるよう、施策・事業の選択と集中によりスピードアップを図ることがで

きる計画を目指しました。 

 

具体的な「施策の大綱」は次の５つの柱とします。 

１．住民・行政計画：「自主・自立のむらづくり」 

２．保健・福祉計画：「誰もが安心して暮らせるむらづくり」 

３．教育・文化計画：「豊かな心を育むむらづくり」 

４．環境・安全計画：「快適で安全なむらづくり」 

５．産業・雇用計画：「若者がいきいきと働くむらづくり」 

 

˓ῇṍṁ ὓᵊχ├ τΚθμο 

平成 28 年度（2016 年度）に策定した前期基本計画では、当時の村民の価値観やニ

ーズの変化、地球温暖化や国際観光時代における社会状況などを適切に反映させた計

画づくりに努めました。 

しかし、前期基本計画の策定から５年が経過し、本村を取り巻く社会状況は、急激

に変化しています。 

特に、本格的な人口減少時代の到来による、国をあげての「地方創生」への取組は、

人口減少が加速している本村において、喫緊の課題となっています。 

国は「地方創生」を重要政策の１つに掲げ、「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、

国・地方ともに、それぞれの総合戦略にもとづいた施策を推進することになりました。 

後期基本計画は、このような状況を踏まえながら、「片品村むら・ひと・しごと創生

総合戦略」の内容を反映させるなど、新たに３つの視点を加えて策定しました。  
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ˮ Ϛϣʾϋρʾΰέρ › χ˯ ֳs ԁ ᴟˣ 

本村の総合戦略の計画期間を１年延長することで、第２期総合戦略の計画期間を令和

３年度（2021 年度）から令和７年度（2025 年度）までの５年間とし、令和３年度（2021

年度）を初年度とする後期基本計画の計画期間と合致させ、一本化を図ります。 

総合戦略に掲げた施策や事業は、後期基本計画と相互に関連するものであるため、そ

の内容を、後期基本計画に適切に反映させるとともに、両計画の関係性を整理しました。 

➡総合戦略との関係性の詳細は p.26 

 

ẁḢ σ ệχᶎ ˢ◙ χ ˣ 

総合計画を村民・事業者・行政が共に考え、共に行動する指針とするためには、今後

の片品村の目指す姿（目標）と進むべき道筋を共有していくこと、施策の成果を客観的

に測ることが必要です。 

こうしたことから、指標を設定し、施策の効果を定量的に把握して、目指す姿（目標）

の「見える化」を図ります。後期基本計画の推進状況の点検・評価をおこなう際には、

この指標の進捗も用いて、施策（取組）の目標に対する達成度を検証することとします。 

 

ⱱ ᴦ σϚϣξΨϤˢSDGs
ϵІДϰЅ˔Ї

χ χ ֳˣ 

SDGs（持続可能な開発目標）とは、「Sustainable Development Goals」の略称であり、

平成 27 年（2015 年）９月の国連サミットで採択された令和 12 年（2030 年）までに持

続可能でよりよい世界を目指すための国際目標のことで、17 のゴール（目標）で構成さ

れています。 

SDGs は、誰もが安心して暮らせる地域の実現を目指すもので、総合計画で掲げる将

来像を実現するための“持続可能なむらづくり”の目標としても捉えることができます。 

そのため、本村では、総合計画の基本計画の各分野別基本施策と SDGs の 17 の目標

との関連を示し、各施策の推進を図ることにより、SDGs の達成につなげていきます。 

今後は総合計画のもと、SDGs の達成に向けた世界を視野に入れた片品村ならではの

取組を進めていきます。 

➡SDGs の詳細は p.９ 

  

ῇṍṁ ὓᵊχ├ τΣΪϥˮ θσ♪ ˯ 

♪ ͍  

♪ ͎  

♪ ͏  
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第２章 片品村を取り巻く社会状況と課題 

１ 片品村の沿革 

片品村は、明治９年（1876 年）群馬県に属し、第 18 大区・第 10 小区と称されまし

た。その後、明治 21 年（1888 年）の町村制の公布に伴い、連合戸倉、須賀川組と越

本組の 12 村が合併し、片品村となりました。翌年、村役場を須賀川に置き、その後ま

もなく幡谷村を東村から編入し人口 3,334 人になりました。 

明治 34 年（1901 年）、役場を須賀川から村の中心地大字東小川磯下（現鎌田）に移

し、昭和 30 年（1955 年）に現在の８区制となり、人口も 8,561 人と大幅に増加しま

した。翌年の昭和 31 年（1951 年）に人口がピーク（8,698 人）に達しましたが、その

後、減少し現在に至っております。 

 

２ 片品村を取り巻く社会状況 

1 ל  ˲֥ ᾜ ᾜἧ ̝ ᾍ ꜘ

わが国では、令和という新たな時代を迎え、出生数の急減や間もなく団塊世代が

後期高齢者となる 75 歳を迎えるなど、人口減少、少子・超高齢化がさらに進んで

いくことが推測されています。 

人生 100 年時代が現実となりつつある中、年齢や性別によらず、誰もが生きがい

を持ち、共に支え合いながら安心して暮らせる地域共生社会の実現に向けた持続可

能なむらづくりへの転換が求められています。 

また、外国籍村民との異文化交流や相互理解を進め、地域における多文化共生を

推進していくことも求められています。 

本村においても、国が掲げる、「将来にわたる活力ある地域社会」の実現に向

け、結婚・出産・子育ての希望をかなえ、多様な人が集い、安心して暮らすことの

できる魅力的な地域づくりなどの総合的な施策の展開を図り、的確に時代の変化に

対応していく必要があります。 

 

2  ὄЋ ὄⱲ ᾍ ꜘ

東日本大震災以来、近年では熊本地震や北海道胆振東部地震などの大地震に加

え、西日本豪雨や令和元年の台風 19 号などの異常気象に伴う記録的な風水害の発

生により、大規模な自然災害への対応が求められています。 

また、子どもが巻き込まれる犯罪や高齢者に対する特殊詐欺などによる被害を防

止するため、防犯意識の啓発や地域における防犯活動の推進なども求められていま

す。 

さらに、新型コロナウイルス感染症が世界的に大流行する中、わが国においても

緊急事態宣言が発出されるなど、社会的・経済的な影響は甚大なものとなっている
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ことから、安全・安心な暮らしへのニーズは一層高まっています。 

本村においても、村民の幸せな暮らしの実現に向け、片品村独自の安全・安心を

基本としたむらづくりへの取組を強化する必要があります。 

 

3  ᷂ ṑᵂ ᾍꜘ ⱦ Ḍ ̝  

経済発展や技術開発に伴い、私たちの生活が物質的に豊かで便利なものとなった

一方、その生活を享受することにより、地球温暖化などによる気候変動や廃棄物の

大量発生など、人類が豊かに生存し続けるための基盤となる地球環境への負荷が課

題となっています。 

国では、各地域がそれぞれの特性に応じて資源を循環させる自立・分散型の社会

を形成しつつ、都市と農村漁村が相互補完しながら経済活動をおこなう地域環境共

生圏の構築を推進しています。 

本村では、国立公園特別保護区、国の特別天然記念物、ラムサール条約湿地に指

定されている尾瀬の自然保護の役割も担っており、豊かな自然との共生を図りなが

ら、今後もより一層、持続可能な循環型社会の構築に向けて、村民・事業者・行政

の協働によって環境負荷を最小限にする取組を推進する必要があります。 

 

4  ᷂Ḣ ʥ ᾍ  ꜘ

全国的に急速な人口減少が進む中、地方圏では著しい人口の低密度化が予想され

ており、地域社会の維持・強化を図るためには、地域の担い手の育成・確保が大き

な課題の１つとなっています。 

一方、本村においては、世界に誇る尾瀬などの魅力ある地域資源を活かした観光

振興や、尾瀬ブランドの農作物、子育て支援に力を入れることで定住を促すなど、

人の流れを呼び込む土壌があります。 

このような本村の恵まれた自然環境の強みを最大限に活用し、片品村のよさであ

る人とのつながりを保ちながら、片品村地域社会の新たな担い手としての関係人口

を創出・拡大させ、定住人口の増加にもつなげていく必要があります。 

 

5  Ḹ ͬ ᵣ  

人口減少による地域経済の縮小に伴い、税収減が懸念されることに加え、高齢化

の進行により社会保障費の増加が見込まれるなど、地方自治体の行財政運営は厳し

さを増していきます。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、私たちの社

会・経済活動に大きな影響を与え、その先行きも不透明な状況となっています。 

さらに、生産年齢人口の減少に伴い、全国的に労働力人口が減少する時代へと向

かっていく中、国では新たな未来社会である Society5.0 の実現を目指しており、そ

の取組の１つとして、AI（人工知能）、IoT （モノがインターネット経由で通信する

こと）、自動技術などの ICT を活用したスマート自治体への転換が求められていま

す。 
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本村においても、こうした新たな技術の活用を見据えて、まずはインターネット

環境の整備など、村民サービスの向上をはじめ、職員の働き方改革や施策立案への

活用など、効率的な行財政運営を図っていく必要があります。 

 

6  ֯ ̝ ὕ S D G s ׄ ֝ ʫ ⅎ  

SDGs（エス・ディ・ジーズ）とは「Sustainable Development Goals（持続可能な

開発目標）」の略称で、国連加盟 193 か国が平成 28 年（2016 年）～令和 12 年（2030

年）の 15 年間で達成するための目標として、平成 27 年（2015 年）９月の国連サミ

ットで採択されたものです。 

SDGs には、一人ひとりがそれぞれの立場で、世界をよりよくするためにできるこ

とを考え、取り組むことができるよう 17 のゴール（目標）と 169 のターゲットが示

されています。 

わが国においても、豊かで活力のある「誰一人取り残さない」社会を実現するため、

一人ひとりの保護と能力強化に焦点をあてた「人間の安全保障」の理念にもとづき、

世界の「国づくり」と「人づくり」に貢献していくことを示す、「SDGs アクション

プラン 2020」が策定され、地方自治体においても SDGs の達成に向けた取組が求め

られています。 

また、「新・群馬県総合計画（ビジョン）」においても、国連がターゲットとする令

和 12 年（2030 年）には、県内 SDGs の完了を宣言することが記載されており、SDGs

先進県へ向けた取組を表明済みです。SDGs は、自然環境保護だけでなく、女性など

の活躍もゴールに掲げており、県の決意宣言でも「誰もが居場所と役割を持ち活躍で

きる地域社会」を目指しています。また、オール群馬で「多文化共生・共創県」を実

現することを目指しています。 
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３ 国・県の関連計画 

本計画に関わる国・県の関連計画は次のとおりです。 

1  ᶮᶽ◐ ⅎḢ᷂  ₳ 28 ₴  

  【基本的考え方】 

〇新たな全国計画（平成 27 年８月閣議決定）を踏まえ、全国８ブロックについ

て、国、地方公共団体、経済団体などで構成する広域地方計画協議会における検

討・協議を経て、おおむね 10 年間の国土づくりの戦略を策定。 

〇個性豊かな地域が相互に連携することにより、ヒト、モノ、情報などが双方向で

活発に行きかう「対流促進型国土」の形成を基本として、「コンパクト＋ネット

ワーク」により、「稼げる国土」、「住み続けられる国土」の実現を目指す。 

〇各地域の独自の個性を活かした、これからの時代にふさわしい国土の均衡ある発

展の実現。 

 

2  ֻ ̉ᴇ 22 ₴↓  

【ビジョン】 

群馬から世界に発信する「ニューノーマル」 

～ 誰一人取り残さない自立分散型社会の実現 ～ 

【目指す姿】 

 年齢や性別、国籍、障害の有無等にかかわらず、すべての県民が、 

誰一人取り残されることなく、自ら思い描く人生を生き、 

幸福を実感できる自立分散型の社会 

【ビジョン実現に向けた７つの政策の柱】 

 ̧ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーション（DX）※の推進 

 ̧ 災害レジリエンス No.１の実現 

 ̧ 医療提供体制の強化 

 ̧ 県民総活躍社会の実現 

 ̧ 地域経済循環の形成 

 ̧ 官民共創コミュニティの育成 

 ̧ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍 

 

 

※デジタルトランスフォーメーション（DX ）：スウェーデンの大学教授のエリック・ストル

ターマンが提唱した概念であるとされ、「ICT の浸透が人々の生活をあらゆる面でよい方向に

変化させること」であるとされる。従来使われてきた「ICT の利活用」との最大の違いは、

「ICT の利活用」がすでに確立された産業を前提に、あくまでその産業の効率化や価値向上

を実現するものであったのに対し、デジタルトランスフォーメーションにおいては、その産

業のビジネスモデル自体を変革していくということにあるとされる。  
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４ 片品村の現況 

1  ᷂ 

本村は、群馬県の東北部にあり、東は栃木県日光市、北は新潟県魚沼市、福島県桧

枝岐村、西は群馬県みなかみ町、川場村、南は沼田市に接しています。 

道路は、国道 120 号線、401 号線が通り、沼田 IC から関越自動車道を利用すると

練馬 IC までは約 2 時間 20 分です。 

鉄道の最寄り駅は JR上越新幹線上毛高原駅、上越線沼田駅で、上毛高原駅から村

の中心部までは車で約 50 分（関越高速自動車道利用）、沼田駅からは約 40 分の距離

にあります。 

 

2   

本村は、東西 24km、南北 34km、総面積 391.76ｋ㎡で、みなかみ町、高崎市、沼

田市、中之条町に次いで群馬県内第５位の広い面積です。 

標高は、650m（幡谷地内）から 2,578m（白根山頂）まであり、白根山、武尊山、

至仏山などの山々が連なり、中央を片品川が流れ、笠科川、小川、塗川と合流しなが

ら南下しています。村内の 90％は森林に覆われ、集落は川沿いに形成されています。 

夏は涼しく、冬期の積雪量は多くて関東唯一の特別豪雪地帯で、５箇所のスキー場

があります。 

 

3  ˲֥  
 

（巻末資料４：「片品村の人口動態」参照） 

4   

▀Ộ χ ΰ 

本村の事業所数は平成 21 年（2009 年）の 461 から平成 28 年（2016 年）には 359

（22％減）に減少し、従業員数も 2,537 人から 1,902 人（25％減）へと減少してい

ます。従業員数では、宿泊業、飲食サービス業が全体の１割を占め、最も多くなっ

ています。 

Ộ 

平成 30 年（2018 年）の農業産出額は 158 千万円（平成 26 年（2014 年）は 185

千万円）で、野菜が 128 千万円を占めています。 

また、年齢階級別農業就業者比率では、平成 27 年（2015 年）の 55 歳以上の割合

が 73.33%（平成 22 年（2010 年）は 72.32%、平成 17 年（2005 年）は 64.58%）

と、高齢化が進んでいます。 

ῬỘ 

平成 25 年（2013 年）の工場数は腕時計・服飾品・精密機械・飲料水など９社で、

平成 29 年（2017 年）の製造業は事業所数９、従業者数 158 人、製造品出荷額など

は約 24 億円で、平成 20 年（2008 年）から事業所数、従業者数、製造品出荷額など
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ともに減少しています。誘致企業は平成 19 年（2007 年）に１社（飲料水）ありま

した。 

Ộ 

平成 28 年（2016 年）の小売業は事業所数 24、従業者数 81 人、年間商品販売額

は 1,138 百万円です。事業所数は平成 16 年（2004 年）の 72 から、従業者数、年間

商品販売額は平成 16 年（2004 年）の 262 人、3,826 百万円から減少に転じていま

す。 

⑤観光 

平成４年（1992 年）の 387.2 万人から観光客数は減少を続けており、特に平成 20

年（2008 年）のリーマンショック、平成 23 年（2011 年）の東日本大震災のダブル

パンチが大きく影響し、同年には 173 万人（20 年から－24％）に減少しました。令

和元年度（2019 年度）は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、観光客数は 178

万人で、日帰り客が 132.6 万人、宿泊客が 45.8 万人でした。 

月別では７～８月の合宿と１～３月のスキーが中心で、４～６月、９～12 月の通

常の観光シーズン客が少なくなっています。 

 

５ 住民アンケート結果 

（巻末資料５：「住民アンケート結果（抜粋）」参照） 

 

６ 第４次総合計画前期基本計画の検証 

（巻末資料６：「第４次総合計画前期基本計画の検証」参照） 

 

７ 片品村の特色とむらづくりの課題 

村の現状や前期基本計画の達成状況、さらには、住民アンケート調査の結果と役場

各課からの意見や提案などをもとに、村の特色やむらづくりの課題を整理すると次の

とおりです。 

 

─  
本村は、本州最大の高層湿原としてラムサール条約に登録されている尾瀬国立

公園、泉質が異なる 10 箇所の温泉地、四季を通して楽しめる自然、日本遺産とし

て認定された「かかあ天下―ぐんまの絹物語―」の構成文化財、パウダースノーの
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５つのスキー場など、多くの資源を有し、昼夜の寒暖差による質の高い農産物も多

種収穫されています。 

また、地理的には、群馬県東北部に位置し、栃木県、福島県、新潟県に接する山

間部にあり、数多くの湧水群を有しています。村の中心地区の標高は約 800m、こ

こを通る国道 120 号線は、沼田―片品―日光を結んでいます。 

 

╗╠≠ↄ╡─  

1   

世界に誇れる高層湿原尾瀬ヶ原、美しい花の谷と清流、人々を癒す温泉などを活

かし、世界の人々を対象にしたエコツーリズムのさらなる推進が課題です。 

2  ҍ  

若者がいきいきと働くむらづくりに向け、本村の基幹産業である農業と観光業

を中心に、将来に向けた専門人材の確保・育成や若者の起業支援、村内企業の経営

革新と企業誘致などが課題です。 

3  ἧ ʴⱲ Ẏў  

本村の将来にわたっての維持に向けて、若者の新たな職場づくりを中心に、若者

の交流機会の充実、空き家あっ旋と定住拠点の整備、子育て支援の充実、「自尊・

自立」の生きる力を養う（エンパワーメント）学校教育や家庭・地域での体験機会

の充実など、若者や子どもの自立支援に重点的に取り組むことが課題です。また、

交流人口と関係人口を増加させることで、本村に新しいひとの流れを構築するこ

とが課題です。 

4  ỵ ї ἧ β∆ ὄⱲ  

このままでは５年後には高齢者が 40％以上になると推測される本村では、健康

むらづくりを重点的に進めて生活習慣病を予防するとともに、高齢者に便利な公

共交通手段の確保、共に助け合う地域福祉社会づくり、国民健康保険や介護保険、

国民年金制度の安定化などが課題です。また、結婚・出産・子育てへの切れ目のな

い支援のさらなる充実が課題です。 

5  Ⱳ  

一人ひとりの村民が自己実現を図り、認め合う「自尊・他尊社会」を目指し、多

様な地域クラブ活動やイベント交流、各地区の祭り行事を通した交流、ボランティ

ア活動や国際交流活動など、開かれたむらづくりが課題です。 

6  ʺ  

自主・自立のむらづくりに向けて、行政職員・村民が協力して活躍できる環境を

整備するとともに、若者の新職場づくりと定住への施策・事業の選択と集中、効果

的・効率的な事業の推進、互いに助け合う地域コミュニティづくりなどが課題で

す。  
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第１章 村の将来像 

「豊かな自然と調和した、観光と農業の村」を目指した第１次総合計画（昭和 62 年

３月）、「花の谷構想― 遥かなる花の谷 微笑みの住む郷に ―」を目指した第２次総

合計画（平成８年４月）を引き継ぎ、第３次総合計画では「尾瀬の郷構想―“小さくて

も輝く村”を目指して―」の実現に取り組んできました。 

今、国際観光時代を迎え、本村は、世界に誇れる尾瀬湿原と５つのスキー場、温泉、

昼夜の寒暖差が育む高原野菜・果物、腕時計や装飾品などのものづくり、歴史ある祭

りや心豊かな生活文化を享受できる文化・ふるさと･国際観光村へ新たな一歩を踏み出

すときです。そして、次代の村を担う若者たちがいきいきと働き、子どもたちが生ま

れ育ち、互いに支え合い、楽しく、安心して暮らせるむらづくりを進めることが求め

られています。 

第４次片品村総合計画では、村の将来像を「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実

現へ～世界を視野に～」とし、「尾瀬の郷プロジェクト：３つの戦略」と「５つの施策

の大綱」をもとに、時代の変化に機敏に対応するため常に状況把握に努めながら、計

画の見直しも含め柔軟に推進していきます。また、人口減少対策として取り組む片品

版総合戦略とも一体的な推進を図ります。 

 

＜10年後の将来像＞ 

 

 

 

 

＜尾瀬の郷プロジェクト＞ 

 

 

 

 

 

 

＜施策の大綱＞ 

 

 

  

１  住民・行政：自主・自立のむらづくり 

２  保健・福祉：誰もが安心して暮らせるむらづくり 

３  教育・文化：豊かな心を育むむらづくり 

４  環境・安全：快適で安全なむらづくり 

５  産業・雇用：若者がいきいきと働くむらづくり 

ᵴᵮᶅᶡ ᵮ ᶍ ᴴᵪᵾᵶᶉᶍ ᶗ 

ᶱ ᶊ  

１ 尾瀬の郷・文化村プロジェクト 

２ 尾瀬の郷・ふるさと村プロジェクト 

３ 尾瀬の郷・国際観光村プロジェクト 

 

 

 

͏νχ  
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第２章 人口目標 

国勢調査による本村の人口は、平成 27 年（2015 年）は 4,390 人であり、平成７年

（1995 年）以降減少し続けていますが、人口増減率は平成 17 年（2005 年）→平成 22

年（2010 年）と同様の値で推移しています。そのため、前期基本計画策定時の推計と

大幅な乖離は見受けられません。 

 

 

※今回推計：国勢調査（2015 年）の値をもとにした「国立社会保障・人口問題研究所」のデータに 

もとづく推計値 

※前回推計：片品村人口ビジョン p.10 A の推計値 
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大都市の第３次産業のプル要因と、本村の農業・観光の衰退というプッシュ要因、さ

らには非婚化・晩婚化による少子化、高齢化による自然減という４つの人口減の要因

が重なっており、人口減を和らげるのは容易ではありません。 

前期基本計画では、「尾瀬の郷 片品村人口ビジョン」にもとづき、村をあげて、新

たな観光資源の発掘・活用による外国人観光客の受け入れなど観光業の振興、高冷地

農業の推進、尾瀬の郷エリアを拠点とした名物料理・名物みやげ開発による産業の活

性化、田舎暮らし志向の若者の受け入れ、若者の交流・交際・結婚・子育ての応援を重

点的に取り組み、人口減少を和らげてきました。 

後期基本計画では、将来人口推計値が前期基本計画策定時と大きな乖離はなく、後

期基本計画でも第 4 次片品村総合計画として設定した目標に向かい、施策などの取組

を継続していくことで、目標に向かってさらに推進していく必要があることから、人

口目標値を継続いたします。 

 

目標人口（政策人口） 

（人） 

 
最終実績値 目標値 

平成 27 年 

（2015 年） 

令和７年 

（2025 年） 

令和 12 年 

（2030 年） 

総人口 4,390 3,779 3,467 

 年少人口 

（０～14 歳） 
427 345 334 

生産年齢人口 

（15～64 歳） 
2,443 1,859 1,617 

老年人口 

（65 歳以上） 
1,520 1,575 1,516 
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第３章 尾瀬の郷プロジェクト：３つの戦略 

村の将来像「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ～世界を視野に～」の実現

に向けて、村民と行政との協働による推進体制を整備し、「尾瀬の郷プロジェクト：３

つの戦略」に重点的に取り組みます。 

取組を通して、若者の雇用確保と移住・定住化を図り、少子高齢化に歯止めをかけ、

将来にわたって子どもから高齢者まで安心して心豊かに暮らせるむらづくりを進めま

す。 

─ ⱪ꜡☺▼◒♩ ≈─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

─ ⱪ꜡☺▼◒♩  

１ 文化村プロジェクト 

 

① にぎわいむらづくり（尾瀬の郷エリア・中心地区活性化） 

② 食とウォーキングと温泉の健康むらづくり 

③ 自然・スポーツツーリズムのむらづくり 

④ 美しい花の谷づくり 

⑤ 祭りと伝統行事など歴史・文化のむらづくり 

２ ふるさと村プロジェクト 

 

① I･U ターン者、若者の暮らし応援 

② 若者の雇用創造 

③ 高齢者の安全・安心生活の支援 

④ 子どもたちの心と身体を育てる教育 

３ 国際観光村プロジェクト 

 

① 国内・国外への情報発信と誘客 

② 外国人向け観光資源・観光メニューと観光ルートの開発 

③ 外国人観光客向けのものづくりの推進 

④ 国際交流機会と会話・接客研修の充実 

⑤ 海外への農産物・加工品販売 

１ 尾瀬の郷・文化村プロジェクト 

世界に輝く村を目指し、村の魅力

的な資源（自然・歴史文化・人情な

ど）にみがきをかけ、香り高い文化

村を創造します。 

２ 尾瀬の郷・ふるさと村プロジェクト 

若者が夢と希望を持って働き、住み続

けたい村、誰もが安心して心豊かに暮ら

せ、子どもたちに誇れるふるさとむらづ

くりを進めます。 

３ 尾瀬の郷・国際観光村プロジェクト 

海外への情報発信や誘客、外国人向け

の観光資源・観光メニュー・観光ルート

開発、土産品開発と海外販売など、国際

観光むらづくりを進めます。 
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第４章 施策の大綱 

村の将来像「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ～世界を視野に～」の達成

のために、次のような体系のもとに、総合的・計画的にむらづくりを進めます。 

施策の体系図 
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１ 住民・行政：自主・自立のむらづくりのために 

村民と村が連携して活発にむらづくりを進めるとともに、自主財源の強化と行財政

のスリム化・効率化を図り、自主・自立のむらづくりを進めます。 

 

 Ӳϐ 

村民と行政の協働のむらづくりを目指し、広報の充実と情報公開、意見発表や意見

交換の機会の充実、むらづくりグループ活動などの支援、リーダーの研修機会の充

実、小さな自治の実現などを通して持続可能なむらづくりを促進します。 

また、男女がそれぞれ仕事や地域活動などで能力を十分に発揮できるよう、保育や

高齢者介護の負担軽減、女性の意見が村政や地域活動に反映される体制づくり、男

女が共に子育てをしながら働き続けられる職場づくりなどを進めるとともに、国際

交流や協定自治体との地域間交流を促進します。 

 

  

自主・自立のむらづくりを目指し、地方交付税や補助金の削減や住民ニーズの多様

化・高度化に対応し、施策・事業の戦略的な選択と集中、職員の意識改革と能力開

発、事務・事業の効率化、経費の節減、定員管理や給与の適正化、民間活力の導入な

ど、第７次片品村行政改革大綱（令和２～６年度）の方針にもとづき一層の行政改革

を推進するとともに、産業振興と若者の定住促進による税収増を図り自主財源の確

保に努めます。また、利根沼田地域定住自立圏の形成協定を締結し、幅広い分野での

広域連携を進めます。 

 

２ 保健・福祉：誰もが安心して暮らせるために 

子どもから高齢者まで、誰もが健康に、共に支え合って安心して暮らせるむらづ

くりを進めます。 

 

 ͪβ 

村民が生涯にわたって健康に暮らし、社会保険制度の維持ができるよう、生活習慣

病や認知症の予防、介護予防に向けて、健康管理センターを中心に村民とともに効

果的な健康づくり運動を進め、片品診療所や星野医院、かまた歯科医院、片品歯科診

療所を中心に、一次医療（外来の初期治療）や予防医療、在宅医療などの充実と、救

急医療体制の広域的な確保を図ります。 

 

  

村民が安心して生活できるよう、社会福祉協議会を中心に共に支え合う地域福祉

社会づくりを進めるとともに、高齢者や障害者の交通・通信手段の確保、若者の交流
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の応援、保育内容の充実など子育て環境の整備、母子･父子家庭の自立の支援など、

きめ細かな福祉サービスに努めます。 

また、高齢者や障害者の生きがい対策の推進、介護予防による介護保険制度の安定

化とサービスの充実、地域助け合いの促進などを進めます。さらに、経済困難に陥っ

た住民に対する相談･指導や就労支援の充実、勤労者の就労環境の改善や福利厚生の

充実などを促進します。 

 

 ̝ͪ  

国民健康保険制度や国民年金制度などが長期的に安定するよう、生活習慣病や介

護予防の推進、医療費や介護費用の適正化を図るとともに、情報提供や相談体制の

充実などにより、加入･納付を促進します。 

 

３ 教育・文化：豊かな心を育むために 

次代を担う子どもたちが思いやりや人間性を育て、確かな学力を養い、健康・体力を

向上させ、心豊かで元気なむらづくりを進めます。 

 

 ἶ  

地域への誇り、学ぶ意欲や基礎学力、創造力や情報発信・コミュニケーション能力、

豊かな心や社会意識、食育や体育、国際理解や外国語など教育内容の充実を図ると

ともに、教育施設･設備・スクールバスの充実を図り、学校・家庭・地域が連携し、

子どもがたくましく生きる力を育てていきます。 

また、若者や女性の職業知識や能力、国際理解・英会話などの向上を支援するとと

もに、片品村文化センターや公民館、図書室の活用、指導体制の充実などにより、自

主学習グループ活動の充実や、青少年のイベントや交流会、祭り、文化･スポーツ、

ボランティア活動などを通した幅広い生涯学習を推進します。 

 

 ӓ  

村民が心豊かな、充実した生活を送れるよう、祭りや伝統行事・伝統芸能、生活・

産業文化、日本遺産に認定された「かかあ天下―ぐんまの絹物語―」などの情報発信

やむらづくりを進めます。 

自主的な創作活動への支援を充実するとともに、健康増進のためのウォーキング

などの有酸素運動やスポーツクラブの活動の充実、指導者の育成やスポーツ教室・

スポーツイベントの開催などに努めます。 
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４ 環境・安全：快適で安全な生活のために 

尾瀬湿原をはじめ、美しい花にあふれた自然の中で、持続的発展が可能な、快適で安

全、便利なむらづくりを進めます。 

 

 ṑ 

自然豊かな、うるおいのある魅力的な村を目指し、尾瀬湿原や清流などの保全と回

復を図るとともに、「片品村景観計画」にもとづく美しいむらづくりや尾瀬の郷エリ

アに子どもたちが楽しく安心して遊べる場を整備します。また、空き家あっ旋など

若者の定住支援を進めるとともに、公園や広場･緑地の整備と維持・活用、豊かな湧

水の活用と安全な水道水の供給、公共下水道や農業集落排水施設、合併処理浄化槽

の総合的な整備、ごみの減量化･資源化・再利用と処理体制の整備、地球環境の保全

と公害の防止などを促進します。 

 

 ὄЋ 

村民が安全に暮らせる村を目指し、利根沼田広域消防東消防署との連携により広

域消防･救急体制の整備と村内の消防団及び消防施設の維持・整備、治山･治水対策

の推進と各区の自主防災体制や役場の初動体制の整備を図るとともに、交通安全施

設の整備、交通安全教育の推進と、地域ぐるみの防犯活動による子どもや女性、高齢

者などの安全確保、消費者トラブルの防止に向けた情報提供と相談体制の充実など

を図ります。 

 

 ᷂ḢḨ  

便利で効率的な村民生活や経済活動の活発なむらづくりを目指し、国土利用計画

にもとづき、計画的な土地利用の誘導と有効活用の促進を図るとともに、国道 120

号、401 号など幹線道路の整備や金精峠の年間開通、村道・農道・林道などの総合

的・計画的な整備を図ります。また、高齢者や通学生徒、若者・中高年・外国人観光

客のために、バス路線の確保とコミュニティ交通の整備を図ります。 

 

 Ḹ  

情報受発信が活発で環境にやさしい村づくりを目指し、光回線網・携帯電話エリア

や無線 LAN スポットの拡大促進と、行政情報化や地域情報化、世界への情報発信を

進めるとともに、太陽熱・太陽光利用、バイオマスエネルギー、雪エネルギーの利用

など、地域新エネルギーの活用を図ります。 
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５ 産業･雇用：若者がいきいきと働くむらづくりのために 

高原野菜や果物などの生産、尾瀬やスキー場、温泉、農業や時計製造、祭りなどの伝

統文化などの地域資源を活かした体験型の観光と外国人観光客の受け入れなど、活気

のある産業のむらづくりを進めます。 

 

  

本村の風土を活かし、魅力のある農林漁業や工業の振興に向けて、観光と連携した

「尾瀬ブランド」の農産物や特用林産物、名物みやげとなる加工食品や工業製品な

どの開発・製造・販売などものづくり産業を促進するとともに、グリーンツーリズム

（農業を活かした観光）の促進と農業後継者の育成、地域資源を活かした起業家支

援、企業誘致などを進めます。また、将来的には、海外への農産物加工品販売への研

究を進めます。 

 

 ᵀ Ͻ  

首都圏から２時間余りという有利な条件を活かし、大消費地の新しい市場の開拓

を促進するとともに、個性的な店づくりや特産品の製造・販売、地産地消の推進な

ど、魅力的な商業の振興を図ります。尾瀬・丸沼・武尊などの自然環境や５つのスキ

ー場、温泉、祭りや食文化などを活かし、「スキーとスポーツ合宿」「雪遊び」「花」

「名物料理と温泉とウォーキング」「体験」観光など新たな人の流れを生み出します。

日光・富岡と広域連携し、外国人観光客の誘致と受け入れ体制の整備を図ります。 

また、村内中小企業の経営革新の支援、トマト栽培とスキー・アウトドア指導員の

複業就業体制の確立、尾瀬の郷エリアを拠点とした名物料理・名物みやげの開発、若

者の起業・就労支援、求人情報の提供、相談窓口、労働環境・条件の整備促進などを

図り、安定的な就業の場の創出に重点的に取り組みます。 
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第５章 土地利用基本構想 

１ 土地利用の現状と課題 

本村は、武尊山、至仏山、鬼怒沼山、白根山などの山岳に囲まれ、村の約１／２にあ

たる東北部一帯は、尾瀬国立公園の指定（平成 19 年）を受けています。 

村の中央を南北に流れる片品川沿いの尾瀬の谷、小川沿いの丸沼の谷、網沢川と塗

川の武尊の谷と、３つの谷に集落と農地が開け、尾瀬の谷と丸沼の谷の合流点である

鎌田地区には、役場や教育・医療・文化施設、商店などが集積しています。 

平成９年の本村の土地利用は、森林 35,706ha（91.1％）、原野 1.0ha（0.0％）、農用

地 873ha（2.2％）、水面河川 585ha（1.5％）、道路 291ha（0.7％）、宅地 185ha（0.5）、

その他 1,560ha（4.0％） となっており、農用地の内訳は田 227ha（0.6％）、畑 562ha

（1.4％）、採草放牧地 83ha（0.2％）で、合計 39,201ha です。（村資料：「片品村国土

利用計画」平成 11 年３月） 

昭和 30 年代のスキー場の開発以来、スキー場やゴルフ場、温泉、民宿村、ペンショ

ン村などの整備が進みましたが、子ども・若者の減少と趣味の多様化・屋内化、経営

者の高齢者と後継者難により、宿泊施設は２／３に減少しています。 

今後の土地利用の課題としては、尾瀬を始めとする貴重な自然環境の保全、多様な

機能を持つ森林の保全、定住促進のための住宅地と居住環境の整備、優良農用地の保

全と遊休農地の活用などが求められます。 

 

２ 土地利用の基本理念 

土地は現在及び将来における村民と国民のための限られた貴重な資源であり、土地

利用にあたっては公共の福祉を優先させ、人と自然が共生する生活環境の確保と産業

振興を図ることを基本理念として、総合的かつ計画的におこないます。 

 

３ 土地利用の方向 

土地利用にあたっては、土地基本法、国土利用計画法と関連する土地利用関係法（自

然公園法、森林法、農業振興地域の整備に関する法律等）にもとづき、総合計画（土地

利用基本構想）、国土利用計画、農業振興地域整備計画などに従い、計画的な土地利用

の誘導を図ります。 

ˢ1x  Τσᾰ ʾד ρ Ћ˔рχ ʾ  

尾瀬、丸沼、菅沼、片品川などの水質や自然環境、森林の保全を図るとともに、

村民や観光客の憩いとレクリエーションの場として活用を図ります。 
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ˢ2x  ▀ χ‰Μ Ộʾ Ộῖ Ћ˔рχ ʾ  

優良農地の保全と遊休農地の有効活用を図るとともに、美しい山村景観の保全・

創造と農村集落の定住環境の整備、グリーンツーリズムの推進など、都市住民との

交流空間として整備を図ります。 

ˢ3x  χ  

国県道の拡幅、金精峠の年間開通などを促進するとともに、村道・農道・林道の

総合的・計画的な整備を進めます。 

 

以上をまとめた土地利用基本構想の模式図は次のとおりです。 

 

土地利用基本構想図 
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第１章 はじめに 

１ 後期基本計画策定の趣旨 

1  ♥ Ḩ ὑ  

後期基本計画は、基本構想に定めた将来像や基本施策（大項目）の実現のため、本村

における現状と課題を踏まえ、計画期間中に取り組むべき施策の基本方針やその実現

に向けた体系などを明らかにするものです。 

後期基本計画は、基本構想にもとづき、むらづくりを総合的かつ計画的に推進する

ため、第４次総合計画（平成 28 年度（2016 年度）から令和７年度（2025 年度））の

後期５年間（令和３年度（2021 年度）から令和７年度（2025 年度））における、分野

ごとの中・長期的に推進する優先的な取組である重点施策及び施策の基本方針を明ら

かにするもので、本村の総合的な行政運営の基本となるものです。 

人口減少や少子高齢社会の進行など、本村を取り巻く社会環境が大きく変わろうと

する中、目指す将来像「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ～世界を視野に

～」の実現に向けて、新たな行政課題に対応しながら、これまで以上に村民と一体と

なってむらづくりを進めていきます。 

 

♥ Ḩ  

後期基本計画の期間は、令和３年度（2021 年度）を初年度とし、令和７年度（2025

年度）を目標年次とする５年間とします。 

 

ṍ ›ὓᵊχṍḧ 
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２ 総合戦略との関係性 

本村の第２期総合戦略には、人口ビジョンで掲げた目標人口である「令和 22 年（2040

年）の人口 2,800 人以上」「令和 42 年（2060 年）の人口 1,800 人以上」を目指すため、

令和３年度（2021 年度）から５年間の計画期間中に取り組むべき、人口減少問題対策

や地域の活性化策などについて、３つの戦略の柱を位置づけています。総合戦略と後

期基本計画の計画期間は重複することから、総合戦略に掲げた施策は後期基本計画に

包摂し、それぞれ関係する分野の施策に位置づけ、取り組みます。 

 

˲ῇṍṁ ὓᵊρ › χḩἰ˳s ϱЮ˔Ѕ ˣ 

 

˲ ›ὓᵊρ › χḩἰ˳ 

 

 

 

 

  

›  ›ὓᵊ 
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ʾ  

ʾṁ ΰ 
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ṁ
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ἰϥ☼├ 
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３ 進行管理 

1   PDCA  

後期基本計画では、各施策の成果を見極めるための指標を設定し、PDCA サイクル※

の手法を取り入れた進行管理をおこないます。 

また、協働によるむらづくりの視点から、村民アンケート調査を実施するなどして

村民の意向を把握し、評価に反映させるとともに、評価の結果を公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※PDCA サイクル：生産・品質などの管理を円滑に進めるための手法の１つ。業務の計画

（plan）を立て、計画にもとづいて業務を実行（do）し、実行した業務を評価（check）し、

必要に応じて改善（action）を図り、次の計画策定に役立てていくという一連の流れのこと。  



 25 

第２章 第２期片品村 むら・ひと・しごと創生総合戦略 

１ 総合戦略の基本的な考え方 

 Ḩ  

令和元年（2019 年）12 月 20 日に、国では、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョ

ン（令和元年改訂版）」及び令和２年度（2020 年度）を初年度とする５か年の第２期

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「国の総合戦略」という。）が閣議決定さ

れました。 

第２期国の総合戦略においては、地方創生の目指すべき将来や、令和２年度（2020

年度）を初年度とする今後５か年の目標や施策の方向性などを策定するとともに、人

口減少や、東京圏への一極集中がもたらす危機を国と地方公共団体がしっかりと共有

した上で、まち・ひと・しごと創生本部が司令塔として、関係省庁の連携を強め、将

来にわたって「活力ある地域社会」の実現と、「東京圏への一極集中」の是正を共に目

指すこととしています。 

本村においては、平成 27 年（2015 年）12 月に「片品村 むら・ひと・しごと創生

総合戦略」（一部改訂平成 28 年（2016 年）７月）（以下「第１期総合戦略」という。）

を策定し、地方創生への取組を進めてきましたが、地方創生の充実・強化に向けて、

切れ目ない取組を進めることが必要であることから、これまでに根付いた地方創生の

意識や取組を継続するためにも、第１期総合戦略を検証し、戦略の柱（基本目標）の

設定にあたっては、第１期総合戦略で設定した３つの枠組みを維持しつつ、新しい時

代の流れに応じた考え方を取り込み、第２期総合戦略を策定します。 

 

 ᶮ 2 ҍ ֻ ͜ 

平成 26 年（2014 年）11 月に施行された「まち・ひと・しごと創生法」にもとづき、

国が令和２年度（2020 年）に策定した第２期国の総合戦略の基本的な考え方や「４つ

の基本目標」と「２つの横断的な目標」などを基本に、本村における「人口減少と地

域経済縮小の緩和」、「まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立」を目指します。 

 

  

総合戦略は、令和３年度（2021 年度）を初年度とし、今後５か年の戦略とします。 

 

› ︡ ṍḧʿ ͏ ˢ ˣ˙ ͓ ˢ ˣ˗͑  
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２ 第１期総合戦略の検証 

 ֻ  

（巻末資料７：「第１期むら・ひと・しごと創生総合戦略の検証」参照） 

 2 ֻ ֝ Њ  

 

 ⁯χ 1ṍ › ├ Ὁχᾋ ΰ 

 

ᴅ σ χ ᴥ 

 

Â 多様な人材の活躍を推進する 

 多様な人材が活躍できる環境づくりを積極的に進めるとともに、誰もが居場所と役割 

を持ち活躍できる地域社会を目指す。 

 

Â 新しい時代の流れを力にする 

地方におけるSociety
ソ サ エ テ ィ

5.0 の実現に向けた技術（未来技術）の活用を強力に推進すると 

ともに、持続可能な開発目標（ S D G s
エスディジーズ

）を原動力とした地方創生を推進する。 

 

ṁ χᾋ ΰ 

 

Â 基本目標２：「地方とのつながりを築く」観点の追加 

地域外から地域の祭りに毎年参加し運営にも携わる、副業・兼業で週末に地域の企

業・NPO で働くなど、その地域や地域の人々に多様な形で関わる人々、すなわち「関

係人口」を地域の力にしていくことを目指すなど、地方とのつながりの強化に向けて、

地域に目を向け、地域とつながる人や企業を増大させることを目指す。 

 

Â 基本目標１、４：「ひとが集う、魅力を育む」観点の追加 

稼げる地域をつくり、賃金ややりがいの面で魅力的なしごとの場を地方に創出すると

ともに、地域における所得の向上を実現する。また、質の高い暮らしのためのまちの機

能の充実に取り組む。 
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国の方針として示された、第２期総合戦略において取り入れるべき新たな視点を、以

下に示します。 

 

Ỉ  

  

 

 

ẉ  

ẉ  

 

 

 

ẉ  

 

ẉS D G s  

ẉSociety 5.0 ṕ Ṗ  

 
ẉ  

 

 
ẉ  

 

 

 

ẉ  

 

 

 

ẉ  

 

ẉ  
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ḩἰ ῢ 

 

移住した「定住人口」でもなく、観光に来

た「交流人口」でもない、地域と多様な形で

関わる人のことです。東京などの都市部の

住民が「関係人口」として地方とつながりを

つくることは、地方の住民との交流などを

通じた日々の生活におけるさらなる成長や

自己実現の機会などをもたらすとともに、

地方の活性化や将来的な移住者の拡大など

に寄与することが期待され、都市部と地方

の双方にとって意義があるものと考えられ

ます。 

 

Society

ЊЂϵГϰ

5.0 

 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステ

ムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）のこと。

狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会

（Society4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学技術基本計画においてわが

国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱されました。 

 

  

τḩβϥ ᾉʾ◙ ◕ ᴿ ᵓ 

╥― 14ˮḩἰ ῢτνΜο˯Ϭ╥  

※内閣府資料抜粋 
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 Ϙκʾϋρʾΰέρ ṁ ͎͎͌͌ 

国では、新型コロナウイルス感染症により、地域の経済・生活に影響が生じ、また、

デジタル化の遅れなども顕在化しています。このため、令和２年（2020 年）７月に閣議

決定された「まち・ひと・しごと創生基本方針２０２０」では、地方創生の方向として、

雇用の維持と事業の継続、経済活動の回復とともに、感染症克服と経済活性化の両立の

視点を取り入れ、東京圏への一極集中、人口減少・少子高齢化という大きな課題に対し、

取組を強化すること、また、地方における、医療、福祉、教育など社会全体に未来技術

の実装と推進することを通じてデジタルトランスフォーメーション（DX）を強力に支

援することが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用：まち・ひと・しごと創生基本方針２０２０／ 

令和２年７月 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 内閣府地方創生推進事務局  
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３ 総合戦略の方向と具体的施策 

 Ḩ  

人口減少に対しては、国の長期ビジョンが示すように、出生率の向上により人口減

少を和らげ、人口規模の安定と人口構造の若返りを図ることと、転出抑制と転入増加

により、人口規模の確保を図ることが重要となっています。 

本村の人口現状を踏まえると、現在は、自然動態、社会動態ともに減少傾向を示し

ており、第１期でも取組を進めてきた子育て支援を継続することで結婚・出産・子育

てしやすい環境のさらなる充実、防災に対する村独自の取組、世界に誇る「尾瀬」な

どの地域資源を活かしつつ、人のつながりを大事にした移住への取組や関係人口の創

出・拡大など、出生率の向上と若年層の転出の抑制及び移住・定着を促進する必要が

あります。また、「まち・ひと・しごと創生基本方針２０２０」においては、「感染症

克服と経済活性化の両立の視点を取り入れる」という方向性が示されています。 

このようなことから、国の方針を勘案し、本村が目指すべき方向性として、以下３

つの戦略の柱を掲げます。 

 

ᶍ  

ᵪᶉ ᶇ ᴲ ᶱ╔ᶞᴲ↨ ᵶᶅ ᵰᶪᶟ  ʝ

 

˲ ˳ 

※RESAS（経済センサス-基礎調査（総務省）、活動調査（総務省・経済産業省）） 

 

˲ṁ ΰ˳ 

本村に「住みたい人」や「住み続けたい人」を確保するためには、まず住民の生活

基盤である「しごとづくり」が重要になります。本村の基幹産業である農業と観光業

を中心に、将来に向けた専門人材の確保・育成や、担い手の確保に対する支援なども

おこなうことで、「稼ぐ地域の実現」「安心して働ける環境の整備」を目指します。そ

の上で、若者を中心とした村民の雇用の確保と移住者の定住を促進し、人口減少を和

らげ、活力ある村の実現を図ります。 

 

国の基本目標との整合： 

１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする 

２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる  

指標 単位 基準値 
目標値 

令和７年 

・農林業の総生産 百万円 1,751（平成 27 年） 2,276 

・観光業の総生産 百万円 7,279（平成 29 年） 9,098 

・従業者数 人 1,902※（平成 28 年） 1,971 
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˲ἇ σ☼├˳̞︠σⱧỘˢ︡ ˣ ρKPIψῇṍṁ ὓᵊ Ϭ╥  

１－１ 世界に誇る「尾瀬の郷」としての観光産業の振興 

① 高付加価値型観光の推進／計画 5-2-2（１）〔重点施策〕 

② 二次交通の促進 

③ スポーツ観光の推進／計画 5-2-2（９） 

④ 国際観光の推進／計画 1-1-4（１）（２）、5-2-2（10） 

 

１－２ 農業を中心とした観光を支える関連産業の基盤強化 

① 高付加価値型農業の推進／計画 5-1-1（４）〔重点施策〕 

② 農業の担い手の育成・確保／計画 5-1-1（１）〔重点施策〕 

③ 農地の保全・有効活用／計画 5-1-1（２） 

④ 観光商業の振興／計画 5-2-1（２） 

 

１－３ 産業の専門人材や担い手の確保・育成 

① 新たな就業の場づくり／計画 5-2-3（１）〔重点施策〕 

② 就業の安定と就業条件の向上／計画 5-2-3（２）〔重点施策〕 
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ᶍ  

ᶃᶉᵫᶩᶱ ᶊᵶᶃᶃᴲ ᵶᵣᶑᶇᶍ ᵫʟᵡᶪᶟ  ʝ

 

˲ ˳ 

 

˲ṁ ΰ˳ 

本村では、埼玉県蕨市や上尾市、栃木県日光市、福島県南相馬市、茨城県大洗町な

ど多数の自治体との間で、多岐にわたる取組や交流をおこなってきました。これらの

自治体との交流をさらに深めながら、交流人口及び関係人口を増加させることで、本

村とのつながりを構築します。 

また、新型コロナウイルス感染症により、新たな日常に対応した地域経済の構築と

東京圏への一極集中の是正が求められる中で、地方、東京に立地する企業、働き手、

にとってメリットのあるリモートワークやサテライトオフィスなど、地方移住への関

心が高まっています。 

まずは広域連携による観光やふるさと納税などによる交流人口や関係人口の拡大

を図り、さらに自然環境を活かした住環境などの多くの魅力を強力に情報発信するこ

とで、村外からの移住につなげます。 

 

国の基本目標との整合： 

２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 

４ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

 

˲ἇ σ☼├˳̞︠σⱧỘˢ︡ ˣ ρKPIψῇṍṁ ὓᵊ Ϭ╥  

２－１ 交流人口、関係人口の拡大 

① 体験学習・観光の推進／計画 4-1-1（２）、5-2-2（８） 

② 観光等情報発信力の強化／計画 5-2-2（11） 

③ 観光・直通バス等の整備／計画 4-3-3（１）〔重点施策〕 

④ 地域間交流の促進／計画 1-1-4（３）、1-2-3（２） 

⑤ 特別養護老人施設の誘致／計画 2-2-3（２） 

 

２－２ 周辺自治体との観光広域ルートの確立 

① 日光－尾瀬の郷－富岡 広域観光ルートの確立 

② 北群馬エリア（みなかみ、沼田、渋川等）連携による観光客の誘客促進 

２－３ ふるさと納税の活用  

指標 単位 
基準値 

令和元年度 

目標値 

令和７年度 

・転入者数 人 149 160 

・ふるさと納税の寄附件数 件 1,584 2,000 
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ᶍ  

ᴴ ᴴ ╔ᶅᶊᶣᵴᵶᵮᴲ↨ ᵶᶅ ᶨᵸᵲᶇᵫᶆᵬᶪɜ  ʝ

 

˲ ˳ 

 

˲ṁ ΰ˳ 

本村の合計特殊出生率は 1.41（人口動態保健所・市町村別統計 平成 25～29 年）

となっており、国の 1.36（人口動態統計 令和元年）に比べ高くなっています。しか

し、本村の人口ビジョンに掲げる令和 42 年（2060 年）に人口 1,800 人強を維持する

ためには、出生率を上昇させる必要があります。 

結婚・出産・子育てへの切れ目のない支援をさらに充実させるとともに、家庭や地

域と連携した教育、本村の豊かな自然を活かした教育で感性を磨きながら ICT

（Information and Communication Technology ）などの先端技術を取り入れた教育を

推進することにより、子育て環境や地域・全国から選ばれる魅力的な教育を推進しま

す。 

また、全国的に大規模自然災害や予期せぬ感染症などが発生する中で、安全性を強

化すべく、村民・事業者・行政が協働して、安心して暮らすことができる環境の構築

を推進します。 

国の基本目標との整合： 

３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

４ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

 

˲ἇ σ☼├˳̞︠σⱧỘˢ︡ ˣ ρKPIψῇṍṁ ὓᵊ Ϭ╥  

３－１ 結婚・出産・子育て支援 

① 結婚・出産環境の充実／計画 2-1-1（１）、2-2-2（１） 

② 子育て環境の充実／計画 2-2-2（２）（３）（４） 

③ 教育環境の充実／計画 3-1-1（１）（２）（３）（４）〔重点施策〕（５） 

 

３－２ 安心して暮らすことができる生活環境の構築 

① 地域防災体制の強化／4-2-2（３）〔重点施策〕 

② 空き家の利活用／計画 4-1-3（１） 

③ 良好な住宅・住環境の整備／計画 4-1-3（２） 

  

指標 単位 
基準値 

令和元年度 

目標値 

令和７年度 

・出生数 人 17 20 

・片品村に「住み続けたい」 

と思う村民の割合 
％ 77.5 80.0 
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４ 総合計画に対する位置づけ（一覧表） 

 

͎ṍ › πχ ϙ ͐ⱳ ›ὓᵊπχ ϙ 

χ  ṁ ☼├ ‮  ☼├ 

χ ͍ 

Τσꜛ

ρḢΊʺ Ộ

ϬӾϙ ӗ̋

ΰο Ϊϥ

Ϛϣ 

͍˵͍ 

ᵦτᾹϥˮ χỏ˯ρ

ΰοχḢΊ▀Ộχ ọ 

1-1 

ρ

“ ρ

χẸ  

1-1-4ˢ͍ˣ 
ᴟẶ χϚϣξ

ΨϤ 

1-1-4ˢ͎ˣ ⁯∑ḢΊχ  

5-2 

Ộʾ

ḢΊ 

5-2-2ˢ͍ˣ › σḢΊχ ọ 

5-2-2ˢ͕ˣ ІЪ˔БḢΊχ  

5-2-2ˢ10ˣ ⁯∑ḢΊχ  

͍˵͎ 

ỘϬ ρΰθḢΊϬ

◦Πϥḩ ▀Ộχṁ ế

ᴟ 

5-1 

Ϝχξ

ΨϤ 

5-1-1ˢ͍ˣ 
Ộχ Μ︣χӾ ʾ

ᶎ  

5-1-1ˢ͎ˣ 
χ ʾ ῟ᶨ

ρ ṁ χ  

5-1-1ˢ͐ˣ 
‰ ᴥᴣ ἷ Ộχ

 

5-2 

Ộʾ

ḢΊ 

5-2-1ˢ͎ˣ ḢΊ Ộχ ọ 

͍˵͏ 

▀Ộχ ∙Ϟ Μ︣

χᶎ ʾӾ  

5-2 

Ộʾ

ḢΊ 

5-2-3ˢ͍ˣ 
θσ Ộχ ξΨ

Ϥ 

5-2-3ˢ͎ˣ 
Ộχӗ ρ Ộ

Ὧχΰ  

χ ͎ 

νσΥϤϬ

τΰν

νʺ ΰΜϋ

ρχ ϦΥ

ΚϥϚϣ 

͎˵͍ 

ῖ ῢʺḩἰ ῢχᶈ  

1-1 

ρ

“ ρ

χẸ  

1-1-4ˢ͏ˣ ӽḧῖ χ  

1-2 

“∞  
1-2-3ˢ͎ˣ ὀⱧỘχ  ם

2-2 

♅ 
2-2-3ˢ͎ˣ ᵒῐЂ˔РІχ  ם
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͎ṍ › πχ ϙ ͐ⱳ ›ὓᵊπχ ϙ 

χ  ṁ ☼├ ‮  ☼├ 

χ ͎ 

νσΥϤϬ

τΰν

νʺ ΰΜϋ

ρχ ϦΥ

ΚϥϚϣ 

͎˵͍ 

ῖ ῢʺḩἰ ῢχᶈ  

4-1 

ᶨḕ

ẽ 

4-1-1ˢ͎ˣ 
ꜛ ρχώϦΚΜχ

 

4-3 

ӽṁ

 

4-3-3ˢ͍ˣ 
НІῖ χӲⱱʾ ם

ρ  

5-2 

Ộʾ

ḢΊ 

5-2-2ˢ͔ˣ ᾓḢΊχ  

5-2-2ˢ11ˣ ḢΊṁ χ ʾ  ם

͎˵͎ 

ꜛⱵ ρχḢΊῲӽи

˔Еχᶎ  

5-2 

Ộʾ

ḢΊ 

5-2-2ˢ11ˣ ḢΊṁ χ ʾ  ם

͎˵͏ 

ώϥήρ χᶨ  
5-2-1ˢ͏ˣ ώϥήρ χᶨ  

χ ͏ 

Ὣₒʾ ▀ʾ

◓ӾοτϞ

ήΰΨ ӗ̋

ΰο ϣβ

άρΥπΦ

ϥϚϣ 

͏˵͍ 

Ὣₒʾ ▀ʾ◓Ӿο◦כ 

2-1 

ὲ 
2-1-1ˢ͍ˣ ὲῴξΨϤχ  

2-2 

♅ 

2-2-2ˢ͍ˣ 
ꜛχיּבֿ ʾ χ◦

 כ

2-2-2ˢ͎ˣ Ӿχ  ם

2-2-2ˢ͏ˣ 
ᴪ ʾ ӽτΣΪϥ◓

Ӿο◦כ 

2-2-2ˢ͐ˣ 
◓ʾ ◓ᴪ χ◦כ

χ  ם

3-1 

ᵶᶘ

 

3-1-1ˢ͍ˣ ⱪễӾχ  

3-1-1ˢ͎ˣ ễӾ χ  ם

3-1-1ˢ͏ˣ 
ὲῴʾ χ ρ

χễӾʺӗ ễӾ 

3-1-1ˢ͐ˣ ễӾḕẽχ  

3-1-1ˢ͑ˣ ᶘ ρ ӽρχ ὀ 
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͎ṍ › πχ ϙ ͐ⱳ ›ὓᵊπχ ϙ 

χ  ṁ ☼├ ‮  ☼├ 

χ ͏ 

Ὣₒʾ ▀ʾ

◓ӾοτϞ

ήΰΨ ӗ̋

ΰο ϣβ

άρΥπΦ

ϥϚϣ 

͏˵͎ 

ӗ ΰο ϣβάρΥπΦ

ϥ ᶨḕẽχ   

4-1 

ᶨḕ

ẽ 

4-1-3ˢ͍ˣ ֿיּבχ ḕẽχ  

4-1-3ˢ͎ˣ 
Ῠσ ʾ ḕẽχ

 

4-2 

ᶨӗ

 

4-2-2ˢ͏ˣ ӽ ← χếᴟ 
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第３章 後期基本計画 

 

●基本計画の見方 

̙ᾝ ρᴿ  

分野（小項目）ごとに、社会経済の動きやむらづくりの現況を述べ、むらづくりの課題

を明らかにしています。 

̙ṁ  

分野（小項目）ごとに、むらづくりの基本方針を述べています。 

 ᾝτΰΪοם̙

むらづくりの基本方針の実現に向けて、指標を設定しています。主な施策（細項目）ご

とに、主な事業（①、②など）を示すとともに、担当課を明らかにしています。 

 

˲︠σ☼├˳ 

各分野（小項目）の基本方針を実現するための主な施策（細項目）を示しています。 

 

 

 

 

 

 

︠σⱧỘ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

主な施策（細項目）を実現する

ための、主な事業（①、②など）

を示しています。 

主な事業を主体とし

ておこなっている課

を示しています。 

主な事業をおこなう

上で関係する課を示

しています。 
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施策の体系（大項目、中項目、小項目） 

 

 
 

将来像   

１-1-1 村民参画 
１-1-2 地域活動 
１-1-3 男女共同参画 
１-1-4 国際交流・地域間交流 

１-2-1 行政運営 
１-2-2 財政運営 
１-2-3 広域行政 

２-1-1 健康づくり 
２-1-2 地域医療 

２-2-1 地域福祉 
２-2-2 次世代育成 
２-2-3 高齢者福祉 
２-2-4 障害者（児）福祉 
２-2-5 低所得者福祉 
２-2-6 勤労者福祉 

２－３ 社会保険 ２-3-1 

３-1-1 学校教育 
３-1-2 社会教育 

３ 教育・文化 
３-2-1 文化・芸術 

４-1-1 自然環境 
４-1-2 景観 
４-1-3 住宅・住宅地 
４-1-4 公園・広場・緑地 
４-1-5 水道 
４-1-6 下水道 
４-1-7 環境衛生 
４-1-8 環境保全 
４-1-9 斎場・墓地 

４-2-1 消防・救急 
４-2-2 防災 
４-2-3 交通安全・防犯 
４-2-4 消費生活 

４-3-1 土地利用 
４-3-2 道路  
４-3-3 公共交通 

４-4-1 地域情報網 
４-4-2 地域新エネルギー 

５-1-1 農業 
５-1-2 林業・内水面漁業 
５-1-3 工業 

５-2-1 商業 
５-2-2 観光 

基本構想 

自主・自立のむらづくり 
のために 

基本計画 

 

１ 村民・行政 

スポーツ・レクリエー 
ション 

健康保険・介護保険・ 
国民年金 

３-2-2 

５ 産業・雇用 

豊かな心を育むために 

快適で安全な生活 
 のために 

４－４ 情報・ 
     エネルギー 

５－１ ものづくり 

２－１ 保健 

３－１ 生涯学習 

３－２ 文化・ 
     スポーツ 

４－１ 生活環境 

５－２ 商業・観光 

    ・雇用 

１－１ 村民と行政 
    との協働 

４－３ 地域基盤 

若者がいきいきと働く 

 

 

誰もが安心して 

暮らせるために 

２ 保健・福祉 

１－２ 行財政 

４ 環境・安全 

２－２ 福祉 

４－２ 生活安全 

  

  

  

  

  

  

  
 

  
 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～
世
界
を
視
野
に
～ 

小
さ
く
て
も
輝
く
尾
瀬
の
郷
・
か
た
し
な
の
実
現
へ 

 

むらづくりのために 

 
５-2-３ 

 

雇用 
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村民と村が連携して活発にむらづくりを進めるとともに、自主財源の強化と行財政のス

リム化・効率化、人材・財政の選択と集中による戦略的・効果的な事業推進、国･県などの

補助事業を有効活用し、自主・自立のむらづくりを進めます。 

【関連する SDGs】 

     

 

 

͍˵͍ ρ“ ρχẸ  

͍˵͍˵͍ ╥ᵊ 

̙ᾝ ρᴿ  

自主・自立のむらづくりを進めるためには、村民がむらづくりに積極的に参画し、行政

と協働でむらづくりを進める必要があります。 

村では『広報かたしな』の発行を中心に、ホームページの充実、『村勢要覧』の改訂発行

（平成 20 年度）など、村民への積極的な情報提供とともに、さまざまな計画づくりへの村

民の参画、むらづくり活動の支援など、積極的に進めてきました。今後は、幅広い年代の

人が受け入れやすいよう紙面構成や文字フォントなどを工夫するなど、さらなる充実とわ

かりやすさが求められます。 

また、村民の意見が各種計画に反映される仕組みを構築し、子どもや若者・女性の参画

を一層図り、環境・景観保全活動、花いっぱい運動、雇用創造・若者定住などのむらづく

り活動、地域福祉活動、地域文化活動、イベント、移住者の受け入れなど、村民・地域づ

くり団体・NPO・企業と行政の協働による、「オール片品」のむらづくりが求められます。 

̙ṁ  

総合計画の実現に向けて、広報の充実と情報公開、意見発表・交換機会の充実、むらづ

くりグループ活動や地区活動などの支援、地区リーダーや企業従事者の研修機会の充実な

ど、村民の村政への参画と協働による「オール片品」のむらづくりを進めます。 

  

ʾ“ ʿꜛ︠ʾꜛ χϚϣξΨϤχθϛτ 

 

͍  

村民・行政：自主・自立のむらづくり  １－１ 村民と行政との協働 

      のために         １－２ 行財政 
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 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

τϢϥ ӽᶨ χᶨ ᴟ 

τ βϥ  
̋ 57.7 60.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) “ χ ằ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 “ χ ớ σ ằˢ╒◓ʾ ῢˣ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 “ χ ớ σ ằˢHPx  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ᴿ 

 “ ῝ᵫχ  ᴿ ˵ 

(͎) ᶆ ὓᵊξΨϤϒχ χ╥ᵊ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ῝ σӪᾋʾ ӛχ ֳ 

ˢϯрϾ˔Еχם☼ʺᶆ ṳᵓσςϒχ Ϟֿיּבχ

╥ᴥ ʺ◓ςϜθκϞ‰ χӪᾋʾיּ ӛṐᵓσςˣ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ӫ σ χӪᾋʾ ӛχ ֳ 

ˢ Ỹₔ ᵓʺм˔ϼЄдАФʺϱрЌРв˔ ₰σς  x

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͏) ᶆ ὓᵊξΨϤϒχ χ╥ᵊ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σО˔ЕЗ˔ЄАФˢẸ ˣτϢϥϚϣξΨϤ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ◓ςϜϞֿיּבʺ ʺ‰ χᶨיּ Ṑᵓχ  ϚϣξΨϤ ם

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮϷ˔и ˯χ Ӫ꜡χ ρ︡ χếᴟ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 



 

 

 41 

͍˵͍˵͎ ӽᶨ  

̙ᾝ ρᴿ  

職業・地域産業の多様化と就学・就業や交流の広域化、夜間や休日の就業の増加、ライ

フスタイルの多様化、子どもや若者の孤立傾向、若者の流出と高齢化などによる担い手の

減少により地域活動が低調になる一方、子育てや高齢者介護、地域環境の維持、自主防災

活動、地域産業おこし、祭りや伝統行事の保存・活用、若者や移住者の雇用・定住環境の

整備など、コミュニティ維持活動の充実が求められます。本村には８つの地区があり、従

来の祭りや地域行事、清掃活動、花のむらづくりなど、地域生活環境の維持と活性化が図

られています。今後は、各地域でできることは地域でおこなうとともに、各地区の優れた

取組に磨きをかけ、情報発信し、相互に連携する「オール片品」の個性的、魅力的なむら

づくりを進めていくことが求められています。 

̙ṁ  

各地区の伝統行事や祭りの活用、産業の活性化と若者の定住支援、地域の子育て・教育

の充実、花いっぱい運動や環境美化、健康づくりや高齢者の地域助け合い、地域防災活動

など特色のある地区づくりに磨きをかけ、相互に連携し、情報発信する「オール片品」の

取組を進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ӽχᶨ τ₈ῇ╥ᴥΰθΜρ―ΠοΜ

ϥ χᶤ› 
̋ ˵ 70.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ӽᶨ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶆ Ỹχ ʺ σ︡ χ ρ ṍ σᾋ ΰ ᴿ ˵ 

 ӽᶨ τ βϥ ằʾ ῖḊʾῖ Ṑᵓχ ρם

ὀếᴟ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 з˔Ѝ˔χᾆ ʾῖ Ṑᵓχ  ϚϣξΨϤ ם

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᶨ ρχ ὀ 

ˢ◓ςϜᵓʺ ᵓʺ ϼжУʺ ᶨᾆẕϽи˔Фʺּז

ᵓ ♅Ẹṳᵓʺ ӦԌʺ σςˣ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ễӾӦԌᵓ 

ᴿ 

ὲ ♅ᴿ 

ὺ ᴿ 

 ◓ςϜϞֿיּבʺ σςχ╥ᴥχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ԌτϢϥ ᶎσ ằρ◦כχם☼ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) ӽξΨϤᶨ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 “ⱧϞ↕Ϥʺ ᴟ∞σςχ ρᶨ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᶆ Ỹπχ ӽϼжУᶨ χ  ᴿ ὲ ♅ᴿ 

 ӽχ◓Ӿο◦כϞʺ όϞ ᾑʾ ᾓᶨ χ  
ễӾӦԌᵓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ὲῴξΨϤᶨ Ϟ ӽ ♅ᶨ χ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᴸΜμϊΜ֫ ʺ ᶨḕẽ ʺḕẽ ʾ ᴟʺꜛ︠

←ʾ ᶨ σςχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ὺ ᴿ 

ᴿ 

 ЀЬвИГϰ☼ χӲⱱḚ ʾ ρᶘ ☼ σςχᶨ

 
ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ◓ςϜϞֿיּבΥ╥ᴥΰϞβΜ ΰΜ ΚϥϱЦрЕχ

ᵫ℗ 
ễӾӦԌᵓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ӱ χיּ Ϊ Ϧ◦כρֿבΜ χ ὖᾚχᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͍˵͍˵͏ Ặ ╥ᵊ 

̙ᾝ ρᴿ  

平成 11 年（1999 年）の男女共同参画社会基本法と育児・介護休業法の施行、男女雇用

機会均等法と労働基準法の改正によって、男女がその能力を十分に発揮し、働きながら家

庭生活と両立できるような雇用環境の法整備が大きく前進しました。また、平成 28年（2016

年）に女性活躍推進法が施行され、女性の活躍がより一層求められています。観光と農業

を主産業とする本村では、結婚後も働き続ける女性は多いものの、女性が主として家事や

育児・介護などを担っていることが多く、家庭や職場、地域など、女性に対する不平等な

社会通念・習慣も残っています。村においては、各種委員会や行政組織において、女性の

参画・登用を進めるとともに、保育や高齢者介護体制の整備、女性団体・グループ活動の

支援をおこなってきました。今後は、女性が能力を十分に発揮できるよう、男女共同参画

に向けた意識の改革と、男女が活動を続けられる社会環境の整備が求められます。 

̙ṁ  

男女がそれぞれの生き方を主体的に選択し、互いに尊重し、仕事や地域活動などで個性

と能力を十分に発揮できるよう、男女平等意識の啓発と共同の活動の場づくり、女性の家

事や保育・高齢者介護の負担軽減、就業条件の向上、女性の意見が村政や地域活動に反映

される体制づくりなどを進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

27  

 

͓  
ᴿ 

˲ ˳ χ Ộּיχᶤ› ̋ 44.8 50.0 ὲ ♅ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ⁯ ₰ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ặ ╥ᵊτΰΪθӪ꜡ᵠᶗ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χᾧ σ ᶤ Ӫ꜡χ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ễӾχ  ễӾӦԌᵓ ˵ 

 Ἄּיσςχ ˢЖЮІГϰАϼʾНϱϷйрІˣ̋

όΥϣδs ЈϼЄаиʾМжІЮрЕˣ̋ ІЕ˔ϸ˔s ν

ΦϘρΜˣ“Ӯχ ♁τΰΪθἴ χ  ם

ὲ ♅ᴿ ᴿ 

(͎) Ặ ╥ᵊχ Ὧ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ỡ σᾼ Ṑᵓρ χ ὯϞ πχ ӡΰ

χ  ᴿ 

ὲ ♅ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ӾⱪẈỘ ϞᵒῐẈỘ σςχ ρᶨ  

ᴿ 

ὲ ♅ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 χ Ộ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ᴿ 

ὲ ♅ᴿ 

 ᴪτΣΪϥᴪ ὊְẸ χ Ὣχ  ὺ ᴿ ˵ 

 ᶨ Κϥ ╦ χםᾝτΰΪθ Ặ ╥ᵊχᶎ  ὲ ♅ᴿ ὺ ᴿ 

 χּזᵓ╥ᴥτΰΪθӾⱪϞ‰ כ◦ᵒῐϒχיּ

χ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵶᶘ „℅ϞϱЦрЕʺ ӽ“Ⱨσςπχ ⱪІЧ˔

Іρ ⱪЂ˔РІχᶎ  
ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

 χ σ Φ Ϭ βϥּזᵓ ʾḈ“χᾋ ΰ

χ  
ὲ ♅ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ЖЮІГϰАϼʾНϱϷйрІϞЈϼЄаиʾМжІЮр

ЕʺІЕ˔ϸ˔“Ӯχ ♁τΰΪθḩἰṐḩρχ ὀế

ᴟρ ʾ ῐ χ  

ὲ ♅ᴿ ᴿ 
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ᵓᶨזּ (͏) ϒχ╥ᴥχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σ ├ʾ Ὠ χ ˢ ṳᵓσς ϒxχ χ ớ

σ╥ᵊχ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 χᶘ Ṑᵓχᶈ ρ χ  ם
ễӾӦԌᵓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 χᶨ ϞṞỘσςτΰΪθʺ Ϟ„ ʾ„℅ʺʝ

χ ằσςχ  ם

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ễӾӦԌᵓ 

 χῖ ρ ὀχ  ễӾӦԌᵓ ὺ ᴿ 
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͍˵͍˵͐ ⁯∑ῖ ʾ ӽḧῖ  

̙ᾝ ρᴿ  

国際的な人・もの・情報の交流が進み、海外旅行や外国人観光客の急激な増加などが進

んでいます。円安の影響や世界的な和食ブーム、アニメブームなどもあり、平成 25 年（2013

年）には訪日外国人は年間 1000 万人を突破し、平成 27 年（2015 年）には海外旅行客を

上回り、年間 2000 万人近くに急増しています。さらに、環太平洋パートナーシップ（TPP）

協定により、安い輸入農産物が増えるとともに、安全で質の高い農産物の輸出が見込まれ

ます。 

本村では、ALT （外国語指導助手）による語学教育や国際理解教育の充実を図るととも

に、尾瀬が平成 17 年（2005 年）にラムサール条約の湿地に登録、平成 19 年（2007 年）

には尾瀬国立公園として指定され、さらに平成 11 年（1999 年）の日光、平成 26 年（2014

年）の富岡製糸場などの世界遺産登録もあり、国際的な視点で環境や観光の取組を進めて

きました。 

また、尾瀬の自然体験や文化・スポーツイベント、子どもの体験教育、特産品販売、協

定自治体提携と交流などを通して、都市住民や芸術家などとの交流も進んでいます。 

その一方で、令和２年（2020 年）には新型コロナウイルス感染症が世界に蔓延し、人々

に公衆衛生上の脅威を与えるだけではなく、人の移動と接触を制限することによる経済的

な打撃を与えています。 

今後、外国人の入国制限緩和後は、感染状況を見極めた上で、外国からの観光客の増加

に対し、多文化共生のむらづくりと外国人観光客の受け入れ体制の整備が求められていま

す。また、世界で活躍できる人材の育成、環境や産業などの面での国際貢献などが求めら

れており、むらづくりを通した多様な地域間交流が課題です。 

̙ṁ  

新規感染症の感染状況を見極めた上で、国際交流･地域間交流の促進と国際的な視野を持

つ人材の育成、外国人観光客の受け入れ体制の整備など、多文化共生と国際観光、地域間

交流の活発なむらづくりを進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

ᾕ  

 

͓  
ᴿ 

ῖ Ấ יּ   19 20 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ χׄ Τθΰσ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ᴟẶ χϚϣξΨϤˤ › 1-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᵰ⁯ Ϟ ỘּיΥ ϣΰϞβΜϚϣξΨϤχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᵰ⁯ ρχῖ Ṑᵓχ  ϚϣξΨϤ ם

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᶘ ễӾϞּזᵓễӾʺ ỘễӾπχᵰ⁯῎Ϟᵰ⁯ ᴟχ

ᶘ Ṑᵓχ  ם
ễӾӦԌᵓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ↕ϤϞ “Ⱨσς χ ᴟϬᵰ⁯ τ ΠϣϦϥᶘ

Ṑᵓχ ρם  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯∑ῖ χ κ Ϋχᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) ⁯∑ḢΊχ ˤ › 1-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ḢΊⱢᾛχ ἕρPRσςϬ ΰθ⁯∑ḢΊχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯∑ḢΊ χ ρPRʾם ְỘᶨ χ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᵰ⁯῎ ꜡ϞОрТйАЕʺϱрЌ˔КАЕσς

ằχ ῝ρם LANsWi-Fiσςˣχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᵰ⁯χ ◕ρ Ῠ ◕ ὀχᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͏) ӽḧῖ χ ˤ › 2-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ІϺ˔ḩἰּיχ ᾏϬ ΰθ ӽḧῖ χ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ᴿ 

 ᾉχ ᶘ χˮ ᶘ ˯σςʺ ꜛ ᾓῖ χ

 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ễӾӦԌᵓ 

 ◕Ϟ ◕ʺ Ί◕ʺ ◕ʺ σςρχῖ ʾ

ὀχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ễӾӦԌᵓ 

 ῖ χΚϥ ◓◕ʾ ◕ʾ Ỹσςρχḩἰχếᴟ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 σςʺ θσ︡ τ βϥ χ   
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 



 

 

 48 

͍ ˵ ͎ “∞  

͍˵͎˵͍ “ ְ֫ 

̙ᾝ ρᴿ  

地方圏の第１次・２次産業の衰退、大都市圏の労働力・人口吸引力の強化というダブル

パンチに加え、行財政改革の影響などを受けて、地方圏においては若者の流出が著しく、

活気のある地域づくりに向けた戦略的な行政運営が求められています。 

 自主・自立のむらづくりを選択した本村は、平成 17 年度（2005 年度）には 112 人だっ

た職員を、平成 22 年度（2010 年度）には 89 人まで削減し、事務･事業の経費を削減する

など組織のスリム化と効率化を図るとともに、むらづくり観光課の強化を図り、若者の雇

用創造と定住化に向けて戦略的なむらづくりを進めてきました。 

 今後は、生産年齢人口の減少に伴い、全国的に労働力人口が減少する時代へと向かって

いく中、行政の分野においても「新・群馬県総合計画（ビジョン）」の方向性に沿って、DX

（デジタルトランスフォーメーション）を推進することで、村民一人ひとりが必要なサー

ビスを時間と場所を問わず、最適な形で受けられる社会の実現を目指します。また、引き

続き、職員一人ひとりの政策形成能力や村民との連携力、効果的・効率的な業務能力の向

上を図りながら、若者の職場づくりと定住化に向けて、「第２期片品村むら・ひと・しごと

創生総合戦略」にもとづき、機動力とスピードのある戦略的・重点的な取組を進め、結果

を出すことが求められます。 

̙ṁ  

自主・自立の魅力と活力のあるむらづくりに向け、「第２期片品村むら・ひと・しごと創

生総合戦略」にもとづき、村民とともに観光や農業、商工業の革新など、若者の雇用創造

と定住に向けた戦略的な取組を進めるとともに、「集中改革プラン」にもとづき、施策・事

業の選択と集中、自立に向けた職員の意識改革と能力開発、デジタル技術を活用した事務・

事業の効率化、施設の統廃合、民間委託の推進など、構造改革の推進を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

Ԍχ ᴂʾ“ Υˮ Μ˯ρḇα

οΜϥ χᶤ› 
̋ ˵ 60.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍)  ꜛ τΰΪθὓᵊ“ χ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮ ͎ṍ Ϛϣʾϋρʾΰέρ › ˯τϜρ

ξΨʺ⅞ τνσΥϥ▀Ộ ọρֿיּבχᾼ ρ

χ σ ρ Ộ ᴣ◙ KPIsKey 

Performance IndicatorˣχPDCAЂϱϼиτϢϥ χ

 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ᴿ 

 ◓ςϜϞֿיּבχꜛ ʾ τ Ϭ Μθ☼├ʾⱧỘχ

σ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ᴿ 

 ῖ σςχ⅞ ⌡ᾚτ ᴂβϥʺ ϬἿΫ

θ 7ⱳ“ ᵠᶗ –ˢ ᵠᶗФжрˣχם“ 
ᴿ ˵ 

 ḩἰᶆᴿχḼᵊ Υיּ ὀΰʺ ›ὓᵊτϜρξΦ⌠

βϥᾤ χὓᵊ⌠ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χ ˢ Ḛ ˣρ“ ᴣ χ ʺ

ᵰ ᴣ χ τϢϥם☼ὓᵊχ χᾋ ΰρⱧ

ʾⱧỘχᵠ ʾᵠᶗʾ ᶗχ  

ᴿ ˵ 

 Ԍχ ├ ӛ ʺ ρρϜτ ϛϥϚϣξΨϤ

ʺ Ṫ ʺ ᵔὨ χΰ τΰΪθ ∙

Ӿ χ ˢם Ⱨ ᴣ χם“ˣ 

ᴿ ˵ 

(͎) “ χ ᴟˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӽὊְ χΰ ρ ΜӪ◗Ὠ τΰΪθʺЕАФ

ЫКЅЮрЕχếᴟˢὊְᵓṳχ ʺ ʾ ᴪτϢ

ϥ ├ ӛ χ ʺR ᵓṳχ ם Е̋АФ χФ

кЅϴϼЕЎ˔ЭτϢϥ σⱧỘχ ʺ ├ᾆẕ

χ  σςˣם

ᴿ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 “ ԌϬ◐ϛʺ ῝ σςτϢϥ ӦԌᵓτϢϥ

ừẍ ʾ › ϬẐϛϣϦϥⱧỘχ  
ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ◙ Ḛ יּ τϢϥᵰ Ӧ Ϟ ӽπχᶆ ☼ χḚ

ʾְ֫σςʺ ρ“ ʾⱧỘּיχ ᶤ τϢϥ“

χḛ › ᴟ 

ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ễӾӦԌᵓ 

 И˔Їχ ᴟʾ‰ ᴟϒχ ᴂτΰΪθ Ԍ Ԍ

χ ᴟρ ˢ ˷ ᵔὨ ˷ ὀ ˣ

ếᴟρ Ԍχ ʺỘ χ ṍχ ῀ᴂכếᴟ 

ᴿ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ⱧỘּיϞ ρρϜτ ϛϥϚϣξΨϤ ⁯̋∑ᴟʺ ᴟ

σςτ ᴂΰθ Ϟ ├ Ϭⱱν Ԍχ  
ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
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(͏)  ̔͂ ᴮ ʾ῟ σ“ ְ֫ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ḧΥΣάσΞϓΦⱧỘʺ ⱧỘϞ῟ᴮχ ΜⱧỘχ

ᾋ ΰˢ ρ ˣ 
ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ⱧỘ῟ᴮs ᾼ ρ Ђ˔РІχΰ ρxⱧỘ῟ Ϭ

―Πθᵠ ʾᵠᶗχ  
ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 Ђ˔РІΰ ρ“ Ⱨ χ῟ ᴟʺ ├ ӛϒχ

χ ῟ᶨ Ϭ ϥθϛχ“ Ặ ᴟχ  
ᴿ ˵ 

 ᾤ χ ῐρ“ ῝ᵫʺ“ Ⱨ χ῟ ᴟτΰ

Ϊθ Ḛ ЄІГЭχ  
ᴿ ˵ 

 ϱрЌ˔КАЕσςτϢϥ Ϟ ↕ χ Ộ

Ђ˔РІχᾁ  
ᴿ ᴿ 

 Ⱨ ʾⱧỘχήϣσϥὊ ⌡ᾚ ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ῝Ặ☼ χ ›Ϟ ›ᴟ ԁ̋ ʾ῟ σḚ ʾְ֫ʺ

☼  
ᴿ ễӾӦԌᵓ 

(͐) Ẹ χϚϣξΨϤˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϚϣξΨϤτḩβϥ ằχ ρӪᾋῖḊʾῖם Ṑ

ᵓχ  ם

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ӫ σ Ϟ ḧχ ᴪσςʺ ∙χКАЕм˔ϼ

ᴟτϢϥ ₰ʾὓᵊχ ρ῟ᴮם ʾ῟ σⱧỘχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

χᾼיּבֿ  ρ τΰΪθӪ σ ʾḼỘᶨ

ϒχз˔ДϰрϽⱧỘs ЯДиⱧỘ ϒxχ◦כχ

 ם

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᾉρ ὀΰθˮ ᾼיּבֿ ᶋḼỘ ϒ˯χ σ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ⱳ τ ᴂΰοΜσΜ ӟ χṛ Ϟṁ ʺ χ

ρσϥ︣ ΦϞЄІГЭσςχᵠ χ  
ᴿ ˵ 
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͍˵͎˵͎ ∞ ְ֫ 

̙ᾝ ρᴿ  

本村の財政運営に与える影響が大きい地方交付税は、平成 11 年度（1999 年度）24.3 億

円をピークに年々減少し、令和元年度（2019 年度）には 19.4 億円とピーク時の約 20％減

となっております。 

これまで経験のない観光・農業の不振と人口減少・少子高齢化を迎え、自主財源の減少

と社会保障費など歳出の増加により、財政はますます厳しさを増すことが予想されます。

こうした中にあって、多様化する住民のニーズを的確に把握し、自己責任にもとづく積極

的な施策を推進するために事務事業の簡素化、適正化を強力に実施し、長期的展望に立っ

た効率的な財政運営を推進する必要があります。 

̙ṁ  

国際観光の推進、若者雇用創造と定住化、少子高齢化対策などを一層充実するため、第

７次行政改革大綱（集中改革プラン）にもとづき、戦略的・計画的な財政運営と自主財源

の確保、経常経費の徹底的な節減などに努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

῟ᴮ ʾ῟ σ“∞ ְ֫ 

τ βϥ  
̋ 47.4 50.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ʾὓᵊ σ∞ ְ֫ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

ᵓזּ  χ ᴟτ ᴂΰθ ṍ∞ ὓᵊχ├ ρ῟

σ∞ ְ֫ 
ᴿ ˵ 

 ∞ᾛᶎ τνσΥϥⱧỘϒχ σ Ɫʺ ṛМ˔Ж

ⱧỘχ ρ῟ σ σςʺ σ∞ ְ֫χ

 

ᴿ ˵ 

(͎) ∞ᾛχᶎ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σςχꜛ︠∞ᾛχӗ ᶎ  ᴿ ˵ 

 ῖ χ Ϟ⁯ᾫם χᵠ σςχ ʺ

№χὓᵊ ᶨ ʺ יּ׃ χ ᴟσςτϢϥ∞ᾛχ

ᶎ  

ᴿ ˵ 

 ∞ כ◦ ˢῖ ▄ χx‰Μ σᵃ ├ⱧỘ№

χὓᵊ ᶨ ρʺ χ‰Μ⁯ʾᾉχ ⱧỘχ ớ

σᶨ  

ᴿ ˵ 

 ṍ χ ʺ ◓ σςχ χᾁ  
ᴿ 

 ע

ᴿ 

 ∞▀χ Ḛ ρ  ᴿ ˵ 

 ᾂτ ᴂΰθᾂᾢρ∞ᾛχ σӦ Ϭ⁯ϒ  ᴿ ˵ 

(͏) ∞ ᵠᶗχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χḛ › ᴟʺ σ ԌḚ τϢϥὊ Ὂ χ

 
ᴿ ˵ 

 ḧӦ χ ʺ ╥ᴥἷЂ˔РІχ ʺ ◕

ρχẶ ʾ ὀⱧỘχ ʺ ᴟσςτϢϥὊ χ ᾚ 
ᴿ ˵ 

 ◙ Ḛ יּ Ϭᶨ ΰθ῝ ☼ χ ῟ᶨ ʾὲ σ

ְ֫Ϭ  
ᴿ ˵ 

 ὺ σςχὊ ⌡ᾚ ☼̋ χ Ϟ › Ḛ̋ ְ֫

χ ›ρ ḧӦ ʾ ӽ τϢϥḚ ְ֫ 
ᴿ ˵ 

 ῝ẶῬⱧχЀІЕ⌡ᾚρṞ№χ ʺ χ  ᴿ ˵ 

 Ỳῖ ṁ χ├ τϢϥ Ỳχᾋ ΰρ⁯ʾᾉʾῲ

ӽ“ σςτ βϥ Ỳχ ᾚ 
ᴿ ˵ 

 ► ʺ︣ ʺ̔̀ Ặ Ỳσςχ ᵰ χ יּ׃ χ

ᾖ τϜρξΨ῝ π σ  
ᴿ ˵ 
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͍˵͎˵͏ ῲӽ“  

̙ᾝ ρᴿ  

住民の生活圏の拡大と過疎化の進行、市町村財政の悪化などにより、広域的な連携によ

るサービスの向上や事務・事業の効率化が求められています。 

昭和 44 年（1969 年）から圏域９市町村にて利根沼田広域市町村圏を設定し、医療、介

護保険、高齢者福祉施設、広域消防などについて対応し、昭和 52 年（1977 年）からは片

品村と利根村で一部事務組合を構成し、ごみ処理、し尿処理など一般廃棄物について対応

してきました。市町村合併により、平成 17 年（2005 年）10 月から利根沼田広域市町村圏

については沼田市、片品村、川場村、みなかみ町、昭和村の５市町村で、一部事務組合に

ついては沼田市、片品村の２市村で運営することになりました。 

また、令和２年（2020 年）12 月には、沼田市、片品村、川場村、みなかみ町、昭和村の

５市町村による利根沼田地域定住自立圏の形成協定を締結しました。 

施設の共同利用や事務・事業の集中化、情報ネットワーク化による効率化、住民の生活

圏の広がりに対応した広域行政サービスの充実、観光などの相乗効果の追求、災害時の応

援態勢など、広域圏での取組の充実が求められています。 

̙ṁ  

村民の行政サービスに対する要望の多様化・高度化と行財政のスリム化に応えるために、

利根沼田地域定住自立圏の形成協定により、幅広い分野での広域連携を進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

Ẹ ꜛⱵ ʾḼỘσςρχ ὀⱧỘ  ⱧỘ 17 28 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ₢ ӽ ꜛ ί ὀⱧỘ  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ặ ⱧỘχ ˤם ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ӻ ʺᵒῐ ᾑʺῲӽ ʺέϙ ʺΰ σςʺⱧ

›χⱧỘχԁ ᴟρ῟ ᴟχ  
ᴿ ὲ ♅ᴿ 

 ЊТЕχẶ ᵫ ʾ Ϟ Ṫ σςיּ

χ ∙Ӿ ױ̋ χзЂϱϼи☼ χ σςʺ θ

σẶ ⱧỘχᾁ  

ᴿ ὺ ᴿ 

 УжрЖ χẶ σςẶ ⱧỘχᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) ὀⱧỘχ ˤם ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ḢΊϞϱЦрЕ Ṟ̋ỘᴟʺḼỘ σςʺ ӽ ọⱧỘχ

ὀʾКАЕм˔ϼᴟτϢϥ ῟ᴮχ Ẑ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ḭσςχ ᴟ☼ ϞІЪ˔Б☼ χКАЕм˔ϼᴟ

ρ ῀ χᾁ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ῲӽῖ КАЕм˔ϼχӲⱱʾᶎ ʺếᴟτΰΪθ ὀ ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ӽπχᴱ ḕẽχᵕ τΰΪθ ὀϞЄрЩик˔Ж

τלμθὂḢἹ χ ὀ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ᴟ ϞЩжрГϰϯ σςχ ᶨ χῖ ʾК

АЕм˔ϼᴟτϢϥᶨ ᴟχ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘ ʾ ᴟ χ ӽḧῖ ʺ ∙Ӿ χẶ χ︡ χ

 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ʾ ←ʾ יּ χКАЕм˔ϼρ←ᵲⱲχ ῀ᴂ

כ χếᴟ 
ᴿ ˵ 

 ◕ ḧχ Ⱨῖ χ ρФкЅϴϼЕЎ˔ЭτϢϥ

КАЕм˔ϼⱧỘσςχ  
ᴿ ˵ 

 Ẹ ꜛⱵ ρχ ὀƋẸ Ϭếᴟ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

  



 

 

 55 

 

 

子どもから高齢者まで、誰もが健康に、共に支え合って安心して暮らせるむらづくりを

進めます。 

【関連する SDGs】 

      

 

 

͎ ˵ ͍  ὲ 

͎˵͍˵͍ ὲῴξΨϤ 

̙ᾝ ρᴿ  

脳卒中・心疾患・がんなどの生活習慣病や精神疾患、認知症の増加、高齢化に伴う医療

費の増大（長い入院・高い薬剤や医療材料価格・多い検査や受診回数）が進み、このまま

では健康保険制度が揺らぐ事態にまでなってきています。本村では、保健福祉課が中心と

なって健康づくりや健康相談・健康教育・家庭訪問・各種健診などをおこなっており、令

和元年（2019 年）の特定検診（国保のみ）の受診率は 47.0%（受診者 616 人）で、結核健

康診断は 30.5％、各種がん検診の受診率は 10.7%～30.5％です。 

今後は、新規感染症（新興感染症）の感染拡大防止に配慮しながら、村をあげて運動と

食事を中心とした健康づくり運動を進め、生活習慣病予防、心の健康づくり、フレイル予

防や認知症など介護予防などに、さらに力を入れていく必要があります。 

̙ṁ  

村民一人ひとりが生涯を通じて健康な生活を送れるよう、生活習慣病の予防や介護予防

に向けて、新規感染症の感染拡大防止に配慮した健康づくり運動の推進、各種健診による

病気の早期発見・早期治療など、村民とともに健康づくりの取組を進めます。 

  

ὲʾ ♅ʿ ϜΥӗ ΰο ϣδϥθϛτ 

 

͎  

保健・福祉：誰もが安心して暮らせるために   ２－１  保健 

                       ２－２   福祉 

                       ２－３   社会保障 
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 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

ᾕ  

 

͓  
ᴿ 

ⱪὲ  

ʾ͐ΤὮⱪʺ͓ΤὮⱪʺ12ΤὮⱪ 
̋ 80.3 100.0 ὲ ♅ᴿ 

ⱪ ὲ  

ʾ͍⅞͒ΤὮⱪ 

ʾ͏⅞ⱪ 

̋ 
94.7 

100 
100.0 ὲ ♅ᴿ 

ὲῴ ₰  ̋ 47.0 60.0 ὲ ♅ᴿ 

ῇṍ‰ ὲῴיּ ₰  ̋ 38.8 50.0 ὲ ♅ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿὲῴ ₰Ὣᴮ 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) ὲῴξΨϤχ ˤ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮ ὲʾ ♅ ›ὓᵊ σ˯ςχ├ ρ ϬΚΫοχ

ὲῴξΨϤ֫ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ʾ ▀Τϣ ⱪʾⱪ ʾ χὲῴʺ ṍʾ

ṍʾ ṍχ ẉόὲῴйЦи τ ᴂΰθὲῴξΨ

Ϥ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ḩἰ“ ḩʾἰṐḩʾ ρχ ὀτϢϥ ὲ̋ῴễӾʾ

ὲῴ ʾ ◙ ʾὲῴ ₰ʾὲῴ σςχ Ὁ σ

Ṑᵓρ χ ằ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ⱶ ẉό ⱪὲῴ ₰ʾὲῴ ʾ◓ӾοЂ˔ϼи

σςϬ ΰοὋ ʺ › σ◓Ӿο◦כ 
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᶨ Ḉ τΰΪθʺ ⱪṍΤϣχ ᶨзЇЭϞ Ⱨ

Ϟ֫ ʾẈ ʾⱦχὲῴʺỨנϞỨ σςχ ằρὲ

ῴᶘ χ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ϳ϶˔ϺрϽϞὖІЪ˔Б ϵ̋ϯкРϼІϞеϹσςʺ

ΣάσΞ ▒ ֫ ̞ ḈϬ ẉἴ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲʾӺ ʾ ♅ʾᵒῐχ ὀτϢϥʺ ϞТйϱи

σςχᵒῐ ├Ϟᵒῐτὀϩϥᴪ σςχὲῴḚ

χ◦כ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ⱪΤϣχⱦ ΦʺТА ʺТА ῢʺ ︡

χᾚ Ϟ ‰ τΰΪοχⱦ Ḇχכ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲῴῲ χ ὲ ם ♅ᴿ ˵ 
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(͎) χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ ὲʾ ♅ʾễӾʺ ὲ Ԍʺ ᶨᵠ Ԍʺ

ⱧỘ σςχ ὀ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲ◖ʺֵ ●ʺ ⱪὲ χ ⱪᴬӺσςχ ∙ᶎ ρ

Ɫלχΰ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲῴᶨ Ͻи˔ФϞὲῴξΨϤз˔Ѝ˔σςχӾ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲῴξΨϤχẤ πΚϥὲῴḚ ЈрЌ˔χ ῟σᶨ

ρ χθϛχם ʾ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

Ϟ֫ה῝  ῲ ᶘ̋ χ ӾḬϞ֫ σςʺ ựσ֫

χ χᶎ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ὲʾ ם♅ ᵓṳχיּ ὲ ם ♅ᴿ ˵ 

 ῐⱪ ├ ӽẸṳᵓχ ὲ ם ♅ᴿ ˵ 

כ (͏) χ ρ ṍ ᾋʾ ṍⱵ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶘⱪ ὲ χ ʺם ›ὲ χ ρם χΰ ʺ

ῇχⱧῇ◙ ʾ χ ẉόם σςτϢϥ

כ χ ρ ṍ ᾋʾ ṍⱵ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲῴ ₰σςχᾤ χὲῴД˔ЌϬ τḚ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 χὲῴξΨϤʺכ τ βϥἴ ρӺ Ṑḩρχ ὀ

τϢϥ☼├χ ᵫ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲʾӺ ʾ ♅σςḩἰṐḩρχ ὀρ ᵲּיϒχ

fi ό ṞΦᵓⱧỘϞ χὲῴ ʺ ◙ σςχ

ὲЂ˔РІχ Ộ⌠ʺם χᾁ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ḇּיχ ᶨχלχΰ ʺꜛ ρּזᵓ╥ᴥχ τΰ

Ϊθ ᾉ̋Ϟ ♅ρχ ὀτϢϥ ∕̋ ᵒῐЂ˔РІχ ằ

ρ ὲЂ˔РІχ  ם

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 

 

 

 

 

 

̞ ▒ ֫ ʿ ᴻπ Ⱳḧ֫ βϥάρτϢϤ♦ Ϭ ήδϥʺϳ϶˔ϺрϽϞЂϱ

ϼзрϽʺІϱЬрϽσςχ֫ ʻ
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͎˵͍˵͎ ӽӺ  

̙ᾝ ρᴿ  

令和 2 年（2020 年）の本村の医師数は２人（片品診療所・片品歯科診療所は複数人数で

ローテーションのため含まず）で、病院・診療所数は、片品診療所・星野医院・かまた歯

科医院の３箇所です。休日医療は、沼田利根医師会休日急患診療所がおこなっていますが、

診療科目が少なく、救急対応・入院・夜間診療ができない、などの問題があります。 

※新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、沼田利根医師会休日急患診療所が無期限で

休診中 

全国では、ほぼすべての年齢階層で医師数が増加している一方、群馬県では 25～34 歳

という若い年齢階層の医師数が、10 年前と比較して 10％減少しています。若手医師の減

少が続くと、将来の医療提供体制の維持、継承が困難になる恐れがあります。 

今後は、診療科目の増設とともに、若手医師の確保、ドクターヘリの活用や救急医療へ

の対応が急がれています。 

̙ṁ  

適切な医療や救急医療サービスが夜間・休日などいつでも受けられるよう、片品診療所

と星野医院、かまた歯科医院を中心に、一次医療（外来の初期治療）や予防医療、在宅医

療などの充実を促進するとともに、若手医師の確保、救急医療体制や高次専門医療の広域

的な整備を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ӽ ὲʾӺ τ βϥ  ̋ 64.9 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ӽӺ χ  ם

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χӺ ☼ χ ם Ӻ̋ Ṑḩρ ὲʾ ♅ρχ ὀτϢ

ϥʺ ӽӺ χ ם  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ‰ σςיּ Ԛ︣ χᾢϣϦοΜϥ χθϛχ Ӻ

Ṑḩϒχ ԚНІϞЌϼЄ˔ ὴχᾁ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ⁯ ְ֫ẸṳᵓσςϬ ΰθ“ ρӺ Ṑḩʺ χῖ

 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ῲӽπχӺ◖ χᵔ ρ‰ Ӻ ρχ ὀếᴟ ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͎) ẎẍӺ χᶎ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ₢Ӻ◖ᵓχẸ χϜρτῲӽίπΣάσμοΜϥ

Ẉ ẍḆ χ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ←ХзʾЖϼЌ˔Хзχᶨ  ὲ ♅ᴿ ᴿ 

 ḧӺ ʺ ⱳẎẍӺ ̞͍ʺ╣ⱳẎẍӺ ̞͎Ϭ Ξῲӽ

Ӻ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 AEDsꜛ ᵰ꜠ ⇔ Ṁ χx ῲΜ ρ ẉᶨ χ

 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 

 

 

 

 

 

  

̞͍ ⱳẎẍӺ ʿ ԚⱵ Υ σ ẎẍḆּיχӺ πʺΣΣϚφ 24Ⱳḧ πẎẍӺ

Ϭ ằβϥ ԚἬ ԚσςχӺ Ṑḩπם☼ʻ 

̞͎╣ⱳẎẍӺ ʿ ⱳӺ π ᴂπΦσΜ σẎẍḆּיτ ΰΣάσΞ‰ σӺ πʺ

Ẏ ẎẍЈрЌ˔σςπם☼ʻ 
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͎ ˵ ͎  ♅ 

͎˵͎˵͍ ӽ ♅ 

̙ᾝ ρᴿ  

少子・高齢社会の到来を迎え、「あらゆる人々が共に暮らし、共に生きる」というノーマ

ライゼーション社会を目指し、本村では平成 19 年（2007 年）に「片品村地域福祉計画・

地域福祉活動計画『笑顔でつなぐ花の谷ふれあいプラン』」を策定し、さらに平成 25 年

（2013 年）に第２次同計画、平成 30 年（2018 年）に第 3 次同計画を策定し、村と社会福

祉協議会が協力し、８地区の福祉委員によるひとり暮らし老人の見守り、福祉ボランティ

アグループはなさくの会の給食サービス、社会福祉協議会の安心安全マップづくり、地区

別福祉関係者会議などに取り組んできました。 

今後は、８地区の近隣同志の助け合いやボランティア活動の活性化を図り、子どもや高

齢者、障害者が地域で自立し、互いに支え合いながら安心して生活できる福祉コミュニテ

ィづくりが課題です。 

̙ṁ  

「片品村地域福祉計画・地域福祉活動計画」にもとづき、保健福祉課と社会福祉協議会

が連携して、村民の福祉意識の高揚を図り、ボランティアグループの組織化を進め、８地

区で共に支え合い、子どもや子育て世代、高齢者や障害者が安心して暮らせるむらづくり

に努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

῀Μτ Ϊ›Μ ◦̋Π›Ξ ӽχνσΥϤ

ΥπΦοΜϥρ◘Ξᶤ› 
̋ ˵ 70.0 ὲ ♅ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

  



 

 

 61 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) ӽ ♅ᶨ χ ˤם ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮ ӽ ♅ὓᵊʾ ӽ ♅ᶨ ὓᵊ σ˯ςχᾋ ΰ

Ϭ ϤσΥϣʺ › ʾ Ὁ σ ӽ ♅ⱧỘρ ӽ ♅

ᶨ Ϭ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᶘ ễӾϞּזᵓễӾʺ ӽτΣΪϥ ӽ ♅ᶨ Ϟ ♅

ЩжрГϰϯᶨ σςχ ᾓᶘ ʺ ♅ϱЦрЕ ḇ̋ Ϭ

Πϥ ♅ῲ σςϬ ΰθ ♅Ӫ꜡χ‰  

ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ӦԌϞּזᵓ ♅ẸṳᵓʺỸχ ὀếᴟτϢϥ ӽ

♅ ˢ ỸּזẸʺỸχ ♅ӦԌᵓʺЩжрГϰϯσ

ςˣχ ẉόᶆ ᵓ πχὲῴξΨϤϞЂкрᶨ χ

 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͎) ♅χϚϣξΨϤχ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 НзϯТз˔ ˢ‰ ʺיּ ᵲּי χӱ χדᶪᴟχ

τḩβϥ ˣ̋ Ἢ ᾉχ τϞήΰΜ ♅χϘκξ

ΨϤ σςτϜρξΨ ‰̋ Ϟיּ ᵲּיσςʺ ϜΥ

ΰϞβΜ῝Ặ☼ ϒχᵠ ρ ḧ☼ ϒχ ẉἴ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ‰ Ϟיּ ᵲּיχӱ ︣ χᶎ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ‰ ʾיּ ᵲּיϬ τΰθОЊЀрễעχם☼Ϟ ᴟ

ᶨ ʾ Ӿῖ ᶨ ⱧỘσςχ  
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ϋρϤ ϣΰ‰ Ϟיּ ᵲּיχẍ Ϟ←ᵲσςχừẍⱲ

χ ʾ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 
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͎˵͎˵͎ ⱳ Ӿ  

̙ᾝ ρᴿ  

厚生労働省が令和２年（2020 年）に公表した令和元年（2019 年）の出生数は前年（2018

年）比 5 万 3,161 人減の 86 万 5,239 人で、４年連続で減少し、明治 32 年（1899 年）の調

査開始以来過去最少を更新しました。合計特殊出生率は、前年（2018 年）の 1.42 から 0.06

ポイント低下し、1.36 となりました。最も合計特殊出生率が高い年齢階級は 30～34 歳で

した。 

本村では 1.41（人口動態保健所・市町村別統計、平成 25～29 年）となっています。若

者の雇用の不安定化と未婚化・晩婚化・晩産化の進行などから、さらに少子化が進み、年

金・国民健康保険・介護保険制度の維持や、産業・地域社会の活力に大きな影響を与える

と心配されます。 

本村では片品保育所・片品北保育所・片品南保育所で令和２年（2020 年）には 80 人の

園児が保育を受けていますが、保育所のあり方の検討が課題です。また、平成 22 年（2010

年）４月から小学校の協力を得て、放課後及び夏休み期間中「かたしな子ども学校」を開

始するとともに、平成 29 年（2017 年）より尾瀬じどうかんにおいて「尾瀬放課後児童ク

ラブ」を開始し、放課後対策を実施しています。また、母子・父子などのひとり親家庭は

増加傾向にあり、生活相談や母子資金の貸し付け、若年母子などを励ます集いなどをおこ

なっています。さらに平成 19 年度（2007 年度）から要保護児童対策地域協議会を設置し、

子どもを虐待から守る取組をおこなっています。 

今後は、「片品村子ども・子育て支援事業計画―次世代育成支援対策推進計画」（令和２

年度～令和６年度）にもとづき、若者定住の支援とともに、村民・事業者との協働のもと

に次世代育成の重点的な取組を進めることが課題です。 

̙ṁ  

次世代の育成に向けて、若者の就業場所の創造・確保と定住の支援、交流・交際・結婚

機会の充実、働きながら子育てできる職場環境の整備などの充実を図るとともに、保育所

のあり方の検討と保育内容の充実、児童館の活用などを通じた子育て世代への支援の充実

を図ります。 

また、母子･父子家庭の自立に向けて、相談･指導の充実などの支援をおこないます。 
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 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

◓Ӿο◦כχ τם βϥ  ̋ 61.2 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

˲︠σ☼├˳ 

ꜛχיּבֿ (͍) ʾ χ◦כˤ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᾼ ᶋḼỘχӾ Ϟ ỘḢΊ Ộ χ σ

ςʺֿיּבχ θσᾼ χ χ ρ ᵒ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

ΰΪχיּבֿ  χ ρἋΦᴪχ ᵒ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

χיּבֿ  σῖ ʾῖ∑ʾὫₒṐᵓχ ξΨϤχ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ◓ςϜχ Ộ ᾓṐᵓχ ρם Ϟיּבֿ̋ χ ỘӪ꜡ʾ

Ộ χΰ Ϟ™ ỘʺṞỘχ◦כ 
ễӾӦԌᵓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

(͎) Ӿχ ˤם › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

ט  Ӿ Ẉ̋ Ӿʺ ᵲⱪ Ӿʺϯйиϻ˔ⱪϒχ ᴂ

σς Ӿχ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ӿ ԌχⱢלχΰ ρ ⱪṍΤϣᶘ ṍϘπχ ὀτ

Ϣϥ Ӿ χ ˢβάϞΤẸṳᵓχם  ˣם
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ῐּיχ Ӿ ϒχẸ τϢϥʺꜛ ᾓϞ Ộ ᾓʺ

‰ ϞӰיּ ⱪρχώϦΚΜᶨ σςʺ Ӿ χ

 ם

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ӿ χΚϤ χᾁ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὝНІχᾁ  ὲ ♅ᴿ ˵ 
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(͏) ᴪ ʾ ӽτΣΪϥ◓Ӿο◦כˤ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӽχ◓Ӿο◦כχẤ ρσϥ Ӿ χ ӽ◓Ӿο◦כ

ЈрЌ˔Ṑ χếᴟʺ Ӿ χה Ϟ֗ Ⱳχ ṩעχ

ᵫ ρӾⱪЂ˔ϼиχӾ ʾ◦כ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ◓Ӿο ᶧ◦כЈрЌ˔πχ ⱪ ϞӾⱪ ʺ

◓ ὲ„םᵓʺ◓ӾοЂ˔ϼиσςχ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ῲ ϞШ˔ЭЧ˔ЅʺἿꜘ σςϬ ΰθ◓Ӿο

ằϞῖ χ  ם
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ◓ςϜ︣ Ϟ ⱪӺ σς◦כ χᶨ τϢ

ϥʺ◓ӾοχὊↄ Ϭὖᾚ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ӾⱪẈỘ χ ẉἴ ρ Υ◓Ӿοτ╥ᴥΰϞβΜ

ξΨϤ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 χᴪ πχӾⱪʾễӾϒχ╥ᴥτϢϥ ᴪ̋ χễӾ

χΰ  
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᶹ αςΞΤϭτΣΜοʺẶ Φᴪ σςχⱪ Ϭ

ρΰθˮ ᴿῇⱪ ϼжУ˯χם☼ 
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᶘ χ ᴿῇᵫ σςτϢϥκόμάῲ χᶎ ρ ῐ

σςχ╥ᴥτϢϥⱪיּ χ ϬӾϚӗ σ ό ξ

ΨϤ 

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ╣ ῖ ʺӰ ῖ ʺꜛ ᾓϞ Ộ ᾓσςʺ ӽ

Ωϥϙπⱪ χὲ Ӿ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ◓Ӿο„℅χם☼ʺ◓Ӿο χ ϒχ◦כ ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ◓ςϜꜛ τϢϥ◓ςϜᵓχꜛ σᶨ χ ρ◦כ ễӾӦԌᵓ ˵ 

 √ ♁χᾋ︢Ϥ χ σςτϢϥʺ◓ςϜΥӗ

τᶚΰΨ ϓϥ χᶎ Ϟᵹ ʾ ϸЮжʾϹ˔Ж

й˔и ʾ σς ᶘχӗ ᶎ  

ễӾӦԌᵓ 
ᴿ 

ὺ ᴿ 

 ḩἰṐḩρ ӦԌσςχ ὀτϢϥʺⱪ ẃ χ ♁

ρⱪ χ ῐ 
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 
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(͐) ◓ʾ ◓ᴪ χ◦כχ ˤם › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ♅ⱢỲ ϞӺ σςχ τϢϥ ᶨχӗ

χ◦כ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ְ χ σςʺ χ ὖᾚ ὲ ♅ᴿ ὺ ᴿ 

 ῝Ặ Ộӗ ρ ὀΰθᾼ σςʺὊↄ ꜛ χ

 
ὲ ♅ᴿ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 

 ςκϣΤΥ ᵲϬⱱμοΜϥ ◓ʾ ◓ᴪ Ϟ ᴪ̋ Ϭﬞ

μθⱪ τ βϥ σ◦כẉόὊↄ ὖᾚ  
ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

 ӦԌʺḩἰṐḩχ ὀếᴟτϢϥ ᶨ ᶨ Ϟ

ῢχ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ◓ʾ ◓ᴪ χ◓ςϜΥ σ ӽᶨ τ╥ᴥΰϞβ

Μ ӽξΨϤ 
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 
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͎˵͎˵͏ ‰ יּ ♅ 

̙ᾝ ρᴿ  

令和２年（2020 年）９月末の本村の高齢者（65 歳以上）は 1,705 人で、村全体の 39.6％

を占め、高齢者数は微増ながらさらに高齢者化と要介護高齢者の増加が予想されています。

要介護認定者数は 338 人 19.8％で、ひとり暮らし高齢者は 119 人です（令和元年 6 月 1

日）。社会福祉協議会では、居宅介護支援、訪問介護、介護保険外高齢者福祉サービスなど

の活動をおこなっており、尾瀬長寿会「桜花苑」では居宅介護支援、訪問介護、通所介護、

短期入所生活介護などをおこなっています。施設入所者のほとんどは「桜花苑」を利用し、

利根沼田圏域の施設も活用しています。 

平成 12 年度（2000 年度）から介護保険制度が施行されましたが、国では増大する介護

費用に対し、平成 26 年（2014 年）に介護保険法の改正をおこない、「医療から介護へ」「施

設から在宅へ」の考えのもとに、「自助・互助・共助・公助」を基本とする「地域包括ケア

システム」の構築を進めており、本村においても平成 30 年（2018 年）３月に「片品村高

齢者福祉計画」及び「第７期介護保険事業計画」（平成 30～令和 2 年度）を作成しました。 

今後は、介護予防の取組を重点的に進めること、地域包括支援センター事業の円滑な運

営と各種サービス事業を確立することが課題です。また、元気な高齢者がスポーツや学習・

文化・交流活動、生きがい就労などでいきいきと活躍する場や機会づくりが求められます。 

̙ṁ  

高齢者が住み慣れた地域の中で自立した生活を送り、安心して元気に暮らすことができ

るよう、生活習慣病や認知症・寝たきりなどの介護予防、介護保険サービスの充実、地域

助け合い、ボランティア活動の促進などを進めます。また、就労や生涯学習・スポーツ、

社会参加活動など生きがい対策の推進を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

‰ יּ ♅χ τם βϥ  ̋ 63.3 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ᶨ Ḉ σςὲῴξΨϤχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ứנʺ ∂ ︡ʺ֫ ʺỨ ʺІЕйІᵔ σςΥϭзІ

ϼὖᾚ֫ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲ ♅ᴿρễӾӦԌᵓχ ὀτϢϥὲῴξΨϤϽи˔

Фᶨ χ ˢϳ϶˔ϺрϽʾϵϯкРϼІʾеϹʾІЕ

йАЎσςˣ 

ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᾁ τϢϥ ṓχ ṍ ᾋρ ṍⱵ ʺᾁ ῇχᾤ ◙

Ϟ χὲῴễӾʾὲῴ ʺ Ⱨʾ֫ ◙ σςτ

Ϣϥ ᶨ Ḉᵠ χ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ˮ χὲῴ˯τḩβϥ σςχ ρם ṍχ

ᶨ Ϭ‰ϛϥἴ ᶨ τϢϥ ʾ αάϜϤʾ

ṍΞν σςχ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵒῐ σςχ◦כϬ βϥּיχ Ӄρ ṍ◦כ χ

 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ῲ ϞШ˔ЭЧ˔ЅϬᶨ ΰθ ṛЂ˔РІχ PRχ

 ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͎)  o ῐЂ˔РІχ ˤם › 2-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮӺ ʾᵒῐʾᵒῐ ʾ ᶨ◦כʾ ϘΜ˯χ͑νχЂ

˔РІϬʺԁ τ ΪϣϦϥϢΞ ӽ ᶧ◦כЈрЌ

˔χ ˢᵒῐם ʾᾂ ῐʾẃ ♁ʾᵒῐ Ͼϯ

ЫКЅЮрЕʾϾϯЫКЅЮрЕ◦כ ρx ᴟ ῟ᴮ

χ ᴣ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ԁ ‰ ʾיּ ‰ σςχᵒῐיּ ⱧỘχ ὲ ם ♅ᴿ ˵ 

ʾ͎χὖ͍כ◦  τיּ βϥ ẚ χ ằ χ

 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ӽ ἷЂ˔РІ ằ χᾁ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ‰ σςϬיּ τ ᶨίπ Ϟ σς

ӽτ₢ίΰθ ṛ Ṑ ἷạ ᵒῐχᾁ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵒῐ χӲⱱʾᵠ Ϭ ◙βϾϯФжрρᵒῐЂ˔РІ

χ χ ʺ Ͼϯχ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 зМРзГ˔ЄдрϞạ Ḛ ◙ ʺ ᵒῐʺ

Ḙῐʺ ᵒῐσςχ Ђ˔РІχ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ῐ Ш˔Эʺ ῐ Ш˔Эʺ ὲ☼ Ͼ̋

ϯМϳІσςχ ₢ ίӽπχ ʾ χם  
ὲ ♅ᴿ ˵ 



 

 

 68 

 ṛ Ṑ ☼ χ χᾁ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵒῐЂ˔РІ χ῝ ᾂ̋ ῐⱧỘχ Ͼ̋ϯЫК

Ѕа˔ϒχ◦כ Ђ̋˔РІⱧỘּיϒχ◙ ʾ ᾠτϢϥᵒ

ῐЂ˔РІχלχΰ σςτϢϥ יּ ӡχЂ˔РІ

ằẚ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ₢ ῲӽ◕ ί ọ ›ˢ ◕ʺ ʺ

ʺϙσΤϙ ʺ χxᵒῐ ₰ᵓτϢϥ

σ ᵒῐ ρᵒῐẚ ᴟσςτϢϥ ᾑ χ

ᴟ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ẃ ♁ʾ ṍ ᾋ ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͏)  ꜛ ᶨϞᵒῐᴪ χ◦כ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᾋ︢ϤϞ←ᵲⱲχӗ ᶎ χ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ‰ Ϟיּ ᵲּיΥ ΰϞβΜӱ ︣ χᶎ χᾁ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᴪ ᵒῐễעϞᴪ ᵒῐּיχῖ χ ʺᵒῐ χẚ

σςᵒῐᴪ χ◦כ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͐) ΦΥΜ ├χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϼжУχ ʺτϢϥם ῀χῖ Ϟ╣ ῖ ʺ Φ

ΥΜᶨ σςχ◦כ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ‰ χיּ σᶘ ʾ ᴟʾІЪ˔Бᶨ σςʺ ӽϼж

Уᶨ χ  ם
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ‰ χיּ ӽЀЬвИГϰᶨ ϞЩжрГϰϯᶨ χ

 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵓ ϞּזᵓễӾ☼ σςϬᶨ ΰθ‰ χיּ ӽᶨ

χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ▀ χᵫ ʾ ▀ʾ ʺḢΊϹϱЖσςʺ‰ χיּ

ΦΥΜ ỘχṐᵓϞ ξΨϤχ  
ὲ ♅ᴿ ὺ ᴿ 
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͎˵͎˵͐ ᵲּיˢⱪˣ ♅ 

̙ᾝ ρᴿ  

従来の措置制度にかわり、平成 15 年（2003 年）の支援費制度、平成 18 年（2006 年）

の「障害者自立支援法」の施行、平成 23 年（2011 年）の「障害者虐待防止法」の施行、

平成 25 年（2013 年）の「障害者総合支援法」「障害者差別解消法」の制定など、障害者を

取り巻く環境は大きく変化しています。 

本村の身体障害者手帳保有者は 241 人、療育手帳保有者は 40 人、精神障害者保健福祉

手帳保有者は 12 人（令和元年度末）で、「片品村障害福祉計画」（第６期：令和 3～令和５

年度）にもとづき、ホームヘルパーの派遣、七転び八起き会による生活訓練・社会参加事

業などをおこなうとともに、文化センター、健康管理センターなどのバリアフリー化を進

めていきます。 

今後の課題は、障害の発生予防と早期発見、早期療育、各種サービスの充実、公共的な

施設のバリアフリー化や地域でのノーマライゼーション理念（障害があるなしに関わらず、

共に生活できるような社会をつくる）の啓発、交流機会の拡充、就労場所の確保などがあ

げられます。 

̙ṁ  

心身に障害のある人々が、生きがいを持って地域で自立した生活ができるよう、地域社

会全体で支援し各種相談や在宅サービスの充実、地域での就労の場づくり、社会参加への

支援などを進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᵲּי ♅χ τם βϥ  ̋ ˵ 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ᵲχ ρ ṍⱵ ʾ χᶎ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ʾ Τϣχὲ σ ᶨρὲϞΤσ◓Ӿο

χ ẉἴ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᶆ ὲ χ τϢϥם ᵲχ ṍ ᾋʺ ṍ Ӿ ʺ

ṍⱵ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ῲӽρχ ὀσςτϢϥ Ṑ̋ ᵕ Ἡ ʺ ỘἩ χ

 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵲּיӺ χ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͎) ὲʾ ♅ʾ ᶨ◦כЂ˔РІχ  ם

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᵲ έρτ ằήϦοΦθ ♅Ђ˔РІϞ ӽ ᶨ

ⱧỘσςχԁᾕכ◦ σ ằ χᶎ τΰΪθˮ ᵲ

♅ὓᵊ˯ϬḯϚˮ ὲʾ ♅ ›ὓᵊ˯χ├  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵲּי כ◦‹ σςχ ằϞ χếᴟʺШ

˔ЭХиО˔ ᾏϞДϱЂ˔РІʺ ṍ σςχ∕

Ђ˔РІχ  ם

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᾤˑχ τᴂαθЂ˔РІχיּ ϬΣάσΞϾϯЫ

КЅЮрЕ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ⱲᵒῐΥ σ ᵲχΚϥ χ ᶨχӗ Ϭᶎ

βϥθϛʺῲӽχ χϜρτЂ˔РІχ ʾ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵲ ♅Ђ˔РІʺ ἇχῖ ʾ ʺ ᶨ ἇχ

ẚ σςʺ ♅ χ ρᶨ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͏)  ꜛ ρּזᵓ╥ᴥχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᵲϬḯϛθʺ ᵲⱪχ χ ρם Ӿ

ʾᶘ χ ὀếᴟʺ☼ χНзϯТз˔ᴟʺ ễכ◦

Ӿχ  ם

ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᶘ τΣΪϥ ♅ễӾϞ ӽπχᾆ ʾἴ ʺ ӽּזᵓρ

χῖ Ṑᵓχᶈ τϢϥʺ ᵲχΚϥ τ βϥ χ

ᵔχ  

ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ῲӽ σ ὀτϢϥ ♅⌠Ộ Ϟ ᵰχⱧỘ σςᾼ

χ χᶎ ρʺ χ ʺ ỘἩ Ṑᵓχ

 ם

ὲ ♅ᴿ ˵ 
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 ᵲּי▫ χ χᵠ τḩβϥ ρ ằʺ

ᵠ χθϛχ σςʺӗ ΰο ϣδϥ ϘΜξ

ΨϤχ◦כ 

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ϟ︣ σςχӪ◘ χיּכ◦ ρЀЬвИϾ˔

ЄдрϞᵰ σςχЩжрГϰϯᶨכ◦ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ←ᵲⱲϞẍ Ⱳτừẍ ᴂΥ σ ᵲsּי ⱪˣ χ⌠

ʺ ӽ ♅ χ ρ ӦԌʾⱪ ӦԌσςρχ

ὀếᴟʺừẍ ЄІГЭχ χᾁ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵲּי ●χῖ ϞІЪ˔Бʾйϼзϵ˔Єдрᶨ ʺ

ӽּזᵓρχῖ ʺЩжрГϰϯᶨ σςϒχ╥ᴥṐᵓχ

 ם

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ӱ Ђ˔РІχ ʺ῝Ặῖ Ṑḩχᶤԏ σςχ

ʾ ẉσςʺ ᵲּיˢⱪˣΥᵰ ΰϞβΜϚϣξΨϤ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ♅☼ χיּ ӽ ᶨϒχӱ“◦כρ ₢ ίӽ

πχ ӽ ᶨ◦כẤ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵲּיχᾂ ῐʺ ♅Ђ˔РІχ σ σςϬ

βϥ ᶨꜛ ⱧỘϞכ◦ ӽӱ“◦כⱧỘʺ

ῇᾋ χ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵲּיχᵓʺ ᵲּיϞ ᵲּיχ χᵓσς

ᵲּיḩἰ ρχ ὀρζχ◦כ 
ὲ ♅ᴿ ˵ 
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יּ ͑˵͎˵͎ ♅ 

̙ᾝ ρᴿ  

本村の令和２年（2020 年）４月現在の生活保護適用世帯は３世帯で、受給者が高齢にな

っていることや障害・傷病者による世帯の減少により、被保護世帯は減少傾向にあります。

一方、高齢化や格差拡大、離婚などにより生活困窮者は増加傾向にあり相談件数は増えて

きていますが、新規での認定には、非常に厳しい要件があるため保護の適用につながって

いないのが現状です。また、相談内容が多様化しているため、相談・指導内容に対応でき

る専門的知識を持った職員の養成が必要です。 

今後は、民生委員や関係機関との連携を密にして、雇用機会の確保などにより経済的自

立を促進するとともに、生活相談・指導の充実と自立を支援するための援護施策の適切な

運用が求められます。 

̙ṁ  

病気、高齢化、離婚などにより経済困難に陥った村民に対して、生活保護の適正な運用

を図るとともに、相談･指導や就労支援の充実などを図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

יּ ♅χ τם βϥ  ̋ ˵ 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

  



 

 

 73 

˲︠σ☼├˳ 

ῐЂ˔РІχכ (͍)  ם

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӦԌϞḩἰṐḩρ ὀΰθʺכῐϬ ρβϥ

χם ρИ˔Їχ ᶎσ ӃτϢϥ ᶨ ῐ χ

σ֫  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᶨ ♅ⱢỲ σςᶆ ⱢỲχ ρ  ̋ ʾ

ᶘʾ σςτΣΪϥ ῟ᶨ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ặ Ỳʾ⅞ θβΪΚΜ֫ σςχ◦כ ὲ ♅ᴿ ˵ 

(͎)  ꜛ χ◦כ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῝Ặ Ộӗ σςρχ ὀτϢϥʺ Ộχ◙ ʾ ᵫ

ρẐ χ ằʺᾼ χ χ ʾᶎ  
ὲ ♅ᴿ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 

 ӦԌϞ ӽ ʺЩжрГϰϯχẸ τϢϥʺ ʾ

◙ ᶨ χ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᴟβϥ ʾ◙ τ ᴂπΦϥ ꜡Ϭⱱ

μθ Ԍχ ρ χ  ם
ὲ ♅ᴿ ˵ 
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͎˵͎˵͒ Ỡ יּ ♅ 

̙ᾝ ρᴿ  

製造業の海外移転や派遣労働の拡大などにより、若者が安定的な職につきにくくなり、

いったん離職した中高年や女性の再就職が困難な状況にあります。このままでは、少子化

の加速化など、社会保険制度や税収などにも重大な影響を与えることが懸念されます。ま

た、長時間労働が常態化するなど、労働環境は一段と厳しくなっています。 

本村は、観光と農業が主要産業ですが観光客数は平成４年（1992 年）以降、宿泊者数は

平成９年（1997 年）以降減少し、農業は平成 12 年（2000 年）以降売上額が微増していま

す。 

今後は、若者や女性、退職者や高齢者の職業能力の開発や就労への支援とともに、勤労

者福祉の充実の促進が求められます。 

̙ṁ  

勤労者の村内への定住に向けて、企業・事業者と連携し、安定的な雇用や労働条件の向

上、就労環境の改善や福利厚生の充実を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

῝Ặ Ộӗ Ϭ ΰθ Ὧ  Ὧ 91 100 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢ẤσςʿМк˔м˔ϼⱧỘὮ ˢ ͎ 10Ὦ ˣ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ỡ χᾼיּ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῝Ặ Ộӗ ρχ ὀτϢϥẐ ằϞ

ʾᾼ χ  ם

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᾉχ ỘἩ ☼ ʺ ḧḼỘρχ ὀτϢϥ Ộ ᾓṐ

ᵓχ  ם

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ώϥήρᾼ ™ ṁỲⱧỘσςϬ ớ τᶨ ΰᾼ

χṐᵓχ  ם

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) Ỡ χיּ ♅χΰ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

יּ  ῐτḩβϥ ṁ Ϟᶆ χ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 
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͎ ˵ ͏ ᵓזּ  ᾑ 

͎˵͏˵͍ ὲῴ ᾑʾᵒῐ ᾑʾ⁯ Ỳ 

̙ᾝ ρᴿ  

本村の令和元年度（2019 年度）末の国民健康保険の加入世帯は 829 件、加入率 49.5％、

収納率 95.65％、総費用額約 7.6 億円です。生活習慣病や高齢化による医療費の増大に対

応するため、平成 20 年度（2008 年度）から 75 歳以上の高齢者を対象とする後期高齢者

医療制度がスタートしました。医療費が増える一方、低所得者の加入率が増加してきてお

り、国保財政の健全化と円滑な制度運営が課題となっています。 

また、高齢者介護を社会全体で支えるため、平成 12 年（2000 年）から始まった介護保

険制度は、利用者の大幅な増大のため、平成 18 年度（2006 年度）から介護予防を重視し

た制度へと変更され、平成 26 年（2014 年）には介護保険法の改正をおこない、「自助・互

助・共助・公助」の「地域包括ケアシステム」の構築が進められています。 

保険税の収納率の向上に努め、国・県の負担金・補助金の率の増加を要望するとともに、

医療費と介護費用の適正化のため、生活習慣病予防や介護予防への積極的な取組とともに、

医療から介護、施設から在宅への移行を進める必要があります。 

国民年金制度は、農林業やサービス業などの自営業者やその家族、従業員を対象に、健

全な生活を保障するために確立されてきました。しかしながら、高齢化による受給世代が

増大する一方、生産年齢人口の減少と未加入者の増加による実質的な納付率は 8 年連続上

昇傾向にあるものの 69.3%と危機的な状況が続いています。 

今後は、年金記録問題への国の対応状況を注視しつつ広報活動などにより年金制度の PR

や啓発に努める必要があります。 

̙ṁ  

国民健康保険制度・介護保険制度・後期高齢者医療制度が長期的に安定するよう、生活

習慣病や介護予防の推進、医療費や介護費用の適正化を図り、情報提供や相談体制の充実

などにより、加入･納付を促進します。また、年金制度の安定化に向けて、国民年金の加入

を促進します。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᵓזּ ᾑˢὲῴ ᾑʾᵒῐ ᾑʺ⁯ Ỳ

σςˣχ τ βϥ  
̋ 63.9 70.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ⁯ ὲῴ ᾑʾᵒῐ ᾑʾῇṍ‰ Ӻיּ χἴ ρ ᶎ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ⁯ ὲῴ ᾑ ʾᵒῐ ᾑ ʾῇṍ‰ Ӻיּ ϒ

χἴ ρᴥ χ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᶎσ ᾑּיχ Ӄρ σ ᾑ χ ᴿ ᴿ ὲ ♅ᴿ 

םχיּ  Ӄρ Ộ χ ʺם χếᴟτ

Ϣϥ χΰ  
ὲ ♅ᴿ ᴿ 

 ᾑּיχ Ӄρ Ӻיּ χ χ᷉  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᶨ Ḉ ᵠ χθϛχ ὲ χếᴟ 

ˢ‰ χיּ Μχ χ ᴥʺТйϱиˢầֿפˣ σς  x

ὲ ♅ᴿ 
˵ 

(͎) ⁯ Ỳ χPRχếᴟ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῲ ♠ʺᴗ ʺОрТйАЕʺШ˔ЭЧ˔ЅσςτϢϥ

τᴂαθ Ỳ χPRρᴥ ├χếᴟ 
ᴿ ˵ 

 ῝ Ỳ χ︡ ệτνΜοχ ằ ᴿ ˵ 
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次代の村を担う子どもたちがたくましく生きる力を育む教育の充実を図るとともに、生

涯を通して学び、感動や楽しみにあふれた、心豊かで元気なむらづくりを進めます。 

【関連する SDGs】 

    

 

 

͏ ˵ ͍  ᵶᶘ   

͏˵͍˵͍ ᶘ ễӾ 

̙ᾝ ρᴿ  

「新・群馬県総合計画（ビジョン）」（令和２年 12 月策定）では、令和 22 年（2040 年）

には、新たな教育で育った「始動人」が行政・産業の中核を占め、世界最高クラスの魅力

を備えた「新・群馬」を完成させることを目標とし、長期戦略として県内の教育を革新す

ること、群馬の環境を生かした教育で感性を磨きながらデジタルで世界とつながることが

記載されています。 

本村は、県内でも特に豊かな自然と歴史文化があり、地域の中で様々な体験をしながら

学ぶ環境が整っています。さらに、小中高の教育の中で、ICT を横断的・連続的に駆使し

た学びを行うことにより、いつでもどこでも世界とつながる幅広い学びを実現します。 

本村の小学校数は４校でしたが、平成 28 年度（2016 年度）に片品小学校１校に統合し

て建て替え、学級数８、児童数 150 人です。中学校数は１校で、学級数４、生徒数は 91 人

です。学校教育環境の整備については、新校舎の空調（冷暖房）設備の設置、全児童・生

徒へのタブレットの配布、スクールバスの運行など時代の変化に対応した取組を進めてき

ました。 

平成 23 年（2011 年）に「片品村教育振興基本計画」（前期：平成 23～27 年）を定め、

「楽しく学び、明るく鍛えあい、豊かな心を育む片品教育」を目標として教育を進めてお

り、後期基本計画（平成 28～令和２年）では、１村１小・１中学校の体制で、将来の片品

を担う魅力的な小中一貫教育を進めていくことが課題です。 

  

ễӾʾ ᴟʿ Τσ ϬӾϚθϛτ 

 

͏  

教育・文化：豊かな心を育むために   ３－１ 生涯学習 

                   ３－２ 文化・スポーツ 
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̙ṁ  

豊かな自然の中で、地域への誇り、学ぶ意欲や確かな学力、創造力やコミュニケーショ

ン能力、豊かな心と健やかな身体、国際理解や語学力など「人間としてたくましく生きる

力」を育む、片品らしい小中一貫教育の充実を図るとともに、教育施設･設備の充実、全国

で唯一の「自然環境科」がある尾瀬高校との魅力ある中高一貫教育の充実、教職員の資質

及び指導力の向上を支援していきます。また、放課後などの学校を子どもの遊び場や生涯

学習施設として活用を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᶘ ễӾτ βϥ  ̋ 60.4 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) ⱪễӾχ ˤ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϒχᶘ Ṑᵓχ ằτϢϥᴪ ễӾχ ρ◓ӾοϽם

и˔Фᶨ χ ʾ◦כ 
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᶘ ρ ὀΰθ Ӿ πχ ᶘ ễӾχ ρם ԁ

ᾕᴟχᾁ  
ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

(͎) ễӾ χ ˤם › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σọ ϞᶘϐӪ Ϭ‰ϛϥ Ộʺ χ ᶨϞ▫Ⱨ

τνσΥϥ Ộʺ ᶨ χ ʺם ᶘ σςʺˮ ϥ

άρϬᶘϐ˯ˮ ӮβάρϬᶘϐ˯ Ộχ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ԁ ϋρϤχ σ Ϟᾤ Ϭ ϛʺϕϛο ωβ

ꜛ ʾꜛ ễӾχ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ӽχ ◊ʾ ᴟϞІЪ˔Бʺꜛ ▀̋ỘσςϬᶨΤ

ΰθⱳ χϚϣξΨϤϬ Ξỏ ᵔễӾϞ ᾂễӾσ

ςˮẶτ ΦϥάρϬᶘϐ˯ ᾓễӾχ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ṐṀχᶨ ρӪᾋ Ϟṳ χṐᵓχ ʺσςם

ʾ ʾ ʾЀЬвИϾ˔Єдр χΰ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ⁯∑ḢΊⱲ τΰΪθ ALTsᵰ⁯῎◙ ︣ τxϢϥ῎ᶘ

ễӾϞ⁯∑ ᵔễӾʺ⁯∑ῖ Ṑᵓχ ρ  ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 
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 ᵲχΚϥ◓ςϜϒχ σ ᶘχ χ ằρḕẽχ

 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᾆẕ ◙ ʺễӾᾆẕᵓχꜛ︠ᾆẕᶨ ʺᾆ σςʺễ

ԌχⱢלρ◙ χΰ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ḕẽễӾʺ Ộ ᾓʺІЪ˔Бσςϒχ ḧ„◖χ

ˢЫϱЌϳрГϰ˔Ўа˔Ϟᶘ ◦כЈрЌ˔σςˣ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ‰ԁḤễӾχ χθϛם ‰ ρχῖ ⱧỘϞꜛ

Ḣ╔ᵓσςχᵫ℗ẉό◦כ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

(͏) ὲῴʾ χ ρ χễӾʺӗ ễӾˤ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᴪ τΣΪϥˮ ʾ ṞΦʾ έψϭ˯χ  ẚ ЈрЌ  ̝ ễӾӦԌᵓ 

 χ σςϬᶘ ẚ ϒ⅜Ϥ ϦϥάρϞʺ Ộ

ᾓσςτϢϥ Ӿʾ ễӾχ  
ẚ ЈрЌ  ̝

ὺ ᴿ 

ễӾӦԌᵓ 

 Ϭ ΤβᶚΰήϞ σ֫ χ ᾓτϢϥʺІЪ˔Б

Ḉχᶎ ρ ξΨϤ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 Ҽ╕χ ϞϼжІξΨϤ ϼ̋жУᶨ Ϟ ᶨ ᶘ̋ “

ⱧπχӰ ῖ σςτϢϥ ḧξΨϤϬ ΰẶτ Φ

ϥ χΰ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ˮΜαϛ˯Ϟˮ  ˯σςχσΜϼжІξΨϤϞ ʾ

◙ χ  ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᵲⱪρχ ›ễӾχ  ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

 ӽ ♅ᶨ ϒχ╥ᴥϞḕẽϒχ︡ σςʺЩжрГϰ

ϯễӾχ  
ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

 ᶘ πχ←ᵲϞ ᴞ Ⱳσςχῖ Ⱨᾮʾ √Τϣʺꜛ ϣ

χӗ ϬꜛϣΥ︢ϥễӾχ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᴿῇϞᴨṗẈỘ σςτΣΪϥ◓ςϜθκχạ ξ

ΨϤχˮΤθΰσ◓ςϜᶘ ˯χ  ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 
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(͐) ễӾḕẽχ ˤ ☼├˥ʕ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӽχ ←Ấ ρσϥ ӾḬϞ ָאσςχ χΰ

ρ ← χ  ם
ễӾӦԌᵓ ᴿ 

Ϟאָ   ӾḬʺФ˔иʺᶘ ẚ ЈрЌ˔ О̋ЊЀрϞЊ

ТЕσςʺễӾ☼ ʾễӾṐṀχὓᵊ σ ρ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᵲⱪχ Ϊ ϦϞʺ ӽχ‰ ʾיּ ᵲּיχ τ ᴂ

ΰθʺᶘ χНзϯТз˔ᴟχ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘ  χע ρᶆϼжІϒχם ṐṀʾЊТЕχ

 ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 Іϼ˔иНІχᶨ  ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘỲχ  ˵ ễӾӦԌᵓ ם

(͑) ᶘ ρ ӽρχ ὀˤ › 3-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϙϬⱱνⱪ ʾ Ϟ ῐּיϒχ ʾ◙ χ  ˵ ễӾӦԌᵓ ם

 ᶘ “ⱧϒχẸ Ϟᾆ ᵓσςχ╥ᴥϬ ΰθʺᶘ ρ

ᴪ ʾ ӽχễӾ χΰ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᴿῇϞẈ χⱪ ʾ χ ό ʾạ ʺ ᵶᶘ χ

Ấ ρΰοʺᶘ Ϭ ớ τ ӽτᵫ  
ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

 ᶘ  ằχ ρᶘ ְ֫Ẹṳᵓʾם ӽᶘ Ẹ

ρχ ὀʾẸ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ›▀Ộ ᴟ Ϟ ᴟЈрЌ˔πχֳᵊᵓʺ

ᶘ ỷ ᵓσςϒχⱪ ʾ χ╥ᴥ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 
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 ᵓễӾזּ ͎˵͍˵͏

̙ᾝ ρᴿ  

国際的な観光や交流の時代と高度情報化の時代を迎え、オンリーワンの観光資源や新商

品・サービスの開発、若者雇用の安定化、住民のむらづくり活動の活発化など、さまざま

な地域課題の解決に取り組み、心豊かな生活を楽しむことが求められています。また、子

育てに不安を持つ保護者の学習機会や子どもどうしの遊び、交流、自然体験、生産・生活

体験など、親子の教育の充実が求められています。 

本村では、公民館や片品村文化センターを利用し、さまざまな講座や自主グループ活動、

講習会やコンサート、文化祭などが開かれています。また、尾瀬じどうかんに併設されて

いる図書室は、県の移動図書事業と連携し図書の貸し出しをおこなっています。 

今後は、子どもの自立に向けた体験機会の充実や若者・女性の職業能力の向上、若者の

自主的な活動への支援、地域産業活性化に向けた研究活動、国際理解・外国語学習など、

豊かな心を育む重点的な取組が求められます。 

̙ṁ  

だれでも、いつでも、どこでも学べる生涯学習社会の実現に向け、若者や女性の職業能

力の向上や語学学習の支援を通して社会教育の向上を図るとともに知識や能力の向上や、

国際理解・語学学習を支援するとともに、片品村文化センターや公民館の活用、学校の開

放、指導体制の充実などにより、自主学習グループ活動の充実を図ります。特に、自主的

なイベントや祭り、文化･スポーツ活動など、青少年が地域で活躍できるよう支援します。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᵶᶘ ʾ ᵶІЪ˔Бχ  ם

τ βϥ  
̋ 55.8 60.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ᵶᶘ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᵶᶘ Ẹṳᵓχᶨ ᴟρễӾӦԌᵓϬ τᶆᴿ

Υ ὀΰθʺ◓ςϜΤϣ‰ Ϙπʺᶘ ʺᴪיּ ʺ ӽχ

῀Ẹ τϢϥʺ › σ ᵶᶘ χ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ϞІЪ˔Бʾйϼзϵ˔Єдрᶨ χꜛ︠ σ ӽ

ϼжУᶨ ϒχӱ“ρʺ◓ςϜϞֿיּבχꜛ τΰΪθ

ξΨϤʺ⁯∑ḢΊϞ ▀ ξΨϤσς▀Ộᶨ ᴟτΰΪ

θᶘ ᶨ χ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ◙ ᾆיּ ⱧỘχᶈ τϢϥ ᵶᶘ ◙ χӾיּ Ϟ

ᵶᶘ ЩжрГϰϯχ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᾉϞự ◕ ρ ὀΰθʺ ῲΜᶘ χ ʾ ằ

ρ ᵶᶘ χ  ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘ Ϟ ‰ σςʺ ӽρᶘ χẸ τϢϥ︡

χ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ₢ ᴟᵓḬʾ♪ ᶐжϱУжз˔ρχ ὀ ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᵶᶘ ☼ ρΰοᶘ ☼ ˢ  ʺ ӾḬσςˣχᵫ

ρ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᾤ ʾ ʺ ḧχ σςʺ῝ ḬϞᶆ Ỹχ ᵓ

σς ᵶᶘ ☼ χ Ṑ χᶈ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᵶᶘ χẤ ρσϥ ᵶᶘ ☼ χ  ễӾӦԌᵓ ˵ 

ᵓễӾχזּ (͎)  ם

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ◓ςϜχ ᾓᶨ Ϟֿיּבʾ χ Ộ ΰ ʾṞỘτΰ

Ϊθᶘ ʾᾆẕᶨ χ◦כ 
ễӾӦԌᵓ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 

 ḩἰᶆᴿρχ ὀτϢϥ χϚϣξΨϤᶨ τΰΪθ

ᶘ ʾᾆẕᶨ χ◦sכ ὲῴʺo ῐʺ ᾂʺ Ặ ╥ᵊʺ

ḕẽʺ ᵶᶘ ʺ ᶨʺЩжрГϰϯᶨ σςˣ 

ễӾӦԌᵓ 

ὲ ♅ᴿ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 

 ḩἰᶆᴿρχ ὀτϢϥ ӽ▀Ộᶨ ᴟτΰΪθᶘ ʾ

ᾆẕᶨ ˢОЊЀрễעϞṞỘ ʺ⁯∑ ᵔʾ῎ᶘᶘ σ

ςˣχ◦כ 

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᵶᶘ χ ᴮϞ Τσ ꜡ Ṫ̋ ʺ ἻϬᶨΤδϥЩж

рГϰϯᶨ Ϟ ʾ ꜘχθϛχḕẽ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘ Ṑᵓʺ ʾϽи˔ФˢЂ˔ϼиϞϼжУˣ̋ ☼ ʺ

◙ ῲӽϞᾉʺיּ ᵶᶘ ЈрЌ˔πχϱЦрЕσςχ

ρШ˔ЭЧ˔Ѕσςπχῲ χ  ם

ễӾӦԌᵓ ˵ 
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ע  χ ϞЩжрГϰϯτϢϥם Ḭᶨ σς

χ  ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 

(͏) ᴪ Ϟ ӽχễӾ χΰ ρ◓ςϜϞֿיּבχꜛ  כ◦

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᴪ χễӾ χ ˢᴪכ◦τΰΪθם “Ⱨʺ όʺ ᶨ

ḈϞΰνΪʺὲῴσς◓Ӿο„℅ʺ Ḉχ σ

ςˣ 

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ӽχễӾ χ ˢ◓ςϜᵓᶨכ◦τΰΪθם ϞІЪ

˔Б ʺ ӽπχ σ ᾓᶨ σςˣ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ˮΤθΰσ◓ςϜᶘ ˯ⱧỘτϢϥ◓ςϜχӗ σạ

ξΨϤχ◦כẉό ӽЩжрГϰϯτϢϥᶘ χễӾ

ᶨ ϒχ◦כ  ם

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ῖ ⱧᾮϞ √ ᵲσςχ ♁τΰΪθᶆ ӽπ◓ςϜ

Ϭᾋ︢ϥ︡ χ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶆ ӽπχ◓ςϜθκχꜛ τΰΪθϺарФϞ Ộ

ᾓσςχṐᵓξΨϤχ◦כ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

︠ꜛχיּבֿ  σῖ ϞϱЦрЕ ᶘ̋ ᶨ Ϛ̋ϣξΨϤᶨ

ϞЩжрГϰϯᶨ ↕̋ϤϞ ӽ“Ⱨ ᾆ̋ Ϟ⁯∑ῖ

σςχ◦כ 

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 PTA Ẹṳᵓʺ◓ςϜᵓӾ ᵓ Ẹṳᵓʺ

ὲ Ӿ ʺᵓṳ״ Ӿ Ԍ Ẹṳᵓρ

χ ὀτϢϥ ὲ Ӿ χ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 χᶨ ϬϯЖНϱІβϥ◙ χӾיּ  ễӾӦԌᵓ ˵ 

 Ϟᴪ τ βϥ ằρ χ  ễӾӦԌᵓ ˵ 

  



 

 

 85 

͏ ˵ ͎  ᴟʾІЪ˔Б 

͏˵͎˵͍ ᴟʾὛ  

̙ᾝ ρᴿ  

本村には、全国でも珍しい猿追い祭りやつめっこ祭り（花咲）、にぎりっくら祭り（越本）、

金精信仰（東小川）、十二講、祇園祭などの神祭りや、花火大会、盆踊り大会、尾瀬太鼓発

表会などさまざまな文化イベントがおこなわれています。また、文化財は、国指定の特別

天然記念物・尾瀬、日本遺産「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」、重要無形文化財・猿追い

祭り、重要文化財・丸沼ダムのほか、県指定の天然記念物６、重要文化財１、村指定の天

然記念物 24、重要文化財 11、重要石造物文化財 12、無形文化財４、史跡２があります。

そして住民による片品村文化協会（８部）と生涯学習グループなどが活発な活動を続ける

とともに、片品村文化センターなどを利用して、村や文化団体が主催するコンサートや映

画祭、おやこ劇場、総合産業文化展、講演会などがおこなわれています。 

さらに、工芸家や芸術家の U・I ターン（帰郷や移住）もみられ、イベントなどもおこなわ

れています。 

今後は、これらの歴史・文化を受け継ぎ、村民の交流の場・楽しみ・誇りとしていくと

ともに、観光資源として活用、情報発信していくことが課題です。また、子どもから大人

まで村民が気軽に文化・芸術にふれ、楽しめるむらづくりが求められます。 

̙ṁ  

村民が日常的に歴史・文化に親しむ、心豊かなむらづくりに向けて、伝統行事や伝統芸

能、生活・産業文化、史跡・文化財などの掘り起こしと保存･継承・活用に努めるとともに、

村民の自主的な創作活動への支援を充実し、交流人口の拡大にもつなげます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᴟχὋ ʾ ʺ ᴟ∞χ ῐʾᶨ

τ βϥ  
̋ 54.4 60.0 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ↕ϤϞ “Ⱨʺ ᴟ∞σςχ ρὋ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

ע  Μ↕Ϥ ν̋ϛμά↕Ϥ τ̋ΧϤμΨϣ↕Ϥ Ỳ̋ Ổʺ

„ʺ ʺ↕ה ᴈχ σςχ ʾ ρʺ ḧῖ

ỏ̋ ễӾσςϒχᶨ ʺ ӽḧῖ χ ʺ⁯∑ḢΊ

Ɫᾛρΰοχᶨ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ϥ ᵓʺL ᴲ ᵓʺׇ Ὲ ᴲ↕σςχ“ⱧϒχẸ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ιһῨᵓσςʺ ΰΜ χỏ Ὓ χ ἕρ

Ὃ ʾ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 τ ∕βϥ ᴟ∞Ϟ Ṝ χ ρ◊ ϛ

ΩϤϱЦрЕʺˮ ◊╩ ˯ σςτϢϥᶨ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᴟ∞ʾ◊ τ βϥ χӪ꜡ΰ ʺ ᴟ∞ ₰ӦԌσ

ςτϢϥ ₰ʺ ἕʾ ʾ χ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ⁯∑ḢΊϞ ◊ ᴟ ḢΊτ ᴂΰθϹϱЖЩжрГ

ϰϯχӾ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ễӾӦԌᵓ 

(͎) ᴟʾὛ ᶨ ϒχ◦כ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σ ӽϼжУᶨ ˢꜛ︠Ђ˔ϼи χxᶨ ᴟρʺ ᴟʾ

Ὓ Ϭᶚΰϙʺ βϥϚϣξΨϤ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᴟẸᵓσς ᴟ ᶨ χ◦כʺᶨ χῲ Ϟ ᴮ

χ χ ằʺ ◕ Ϟᵰ⁯ρχ ᴟῖ χ◦כ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 Ϟ ︠℗χ„םᵓ Ѐ̋рЂ˔Еʺֳᵊᵓʺםὠ῝

ʺם ›▀Ộ ᴟ σςχ ʺρם ᴟЈрЌ˔χ

ᶨ ϒχ◦כ 

ễӾӦԌᵓ ὺ ᴿ 

 ϻажз˔ˢᴸχׄ ˣϞᾭ χˮ ϑϣϤ

Ḭ˯χᶨ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ЩжрГϰϯχẸ τϢϥ ᴟЈрЌ˔χᶨ

χ  ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 
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͏˵͎˵͎ ІЪ˔Бʾйϼзϵ˔Єдр 

̙ᾝ ρᴿ  

健康志向が高まり、スポーツ・レクリエーション活動に関心を持つ人が増える一方、子

どもや若者の野外遊びやスポーツ離れによる生活習慣病や体力低下が心配されます。 

本村には、スキー場５、テニスコート 372、体育館 27、サッカーグランド 23 など民間

のスポーツ観光施設が数多くあるほか、村の施設としては、村民グランド１、体育館６（東

小川・土出・武尊根・花咲・武尊・越本）、広場２（山村、ふれあい）、ジャンプ台２（ノ

ーマルヒル・スモールヒル）、弓道場１などがあり、学校体育施設も活用されています。ス

ポーツ団体としては、体育協会のもとに、種目別に 19 競技団体、８支部、スポーツ少年団

２団体があるほか、スポーツ推進委員 15 人などがあります。区対抗のスポーツ大会とし

て、村民運動会、グラウンドゴルフ、ソフトボール、ゴルフ、野球、スキーがおこなわれ

ています。また、数多くの施設を活用してスキー観光や全国的なスポーツ大会、合宿など

に広く利用されています。 

今後は、健康づくりへの関心の高まりがみられる中で、ウォーキングなどの有酸素運動

への取組を進めるとともに、身体的負担が少なく、いつでも気軽に楽しめるスポーツ・レ

クリエーションの機会と場の維持・整備、四季を通したスポーツ観光の促進が求められて

います。また、地区への負担の多いスポーツ大会などの整理検討や老朽化によるスポーツ

施設の整備などが求められます。 

̙ṁ  

誰もが生涯を通じてスポーツ・レクリエーション活動を楽しめるよう、健康増進のため

のプログラムの充実や施設・設備の充実を図るとともに、スポーツクラブの充実、指導者

の育成やスポーツ教室・スポーツイベントの開催などに努めます。また、高地環境を活か

した各種スポーツ合宿の受け入れを促進します。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

ᾕ  

 

͓  
ᴿ 

ᵓזּ Ӿ☼ ᵕ  ᵕ 1,591 1,670 ễӾӦԌᵓ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢ẤσςʿễӾӦԌᵓ( ᴮ ⁮ ) 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ὲῴІЪ˔Бχ ọ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶨ Ḉ χ Ϟ‰ χיּ θΦϤʾ τΰ

Ϊθʺˮ 30 ϳ϶˔ϺрϽϞЂϱϼзрϽ˯ˮ ΨІϺ˔˯

σςχ ▒ ֫ χ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ὲῴξΨϤІЪ˔Бᶨ χ◙ χӾיּ ρϳ϶˔Ϻр

ϽʾϱЦрЕσςχ  
ὲ ♅ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ᴿῇχᶘ χ σςτϢϥʺ֫ χ◓ςϜΥ

Ϭ Τβᵰ όχṐᵓχ  ם
ễӾӦԌᵓ ὲ ♅ᴿ 

 ᵶІЪ˔Бχ ẉʾ τΰΪθʺ πϜṓὖτ╥ᴥπ

ΦϥИв˔ІЪ˔Бσςχᶆ χІЪ˔БễעϞϱЦр

Еχᵫ℗ρ χ ằ ◙̋ ʾІЪ˔БЩжрГϰϯχיּ

ᶎ ʾӾ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶆ ІЪ˔Б☼ Ϭᶨ ΰθІЪ˔Б› ϞϱЦрЕσ

ςχ Ϊ Ϧ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) ẵṪІЪ˔Бᶨ ϒχ◦כ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӾẸᵓᶆẵṪ ϞІЪ˔Б ӦԌʺІЪ˔Б

ʺ῝Ặ Ӿ☼ ᵫ ְ֫ӦԌᵓσςχᶨ χ◦כ 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ІЪ˔Б ᵓχ ρ◦כ ễӾӦԌᵓ ˵ 

 Ỹ Ό“ⱧϞᶆ ІЪ˔Б ᵓᵫ℗χ◦כ ễӾӦԌᵓ ˵ 

(͏) ІЪ˔Бʾйϼзϵ˔Єдр☼ χӲⱱʾ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ṍ χ ӾḬσςІЪ˔Б☼ χӲⱱʾ ρ☼ χ

ʺ ›֫ χᾁ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘ ☼ ˢϽжϳрЖʺ ӾḬσς χx ӽᵫ ρ χ

 
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ᶘ  Ӿ☼ ϬḯϚ῝Ặ Ӿ☼ χḚ ʺ ︣

Φχᾋ ΰσςʺ σςχ ῟ᶨ τΰΪθְ֫ π

χᵠ  

ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ựσϳ϶˔ϺрϽЀ˔Іχ ρḢΊẁϬḯϛθ

χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ễӾӦԌᵓ 

 йϼзϵ˔Єдр☼ χӲⱱʾ ẉό☼ χ

ᴟχᾁ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 
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尾瀬湿原を始め、美しい花にあふれた自然の中で、持続的発展が可能な、快適で安全、便

利なむらづくりを進めます。 

【関連する SDGs】 

      

 

 

 

͐ ˵ ͍  ᶨḕẽ 

͐˵͍˵͍ ꜛ ḕẽ 

̙ᾝ ρᴿ  

本村は、尾瀬国立公園と日光国立公園の２つの国立公園を有し、尾瀬国立公園（37,200ha）

はラムサール条約の湿地に登録されています。今後は、世界の人々を魅了する美しい自然

の保護と外国人観光客の受け入れ体制の整備が求められます。 

平成の名水百選に認定された水源地域である本村では、森林保全のための植林や育成、

治山工事や河川整備とともに、公共下水道や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の整備が

進められ、河川の水質保全に努めています。また、尾瀬清掃や河川・道路清掃、登山道の

維持補修、ザゼンソウ群落地や水芭蕉の保護・整備などをおこなうとともに、民間開発で

は土地開発事業指導要綱による指導をおこなっています。 

近年、全国各地で激甚な被害をもたらす水災害が毎年のように発生しているなかで、ダ

ムの治水の役割が注目されています。本村でも河川の流域治水対策として、本村、利根町、

白沢村、旧沼田市地域の洪水被害を最小限にするために、調査・研究を進めていきます。 

自然環境への関心が高まっている現在、尾瀬を有する本村は自然を保護・活用する全国

の先進地域として、村民とともに取組を先導していくことが求められます。 

  

ḕẽʾӗ ʿᵙ πӗ σ ᶨχθϛτ 

 

͐  

環境・安全：快適で安全な生活のために     ４－１  生活環境 

                       ４－２  生活安全 

                       ４－３  地域基盤 

                       ４－４   情報・エネルギー 
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̙ṁ  

環境学習の充実や清掃美化活動など環境ボランティア活動の充実を図りながら、貴重な

尾瀬湿原や森林・河川湖沼の保全と活用、排水対策の推進、自然に配慮した河川や道路の

整備、適正な土地利用の誘導などに取り組みます。また、河川の流域治水対策として戸倉

ダムの建設に向け、調査・研究を進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ꜛ ᾓᶘ  ͍ ͌    ☼ם
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ  ע

˲︠σ☼├˳ 

(͍)  ꜛ ḕẽχ ρᶨ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶘ ễӾϞּזᵓễӾπχꜛ ḕẽ Ӫ꜡χἴ  ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ⁯ ρה῝ Ί⁯ ◙τה῝ ήϦοΜϥ ῐ

Ỹʺ ӽʺ ỸζϦηϦχ χ ︢τϢϥᵫ

χṛ ρṝ σꜛ ˢ ˣχ ρᶨ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ₢╦ʾ ╦πχέϙχⱱκṑϤ֫ ʺ ╦ χӲⱱ

ʾ χὋ Є̋жКϯϷϱσςχ‰╦ χ ᵕ

ρ ῐ ӲЗ й̋рϿББЅσςχ ΰΜꜛ χ

σςχὋ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ῐ∞ σςρχ ὀτϢϥ πχέϙχⱱκṑ

Ϥ֫ ʺ ᵓτϢϥ ᾖχדʺ ᵕ ⱧỘʺ

χ ֵ ᴟχ ♁ʺ ῖ ├ Ẹṳᵓʾ ᴟ

һῐẸᵓσςτϢϥ χꜛ ῐᶨ χὋ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 χ῝׃ Ṑ Ϭ‰ϛϥθϛ ὓ̋ᵊ σ ʾӾ ρᵫ

ṛ σςτϢϥꜛ χ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯ ὓᵊτϜρξΨ σ χ ρʺ Ộ

ӦԌᵓτϢϥ σ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ᶨ χ ʺ̔̀ Ặᴞ ʾ Ộ ʾ›

ᴟ χ τϢϥ ├χ ʺ ʾ χ

► έ̋ϙχ ṏ ♁ ᴛ̋ χ ᴟσςτϢϥ

σςχױ ♁ρ ל  

ὺ ᴿ ˵ 

 ᴱ ʺ σς ᶨ χ  ὺ ᴿ ˵ 
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 ᾭ ЍЭχὺ χθϛχ ₰ʾᾆẕ ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎)  ꜛ ρχώϦΚΜχ ˤ › 2-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ϟᴱ ʺ χ σςρώϦΚΞꜛ ᾓᶘ

χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ꜛ ᾓχ◙ χӾיּ ρ Ϊ Ϧ χ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χН˔ЦϺв˔ϞϺарФʺϸЙ˔ʺὄ Ϥσς

χ όχπΦϥʺ йϼзϵ˔Єдрḕẽ χ

 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ╩├ʺ ʺꜛ ᶘ ʺꜛ ᾓʺϺарФσςχπ

Φϥ χ  
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 

 ʾЃЉрЊϳἪ σςχ ῐρ χ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 РЅдрˮϙϭσχ Ϭϙϭσπ︢Ϥϙϭσπᶚ

ΰϚ˯τϜρξΨ σςχיּ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͐˵͍˵͎ ὂḢ 

̙ᾝ ρᴿ  

美しい自然景観にふれ、ゆっくりと時間を過ごしたいという時代に入り、景観整備は村

民生活や特に国際観光にとって大きな課題となってきています。 

本村は３つの谷間の、片品川、小川、塗川などの河川沿いに集落が形成されています。

そして、尾瀬、丸沼、武尊などの自然景勝地やスキー場、温泉など、自然を活かした観光

がおこなわれています。 

河川は片品川など床固め整備が進められています。尾瀬をはじめ、ごみ持ち帰り運動な

どが全体に定着してきており、「片品村景観計画」を受けた各地区での花の苗や看板整備な

どの取組により、道路景観や集落景観は一層美しくなってきました。 

また、近年、わが国においても太陽光発電を中心とする再生可能エネルギーの普及が進

み、SDGs も多くの自治体や企業から注目されています。太陽光発電によって自身で消費

する電力を賄うことができれば、コスト削減につながるだけでなく、深刻化する地球温暖

化を中心とした環境問題の解決にもつながります。一方で、自然の中に人工物を建設する

ことになるため、景観を損なわないような設置を指導する必要があります。 

今後は、ごみの不法投棄防止や河川の清掃、道路脇の景観間伐の促進、地区ごとの特色

のある花づくりや自然と調和した看板づくりなど、村民とともに美しいむらづくりが求め

られています。 

̙ṁ  

「片品村景観計画」にもとづき、自然景観や集落景観などの保全、道路などの景観整備、

花いっぱい運動の継続や屋外広告物の規制、農村景観の保全、重要建造物の保全など、村

民と一体となって美しいむらづくりを進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

͎  

 

͓  
ᴿ 

ὂḢτ βϥ  ̋ ˵ 70 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍)  L χ ξΨϤχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ⁯∑ḢΊⱲ τ ᴂΰθᴸχ ξΨϤϬ ◙ΰʺᴸΜμ

ϊΜ֫ χὋ ρ ᾕτꜛ ΰοΜϥᴸσς ӽχ

ϬᶨΤΰθ︡  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᴸχ ︡ϤϞẔ₢ʾ ₢ ʾᴸ Ϭ ςΞΰπ Ϥ›Ξ

σς ӪῬ τϢϥᴸΜμϊΜ֫ χ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ὂḢτ βϥ ằʺῖ χ◦כσςʺˮ ὂḢ

ὓᵊ˯ʾˮ χ ΰΜὂḢϬ︢ϤӾοϥ τ˯Ϝρξ

ΨὂḢξΨϤχ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᶆ ỸπὂḢϬ―Πʺם“πΦϥ χ χ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ὂḢ τϜρξΨὂḢṛ ρ χᾁ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎)  ꜛ ὂḢχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ʾḮ ʾ σςχ Ϭ βϥꜛ ὂḢχ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

ל  χ Ῥ χὂḢḧ ρ Ẉ χ ῟ᶨ σς ה

ὂḢχ ʾ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

(͏) ᴪ ϙὂḢχ ρ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ꜛ ὂḢτ Ϊ₅ϭι σ ὂḢχ ρ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᴒᵰῲ⁮ χṛ Ϟ Ḣτ ΰθὺ σςχ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ῝Ặʾ῝׃☼ χ ᴟʺ χԁ Ϟ ʾ

χ ṏσςχ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ⁯∑ḢΊⱲ τ ᴂΰθʺꜛ ρ ΰθϩΤϤϞβΨ

ο ΰΜЂϱр☼ ˢӛ σςˣχ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ꜛ Ϟ σ ὂḢτ ΰθДЃϱрχ῝Ặὺ

χ ρʺ ḧὺ χДЃϱрχ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ϧθ╦ ὂḢϬᾒ ΰʺῲϛϥὂḢּא χᵫ℗ρ

ὂḢ χᾁ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 
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͐˵͍˵͏ ʾ  

̙ᾝ ρᴿ  

本村では、昭和 62 年（1987 年）までに村営住宅５棟 20 戸を建設しています。一方、鎌

田地区には民間アパートができており、賃貸住宅へのニーズは高いものと予想されます。 

今後は、若者の定住や団塊世代などの U・I ターンを促進するために、住宅地や民間賃貸

住宅の整備を促進するとともに、住宅・住環境の安全性・快適性の確保、まち並み・集落

景観の整備、高齢者仕様の住宅の普及、空き家情報の提供などが求められます。 

̙ṁ  

若者の定住や退職者の帰郷、田舎暮らし希望者の受け入れのために、住宅や宅地の供給

に努めるとともに、高齢者が生活しやすい住宅などの整備･普及に努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ʾ τ βϥ  ̋ ˵ 60.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

χיּבֿ (͍) ḕẽχ ˤ › 3-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

χיּבֿ  ʺUʾ IЌ˔рχθϛχʺ χ ρ ʾ

σςχ ằ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ְ χӲⱱʾᶨ  ὺ ᴿ ˵ 

 ἋΦᴪ χ ʺ ằρ Ộ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ְʾ χὺ  ᴿ 

ὺ ᴿ 
˵ 

(͎) Ῠσ ʾ ḕẽχ ˤ › 3-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶨ ʺᴞ ˢ῝Ặᴞ ʺ Ộ ☼ ʺ›

ᴟ ˣσςʺ ḕẽχ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ₳←ᵲϞ ←ᵲʺ ₢╦ᴲ╦←ᵲˢ‭ ʾ⁞֗ρχ

›←ᵲϬḯϚˣσςτӗ σ ʾ ḕẽχ  
ᴿ ὺ ᴿ 

 ằϞ ῢχ σςτϢϥ‰ ▫יּ χ

χ ẉ  
ὲ ♅ᴿ ˵ 

 ᵒῐ ᾑ χ ᵠ ʺ ạע ⱢỲ ⱧỘʺ

ᵲּי ⱢỲ ⱧỘσςχᶨ τϢϥ ϜΥ

ϙϞβΜгИН˔ЂиДЃϱрχᴪξΨϤχ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ḿᾑ ᴒᵔ ϒχ σς◦כχᾁ  ὺ ᴿ ˵ 
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ʾῲה῝ ͐˵͍˵͐ ʾ  

̙ᾝ ρᴿ  

本村は自然豊かな環境ですが、身近な子どもの遊び場、若者やファミリーの交流、中高

年の憩いと交流、健康づくりの場として、また、スポーツ・レクリエーション活動や観光

客の休憩などの場として、多様な公園・広場・緑地の整備が求められています。 

本村には、村中心地の寄居山公園と尾瀬大橋公園、遊歩道で結ばれた片品川沿いの片品

公園・村民運動場が整備され、越本地区には運動広場（山村広場）と水芭蕉の森、花咲地

区には背嶺ポケットパークが整備されています。 

今後は、村民との協働による公園の効率的な維持・管理と有効活用、河川沿いの親水空

間の活用、地域資源を活かした新しい観光名所の創造などが課題です。 

̙ṁ  

公園や広場･緑地の整備と維持・活用を図るとともに、河川や里山などで親子が遊べる魅

力ある環境の整備や新名所づくりのための調査・研究を行います。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ʾῲה῝ ʾ τ βϥ  ̋ ˵ 60.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍)  ̔̀ ʾῲה ʾ χӲⱱʾᶨ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ ựσ όʾἾΜʾῖ ʾ֫ χ ρσϥ῝הχӲ

ⱱʾ  
ὺ ᴿ ˵ 

 τϢϥ῝הʾῲ ʾ Ϟ ựσ ╦Ϟᴱ σςϬᶨ

ΰθ◓ςϜχ όσςχṐᵓξΨϤχ ρ῝ה

Ḛ ʾᶨ χ  

ὺ ᴿ ˵ 

Ϟה῝ (͎) ╦ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᴱ ρ “ΰθ ˔ϞТϮЬзיּבֿ̋ Ḣ̋Ίẁσςχῖ

χ ρσϥН˔ЦϺв˔ῲ Ϟ χה῝  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ὂḢḧ ρΚϩδθ ╦χ ῟ᶨ χᾁ  
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 

 χ χ ῟ᶨ  ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏϵзϯτΣΜοḢΊẁτϜ Κϥ◓ςϜχ

ό Ϭ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 ξΨϤχθϛχ ₰ʾᾆẕ ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

˵ 



 

 

 98 

͐˵͍˵͑  

̙ᾝ ρᴿ  

平成 20 年（2008 年）に環境省より平成の名水百選として「尾瀬の郷片品湧水群」が認

定されるなど、清涼な湧水に恵まれた本村では、湧水を水源として昭和 12 年（1937 年）

に鎌田地区に簡易水道を整備し、戦後の昭和 24 年（1949 年）には組合営による水道を設

置し、昭和 43 年（1968 年）には村に移管、昭和 49 年（1974 年）には統合して第２簡易

水道が発足しました。現在は中央、南部、栗生、針山、北部、戸倉の６簡易水道により水

の供給をおこなっており、施設整備などにより、年末年始など水需要の最盛期の断水は解

消されました。水道普及率は 99.5％（令和２年 11 月現在）で、１戸あたり年間使用量（専

用水道等を除く）は、令和元年度（2019 年度）では 284 ㎥です。 

今後は、限りある水資源の有効利用などとともに、施設の老朽化に伴う更新、整備と水

道技術管理者となりうる人材の育成、使用料の滞納対策などが課題です。 

̙ṁ  

豊かな湧水の活用を図るとともに、未給水地区の解消、老朽施設の整備を進め、更新計

画（アセットマネジメント）や経営戦略を策定することで経営健全化を図り、将来に向け

た効率的な運営と節水意識の向上に努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

τ βϥ  ̋ ˵ 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  



 

 

 99 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ɫᾛχᶎ ρằẚ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᾛ χ ױχל ♁ρӲⱱḚ ˢ ẏᴟΰοΜϥ

ᾛχᵠ ρ ῐТϴрІχ  ρ ˣ 
ὺ ᴿ ˵ 

 ẏ☼ χ  ʺᵠ ˢ Ḛσςˣ ὺ ᴿ ˵ 

 ẚ ӽχᵔ ρὓᵊ Τν῟ σḛӬ ḧχ

›χᾁ ʺ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ₰σςτϢϥ ᴷ χ τϢϥӗ ʺӗ σẚ

ρ χΰ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᶹ ʾׇ ḧχὉ Ḛχᾁ ʺ  ὺ ᴿ ˵ 

 ☼ χ ᴟρ←ᵲⱲχừẍẚ χᾁ ʺ ˢẚ

Ќрϼχᶎ ʺᴂẍ ẛ ʾ ῀ᴂכ χ σς  x
ὺ ᴿ ˵ 

(͎) χ ῟ ρ ⱧỘχ῟ ᴟ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ʺⱧỘ σςϒχ Ӫ꜡χἴ ρ σςχ

῟  
ὺ ᴿ ˵ 

 Τσ χᶨ χᾁ  
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ᾝ ᶎ ʺ ₰σςτϢϥḚ Ḛ ЄІГЭχ ᶎ

χΰ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ► χ ├χᾁ ὺ ☼םʺ ᴿ ˵ 

 Ṫ Ḛ ρσϤΞϥיּ ∙χӾ  ὺ ᴿ ˵ 
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͐˵͍˵͒ ᴞ  

̙ᾝ ρᴿ  

生活雑排水などによる河川の水質汚濁が問題となってきており、生活環境の向上のため

にも、下水道の整備は重要な課題です。本村では「片品村生活排水処理計画（平成 23～令

和 2 年度）」に従い、「公共下水道事業（越本・土出・戸倉）」「農業集落排水事業（花咲・

菅沼）」「合併浄化槽設置整備事業（区域外）」の３つの事業がおこなわれており、令和元年

度（2019 年度）の汚水処理人口普及率は 67.4％です。 

今後は、地域性や経済性など考慮し、適切な計画の見直しを図りながら、計画的・段階

的な整備を進めるとともに、整備された 5 地区においては加入率の向上に努め、健全な経

営を目指します。また、処理に伴い発生する汚泥の資源化を図り、循環型社会の構築を目

標とします。 

̙ṁ  

片品川源流の村として清流の回復を目指し、生活排水処理計画にもとづき、地域性や経

済性を考慮しながら公共下水道、農業集落排水施設の維持管理、合併処理浄化槽の総合的

な整備を進めるとともに、整備地区の加入率の向上や汚泥の活用などに努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᴞ τ βϥ  ̋ ˵ 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) ᶨ ὓᵊχᾋ ΰ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶨ ὓᵊχᾋ ΰ ὺ ᴿ ˵ 

(͎) ᶨ ⱧỘχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ↄϙ͑ Ỹπχᴞ ᴥ χ  ὺ ᴿ ˵ 

 › ᴟ χ ρʺ ᴟ χ›

ᴟ ϒχ Ḋ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᴟ ױ χ ԁ ṏ ὓᵊτϜρξΨ

ρױ χⱢᾛᴟ 
ὺ ᴿ ˵ 
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͐˵͍˵͓ ḕẽ־  

̙ᾝ ρᴿ  

国では、平成 12 年度（2000 年度）を「循環型社会元年」と位置づけ、循環型社会形成

推進基本法を中心に、各個別法を制定あるいは改正し、ごみの減量化・再利用・再資源化

などを進めています。本村の令和元年（2019 年）の一人一日あたりのごみの排出量は 1,491g

（可燃 1,319g、不燃 22g、資源 150g）で平成 26 年度（2014 年度）から増加しています。

総排出量については令和元年度（2019 年度）2,381t でここ数年減少傾向が続いています。

また、し尿処理については、施設老朽化のため平成 21 年度（2009 年度）より沼田市外二

箇村清掃施設組合に委託し処理をおこなっています。公共下水道、合併浄化槽などの普及

により片品川の水質は改善されつつありますが、加入率は 53.3%と低く今後の課題となっ

ています。 

今後は、循環型社会の形成に向けて、「不要なものは断る・購入しない（リフューズ）」、

「ごみを減らす（リデュース）」、「再利用する（リユース）」、「資源として再生利用する（リ

サイクル）」の４R の取組を促進し、最終処分場の延命を図るとともに、し尿処理や地域環

境保全の体制の維持、新興感染症対策などを進めます。 

̙ṁ  

一般廃棄物処理基本計画を策定し、ごみの減量化･資源化・再利用と処理体制の維持に努

めるとともに、し尿処理や環境美化の推進、新興感染症対策の推進を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

ᾕ  

 

͓  
ᴿ 

ԁ ԁ ΚθϤχέϙ  g 1,491 1,383 ὺ ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿḕẽ  ԁ ṏ ם ₰ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) έϙχᾚ ᴟƋ™ Ƌ™ χ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 έϙχᾚ ᴟʾ σςτΰΪθˮ ԁ ṏ ṁ

ὓᵊ˯χ ṍ σᾋ ΰ 
ὺ ᴿ ˵ 

 ᶘ ễӾʾּזᵓễӾπχέϙτḩβϥᶘ χ ρῲ

ᶨ χ σςτϢϥם ḕἷּזᵓχӪ꜡χᶎ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ḕẽϒχ ᴻχ Μ χ ˢϽз˔р† ʾϽз˔р

ˣχ  
ὺ ᴿ ˵ 

 έϙ ṐϞЀрЪІЌ˔ʺEMửσςχ ẉ  ὺ ᴿ ˵ 

 ẔτϞήΰΜ ξΨϤχ τϢϥᵃ χ

ϞйЅ χ ♁ 
ὺ ᴿ ˵ 

 έϙχ ˢⱢᾛʺᴦ ʺ ʺ ἷʺ ᵲσςˣχ

ρʺ ᶈ χᾁ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᴪ Ϟꜛ σςʺзЂϱϼиϬṰכּ ΪϣϦοΜ

ϥᾤ χ τϜρξΜθ ṏ χ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ṛ ⱧỘ τ βϥⱢᾛᴟὓᵊσςχ⌠ χ◙ σ

ςʺⱧỘὉέϙχᾚ ᴟʺⱢᾛᴟχ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ϼз˔рЈрЌ˔ʾзЂϱϼиФжЃχзЂϱϼи

ⱧỘƋέϙχᾚ ᴟƋⱢᾛᴟτϤ︡ ϚθϛχẤ ☼ ᴟ 
ὺ ᴿ ˵ 

 ᴪ έϙχ ᴟχᾁ  ὺ ᴿ ˵ 

(͎) έϙʾΰ χ χ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 έϙχ ẉό ⌠Ộχӗ χᶎ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ϸрƋϹжІόϭƋЧАЕЩЕиƋ♠ОАϼƋ Щ˔иʾ

ʾ╛Ⱡ τᴥΠοʺζχ ФжІЎАϼ Ṁ ˢ

Ей˔σςˣχ ẉό τνΜοχᾁ

ρ  

ὺ ᴿ ˵ 

 ϼз˔рЈрЌ˔χט ẉόἪ ᾉԁ ṏ

ЫІЌ˔ФжрˢῲӽᴟὓᵊˣτΰΪοχᾁ  
ὺ ᴿ ˵ 

 10 ˢ2028x ₇τ τσϥρ ήϦϥΩ

χ χᾁ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ϼз˔рЈрЌ˔χΰ ʾ ᴟ ױ χ

χӲⱱẉόῲӽᴟτΰΪοχᾁ  
ὺ ᴿ ˵ 

  



 

 

 103 

(͏) έϙχ ṏχ ♁ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ṏОЕк˔иσςʺᴱ ʺἋΦ ╦̋ σςϒχέ

ϙχ ṏ ♁ 
ὺ ᴿ ˵ 

 ḕẽ ᴟ֫ χ ˢ╩ έϙʾ ЌϱбƋНАГз˔ƋІ

Ϻ˔ ἇσςχᵕ ˣ 
ὺ ᴿ ˵ 

(͐) θσ־ ᴿ ϒχ ᴂ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ọḇ χ ρῲ ʺ ᵲ ʾᶈ ├χ  ὲ ♅ᴿ ˵ 

 Ԛ ḇ ϞḕẽШиЯр̞͍ʺЄАϼМϳІ ῙἪ̞͎ʺ

ᵲʺ ϱрТиϵрЃσςʺ θσḕẽ־ χᴿ χ

ρῲ ʺ ᵲ ʾᶈ ├χ  

ὲ ♅ᴿ ˵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

̞͍ḕẽШиЯрʿЍϱϷϺЄрϞ͙͙ͩσςʺ ΤΨ ⌠ ΥṮϩϦϥᴟᶘ χל

πʺ Ӱ ϞΥϭσςϬԏΦṞάβᴦ ΥΚϥ  ʻל

̞͎ЄАϼМϳІ ῙἪʿὺ∙ΤϣπϥШиЭϯиДПЖϞЍИʾ⇔ửσςʺע χἋṓױ

ΥᾖԍπԏΦṞάήϦϥὲῴ ᵲʻ 
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͐˵͍˵͔ ḕẽ  

̙ᾝ ρᴿ  

地球温暖化による世界的な異常気象など、地球環境問題への国際的な取組が求められる

とともに、生活に潤いを与える身近な生活環境の保全が求められています。 

本村においては、地球温暖化防止に向けて、省エネの取組などを進めるとともに、平成

23 年（2011 年）の福島第 1 原発事故による放射能汚染に対し、平成 24 年（2012 年）2 月

に食品放射能測定器を導入し、国は片品村戸倉サブセンター・沼山峠休憩所前・尾瀬沼ヒ

ュッテ前・見晴十字路付近へ可搬式放射線量測定器（RadiPA-1000）の「モニタリングポ

スト」を設置して監視を続けています。 

今後は、人為的行為が自然環境に及ぼす影響を常に考えながら行動し、地域環境と地球

環境の保全を図ることが求められます。 

̙ṁ  

温室効果ガスの排出抑制など地球環境の保全とともに、省エネルギーや身近な公害の防

止に努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ḕẽ τ βϥ  ̋ 61.8 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ẕḕẽχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ΥΣάσΞⱧ ʾⱧỘπ ήϦϥᴛע῟ᴮϹІχ⌡

ᾚ 
ὺ ᴿ ˵ 

 ᴛע῟ᴮϹІ⌡ᾚτΰΪθ ƋⱧỘּיƋ“ Υ ὀΰθ

ξΨϤρ Ẕᴛ ᴟ ♁ᶨ ԌτϢϥ ẉἴ

ᶨ Ϟ ӽχḕẽ χ  

ὺ ᴿ ˵ 

 ꜛ ►כּ χ ʺ ϵК ḕ̋ẽτϞήΰΜ χ σ

ςᴛע῟ᴮϹІ χ⌡ᾚϞ ▒ᴟ Ϭᾧ βϥ Ῥ

χ χ  

ὺ ᴿ ˵ 

(͎) ӽḕẽχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῝ᵲ ♁Ẹ σςτϢϥʺ῝ᵲχ  ὺ ᴿ ˵ 

 ῝ᵲχḗ♪ χ σςτϢϥ῝ᵲχם  ὺ ᴿ ˵ 

 ⁯ʾᾉρ ὀΰʺ בּ χ ρʺ ▀ Ϟ ʾ

ʾ╦∂σς ϒχֲốχḗ♪ρӗ τνΜοχἴ

 

ὺ ᴿ ˵ 

(͏) ϵКиϻ˔χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϵКꜛ χכּ ρꜛ ►כּ χ ʺLEDσς ϵ

КṐṀχ ʺ Ϟ ᴛ χ Ḛ ☼̋ χ ›

ᴟʺ‰ ▫ ᴟσςʺ χ ϵКиϻ˔χ  

ὺ ᴿ ˵ 

 χ ϵКиϻ˔ ᴮχPRτϢϤʺ ʾⱧỘּיχ

ϵКиϻ˔ϒχ︡ ρ  
ὺ ᴿ ˵ 

 Ыϱϸ˔ḢΊΤϣ῝Ặῖ ḢΊϒχ ḊϒΰΪθ Ϊ

Ϧ  

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏ χ ϬᶨΤΰθ ӽ ϵКиϻ˔χ

 

ϚϣξΨϤ

ḢΊᴿ 
˵ 
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͐˵͍˵͕ ↨ ʾ  

̙ᾝ ρᴿ  

本村では、利根沼田広域市町村圏整備組合により整備された沼田聖苑を利用するととも

に、墓地は寄居山公園近くの村営共同墓地と、既存の集落墓地を使っています。 

今後は、沼田聖苑の維持とともに、需給動向に対応した、村営墓地の整備が求められま

す。 

̙ṁ  

沼田聖苑の利用促進を図るとともに、今後の需給動向を把握しながら葬祭施設や村営墓

地の整備を検討します。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

↨ ʾ τ βϥ  ̋ ˵ 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

 

˲︠σ☼├˳ 

χץ (͍)  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ₢ ῲӽ◕ ί ›τϢϤ ήϦθ

χץ χ  
ᴿ ˵ 

χӲⱱ ὲץ  ♅ᴿ ˵ 

(͎) ְ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ṍ ְ χ σςʺ ρḚ χ  ὲ ♅ᴿ ˵ 
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͐ ˵ ͎  ᶨӗ  

͐˵͎˵͍ ʾẎẍ 

̙ᾝ ρᴿ  

本村の消防体制は利根沼田広域消防東消防署（沼田市利根町）の常備消防（21 名）と片

品村消防団（８分団 204 名）による非常備消防で構成され、令和元年（2019 年）では、３

件の消火活動と 390 件の救急出動をおこなってきました。 

旅館・民宿・ペンション・ホテルなど、200 軒、約 10,100 人収容の宿泊施設が分散立地

する観光地でもあり、消防水利や防火・避難体制の整備、防火訓練の啓蒙普及などを図る

とともに、片品村消防団では、団員の確保、機材・装備の計画的整備、東消防署との緊密

な連携による研修・訓練をおこなってきました。救急業務は利根沼田広域消防東消防署で

おこなっていますが、救急車が１台であるため、越本に片品ヘリポートを整備し、搬送体

制の強化を図るとともに、平成 28 年度（2016 年度）に AED（自動体外式除細動器）を村

内の体育館など８箇所に設置し、救急講座による啓発を図りました。 

今後は、広報などによる村民への防火意識の啓発、消火・防災訓練の充実を図るととも

に、山林火災への対応、消防団員の確保と昼間の消防体制の整備、情報体制の強化、国際

観光時代に対応した避難・救急対策などが課題です。 

̙ṁ  

利根沼田広域消防東消防署による広域消防･救急体制の整備とともに、村内の消防団と消

防施設の整備･充実を図ります。 

 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ᴲ← Ὧ  Ὧ ͍ ͌ ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) χếᴟˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ₢ ῲӽ χ ʾ  ˵ ᴿ ם

 Ԍχᶎ σς χếᴟρ ʾⱧỘ χ

ṍ ᴲ χếᴟ 
ᴿ ˵ 

‰χיϞὊְּיּ  ᴟτ ᴂΰθʺ Ḭʾ ʾЧрЄ

дрʾШГиσςχ ☼ χ ᴲʾ ṍ ᴲʾ ʾẎ

χếᴟ 

ᴿ ˵ 

 ᴲ ʺ ᴲ σςχ χ Ϟ   ᴿ ˵ 

(͎) ᴲӪ꜡χ‰ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῲ ᶨ Ϟ ᴲἩ σςτϢϥ χ ᴲӪ꜡χ‰ ρ

ꜛ︠ ᴲʾ ← χếᴟ 
ᴿ ˵ 

 ḢΊ ẁʾᵰ⁯ ḢΊẁσςϒχ ᴲ◘ χἴ ρ

χ  ם

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͏) Ẏẍ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ʾⱧỘ ϒχᴂẍ︣ σςẎẍ χ ʾᶈ ρ

῝Ặ☼ ϞḢΊ☼ σςϒχAEDχ  
ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ϋρϤ ϣΰ‰ Ϟיּ χϙ‰ יּ ϒχᴲ←

Ṁʾừẍ σςτϢϥ ӽΩϥϙχẎ ʾẸ

χᶎ  

ὲ ♅ᴿ ᴿ 

˔ϒχừẍⱲχХзЀФЌיּ╦  χẎ Ἡ ρ☼ם

ᵰ⁯ ḢΊẁʾ ϒχẎẍʾẎיּ╦ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ◕ ρχ ὀτϢϥ ⱳʺ╣ⱳẎẍӺ χẎẍӺ

χếᴟ  
ᴿ ˵ 
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͐˵͎˵͎ ← 

̙ᾝ ρᴿ  

近年の異常気象により、各地で集中豪雨が発生するとともに、地震・火山活動の活発期

に入っています。 

本村は 90.0％が森林に覆われ、風化分解した土壌の急傾斜の山地が多いため、台風・集

中豪雨・豪雪などにより災害の発生する危険性は極めて高い状況です。また、片品川左岸

には活断層が通り、中越地震では震度５弱を記録しており、地震と土砂災害との複合被害

も想定する必要があります。また、日光白根山は気象庁の常時観測火山であり、日光白根

山火山防災協議会において気象庁は中規模のマグマ噴火が発生した場合、片品村側に最大

到達距離が 13km の火砕流が発生する可能性があるとしています。 

本村では、災害時の避難所として体育館などの公共施設の有効活用をおこなう他、旅館

組合と連携した１家族１部屋の避難所の整備も進めています。 

今後は、各地で起きている地盤災害や地震・火山災害などの教訓をもとに、「地域防災計

画」（平成 25 年策定）の見直しをおこないながら、崩壊防止対策事業、砂防ダム、流路工

などの整備や火砕流対策を実施するとともに、村民の防災意識を醸成し、「自助」「共助」

の自主的な防災活動をおこなう自主防災組織の普及を図り、村民・事業者・行政が連携し

て取組を進めることで、ハード・ソフト両面の防・減災対策を推進していく必要がありま

す。また「災害応援協定」を結んでいる蕨市や「災害時相互応援に関する協定」を結んで

いる上尾市、日光市などとの連携を強化します。 

̙ṁ  

地域防災計画にもとづき、治山･治水・防雪・地震・火山対策を進めるとともに、村民の

防災意識を醸成し、地域での自主防災組織の育成と役場の初動体制の整備などを進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

←ʾᾚ← ├τ βϥ  ̋ 67.1 70.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ⱶ╦ʾⱵ ʾ ├χ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᾛΤϭ ӗ χ ʺ χ ʾӾ τϢϥ χ

χΰ τϢϥ←ᵲχ ♁ 
ὺ ᴿ ˵ 

 ₳ Ϭ ♁βϥθϛχⱵ╦ⱧỘʺ₳ ├ⱧỘχ

 
ὺ ᴿ ˵ 

 ẍἱּהʾ ʾ Ḿᾑ Ỹτ βϥ ├ⱧỘχ ρ

ḗ♪ χᶎ ʺᵫ χṛ  
ᴿ ὺ ᴿ 

 Ῥʾ ᾧϛῬσςᴱ χ ρᴱ Ḛ χ

ếᴟʺ֗ ├ⱧỘχ  
ὺ ᴿ ˵ 

 Ⱶ╦ʾⱵ ʾ ├σςτΚθμοχ ꜛ ἷῬ χ⅜

σςτϢϥꜛ ḕẽʾὂḢϒχ  
ὺ ᴿ ˵ 

(͎) ʾᴲ╦ ├χ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῝Ặʾ῝׃ὺ χ χם☼ρ χΰ ʺ Ϟ

Ệʺ ᴞ ☼ χ χếᴟ 
ᴿ 

ễӾӦԌᵓ 

ὺ ᴿ 

 Ί ₢╦χᴲ↓ ├χ  ᴿ ˵ 

(͏) ӽ ← χếᴟˤ ☼├˥ʕ › 3-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ←ᵲⱲχ ṍ ᴲʾ σςϬ ᵫβϥᶆ Ỹꜛ︠

← χ ẉʾ  
ᴿ ˵ 

 ᶆ ỸτΣΪϥ ←Ἡ χם☼ ᴿ ˵ 

 χ ˢᾤ ← Ϟ←ᵲЮ˔и ʺ

←Ш˔ЭЧ˔Ѕσςˣ 
ᴿ ˵ 

 ῲӽʺ Ί◕ʺ ◕ʺ ◕ʺ ◕σςʺῲӽϞ

ᶖק σςρχ ῀←ᵲᴂכ χếᴟ 
ᴿ ˵ 

 ₳←ᵲ ♁ τϜρξΦʺὕᵞỸӽχ◙ τνΜοᶆ

Ỹπ ᵓϬם☼ 
ᴿ ˵ 

☼אָ  τꜛᴪ χ ₰ʾᾆẕ ᴿ ˵ 
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←ᵲḾᾑỸӽχ◙  

 

 

Ỹӽ ᴷ  Ḛ  

(͍)  Ḿᾑὄ  71s ˣ ⁯ ῖ  

(͎)  ẍἱּה ᵗḾᾑỸӽ 

ϯẍἱּה ᵗḾᾑỸӽ 

ϱẍἱּה ᵗḾᾑᴷ  

 

35s ˣ 

70 

(͏)  βϓϤḾᾑᴷ  ͎ˢ35.6haʺ27.4haˣ 

(͐)  ₳←ᵲὕᵞỸӽ 

 

ẍἱּה χ ᵗ 

βϓϤ 

182 

53 

127 

͎ 

(͑)  ₳←ᵲ ὕᵞỸӽ 

 

ẍἱּה χ ᵗ 

βϓϤ 

178 

51 

127 

͌ 

(͒)  Ḿᾑᴷ  56 

(͓)  ╦ ←ᵲḾᾑ Ỹ 

╦ ᵗḾᾑ Ỹ 

βϓϤḾᾑ Ỹ 

ᵗ ₳ Ḿᾑ Ỹ 

180 

104 

͍ 

75 
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͐˵͎˵͏ ῖ ӗ ʾ  

̙ᾝ ρᴿ  

県内の交通事故は近年、減少傾向にありますが、65 歳以上の高齢者が占める死者の割合

は増加しています。歩行中と自転車走行中がほとんどを占め、死亡事故は夜間に多発して

います。本村の交通事故発生件数は、令和元年（2019 年）は、８件、死者１件と減少傾向

です。 

犯罪は平成 15 年（2003 年）から 12 年連続で減少傾向にありますが、悪徳商法や振り込

め詐欺、ストーカーや家庭内暴力（児童・高齢者虐待、ドメスティック・バイオレンス）、

カード被害やコンピュータ犯罪、子どもを狙った凶悪事件など、犯罪の巧妙化と多様化が

進んでいます。本村では沼田警察署尾瀬駐在所など関係機関と連携をとりながら防犯運動

の推進に力を入れてきました。 

今後は、「高齢者、歩行者・自転車、夜間」などの交通事故をなくすために、道路の危険

箇所の改良、交通安全施設の整備が求められるとともに、交通安全に対する村民一人ひと

りの意識をさらに高める必要があります。また、子どもや高齢者に対する犯罪などの防止

に向けて、地域ぐるみの防犯体制を強化し、犯罪の未然防止に努める必要があります。 

̙ṁ  

幹線道路や生活道路の整備、運転者と歩行者に対する交通安全教育などを進めるととも

に、特に高齢者の交通安全対策を充実します。また、地域ぐるみの防犯活動により子ども

や高齢者などの安全の確保を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ῖ ӗ ʾ ├τ βϥ  ̋ 69.2 80.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ῖ ḕẽχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῖ Ⱨᾮχᾖԍ ₰τϜρξΨʺ כּ χ ῖ̋ Ḿᾑ

ᴷ χᵠ ʺ ᶘ Ϟꜛ כּ χ  
ᴿ 

ὺ ᴿ 

ễӾӦԌᵓ 

 Ϲ˔Жй˔иʾϸ˔УЬж˔ʺ ꜘχ ʺ ὫτϢ

ϥⱧᾮ χ︣ τ ӪϬ βḘ σςʺῖ ӗ

☼ χ  

ᴿ ὺ ᴿ 

(͎) ῖ ӗ Ӫ꜡χ‰ ρ ᵲּי ├χ  ם

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ῖ ◙ ԌτϢϥῖ ◙ σςʺ ⱪρ‰ Ϭיּ τʺ

ῲΜ Ϭ τΰθῖ ӗ ễӾχ  
ᴿ ˵ 

 Є˔ЕЦиЕϞХиЮАЕʺ Ί χ∙בּ Ԑ̋ ֫

χ ♁σςʺ֫ τיּ βϥῖ ӗ Ӫ꜡χ  
ᴿ ˵ 

 ‰ ϒχיּ Ί ϽАЇχ∙בּ ρ ḧ “Ⱳχ

χ  
ᴿ ˵ 

 έρ πχῖ Ⱨᾮ Ộ χ  ˵ ᴿ ם

(͏) χếᴟ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᵲⱧ Ϟ √χ︣ῢσςᶆ ἴ Ɫ χ ʺ ễ

ӾϞ „℅ʺ ʺ ◙ τϢϥ Ӫ꜡χ‰  
ᴿ ˵ 

 ӽ ᶨ χ ρʺᶘ ʾᴪ ʾ ӽʾ“ ʾὕ╔σ

ςχ ῀Ẹ τϢϥ ӽΩϥϙχ χếᴟ 
ᴿ ễӾӦԌᵓ 

 ОЕк˔иχם☼σςʺᴪ Ϟ ӽρχ ὀτϢϥ

ᶘ ʾ ᶘ σςπχ◓ςϜχӗ ᶎ  
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ḧχ √ ♁τΰΪοʺḾᾑᴷ σςϒχ ḇЈрЂ

˔ χ ʾᵹ χ ρ σӲⱱḚ  
ᴿ ˵ 

 ᴪ Ϟ ӽρχ ὀτϢϥ χ “χ ♁ρ

χ ♁ 
ᴿ ˵ 

 ḩἰṐḩʾᶆᴿʾ ӽχ ὀτϢϥІЕ˔ϸ˔Ϟᴪ

ˢⱪ ʾ‰ ẃיּ ʺЖЮІГϰАϼʾНϱϷйрІˣ

χ ᵲ ♁ 

ᴿ ὲ ♅ᴿ 
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͐˵͎˵͐ ᶨ 

̙ᾝ ρᴿ  

インターネット販売や通信販売・訪問販売などの増加、次々と開発される新製品・新サ

ービスや外国製品の輸入増、クレジットカードの普及と消費者金融の普及、製造物責任（PL）

法の施行、消費者契約法の制定など、消費生活は大きく変化してきており、さまざまなト

ラブルも生じています。 

今後は、的確な情報を提供し、消費者の意識を高めるとともに、相談体制の整備を進め

ていく必要があります。 

̙ṁ  

通信販売やカードの普及など、消費生活の多様化･高度化･複雑化による消費者の不安や

トラブルに対し、情報の提供と相談体制の充実、消費者活動の促進に努めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

ᾕ  

 

͓  
ᴿ 

Κμ   ͌ ͑ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢ẤσςʿϚϣξΨϤḢΊᴿ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ằρ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

ЕжУиʺӂיּ  ʺϸ˔Ж ▀Ϟ σ ʾ

Ђ˔РІσςτḩβϥ χ ρ ằ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᾉ ᶨЈрЌ˔Ϟ ῲӽχ ◕ ᶨЈрЌ

˔χἂ ρ ΰϞβΜ ξΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

ᶨיּ (͎) χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᶨ σςχ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χӗ ϞзЂϱϼиᶨ σςχ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 π Μ ϬΰοϜϣΠϥϢΞσῬ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͐ ˵ ͏  ӽṁ  

͐˵͏˵͍  

̙ᾝ ρᴿ  

平成９年（1997 年）の本村の総面積は 39,201ha で、森林 35,706ha（91.1％）、農用地

873ha（2.2％）、水面河川 585ha（1.5％）、道路 291ha（0.7％）、宅地 185ha（0.5％）、そ

の他 1,560ha（4.0％）で、農用地の内訳は田 227ha（0.6％）、畑 562ha（1.4％）、採草放牧

地 83ha（0.2％）です。約１／２にあたる東北部一帯は、尾瀬国立公園の指定を受け、優れ

た自然環境の保全と整備、活用が図られています。また、昭和 30 年（1955 年）代からス

キー場、ゴルフ場、ペンション村の開発、民宿村やスポーツ施設、温泉などの開発が進め

られましたが、平成４年（1992 年）をピークに観光客は減少を続けています。本村では、

平成 11 年（1999 年）に「国土利用計画」を策定し、計画的な土地利用の推進を図ってい

ます。 

今後は、尾瀬を始めとする貴重な自然環境の保全と自然を活かした観光利用を進めると

ともに、若者定住のための住宅地と居住環境の整備、優良農用地の保全と遊休農地の有効

活用などが求められます。 

̙ṁ  

国土利用計画にもとづき、自然公園区域などの森林や優良農用地の保全を図るとともに、

防災や景観に配慮した土地利用の誘導と、遊休地の有効利用の促進を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

χ ᶨ ⱧỘᴷ  ᴷ  5 6 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ⁯ ὓᵊ  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍)  ꜛ σ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ꜛ ה῝ τϜρξΨʺ Ḯ̋ ʺ σςχꜛ χ

ʾ™ ρʺꜛ ϒχ ᴻϬ™ ᴦ σйЦиτΰθḢ

Ίʾйϼзϵ˔Єдр χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χ ρӾ χ  ὺ ᴿ ˵ 

 σςχḕẽʾὂḢχ ρ Ẉ χ ῟ᶨ  ὺ ᴿ  

(͎) χ ῟ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮ ›ὓᵊ˯ˮ ⁯ ὓᵊ˯ˮ Ộ ọ ӽ ὓᵊ˯

σςτϜρξΨὓᵊ σ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ᴿ 

ὺ ᴿ 

 ꜛ ḕẽʾὂḢϞ ←σςӗ Ϭ ♪ΰθʺḩἰ

Ϟˮ ὂḢὓᵊʾὂḢ ˯τϜρξΨ σᵫ

ρᵫ ◙  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮ χỏ˯ϵзϯχτΧϩΜξΨϤτΰΪθἋΦ

ᶨ ρ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ḼỘ ʺḢΊ ọτΚθμοχ χ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χ ʾ ρ Ẉ χ ῟ᶨ  ὺ ᴿ ˵ 

 χ ῟ᶨ  ᴿ ˵ 

 Ḿᾑ ᴒᵔ τϢϥ χ ῟ ϒχ◦כᾁ  ὺ ᴿ ˵ 
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͐˵͏˵͎  

̙ᾝ ρᴿ  

村内には沼田から日光へ国道 120 号線、大清水へ国道 401 号線が、みなかみ町へ主要地

方道水上・片品線、川場村へ主要地方道平川・横塚線が走っており、平成 25 年（2013 年）

には椎坂トンネル（椎坂バイパス）が完成し、沼田 IC まで約 10 分間の短縮と、冬季スキ

ー客の混雑緩和が図られました。 

今後は、災害時の孤立防止と安全性・利便性の向上に向け、国道の拡幅改良、尾瀬の郷

エリアとビューポイントの整備、金精峠の年間開通などが求められます。また、幹線道路

の整備はほぼ完了したことから、適切な維持管理と改良、ユニバーサルデザインの安全な

道づくり、フラワーロード整備、防災や交通安全機能の充実、健康ウォーキングの道づく

りなど、生活道路の質的な向上が課題です。 

̙ṁ  

国道 120 号線、401 号線、主要地方道水上･片品線、平川・横塚線など幹線道路の拡幅改

良、金精峠の年間開通、尾瀬の郷エリアとビューポイントの整備などを国・県に要望する

とともに、安全で美しい、ユニバーサルデザインの道づくりなど、村道・農道・林道など

の総合的・計画的な整備を進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ḧ ᵠ ᴷ  ᴷ  ͑ 10 ὺ ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ὺ ᴿ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ḅ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ʾ ʾ σςʺ χ ṍ ʾ › σὓᵊ

τϜρξΨ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ←ᵲⱲχᾩ ♁ρ ṍχ ᵔ τΰΪθ⁯ 120‹

χỲ ḧᵫ ⁯̋ ʾᾉ χᶈ ᴟχḩἰṐḩϒχ

 

ὺ ᴿ ˵ 

 “ẁχẈἾρ ằχ ρσϥ χỏϵзϯρР

в˔ЪϱрЕˢ Ấ ˣ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

(͎) ᶨ χ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϒχừẍּכ Ϟ χכּ “τΰΪθḅ χ

ᶈ Ϟ ᵠ χᵠ χὓᵊ σ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᶨ ρΰοχ ᶤϜⱱν ʺ χὉ σ ʾ

ᵠ  
ὺ ᴿ ˵ 

 χὲῴ ρ ΨḢΊ ξΨϤτΰΪθϳ϶˔Ϻр

ϽЀ˔Іʺ ΨІϺ˔Ѐ˔Іχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ρχẸ τϢϥ χ ʾӲⱱḚ χ  ὺ ᴿ ˵ 

(͏) ḕẽχΰ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χᶈ ẍ̋ϸ˔Уσςῖ ⱧᾮḾᾑᴷ χᵔ ῖ̋

ӗ ☼ χ ʺ ṗ Ὣ χᵠ σςӗ σ ξ

ΨϤ 

ὺ ᴿ ˵ 

 ὓᵊ σ β̋ϙϞΤσ←ᵲ ẛσςʺ χ σӲ

ⱱḚ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ‰ σ Ṑᵣχ ʾ ʺσςם χ῟ σ  ὺ ᴿ ˵ 

 έϙχ ṏχᵔ ρ ᶨ χ  ὺ ᴿ ˵ 
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͐˵͏˵͏ ῝Ặῖ  

̙ᾝ ρᴿ  

マイカーの普及により、公共交通の維持が困難になる一方、団塊世代のマイカーリタイ

アなど高齢化と過疎化、大都市の若者のマイカー離れが進み、公共交通の役割はますます

重要となってきています。 

本村には、定期バスが 13 路線（全路線村内区間村民利用時の運賃補助を実施）、廃止路

線代替バスが１路線（鎌田～花咲）あります。 

今後は、高齢者や観光客の持続的な交通手段の確保に向けて、利用しやすい公共交通確

保の見直しを検討します。 

̙ṁ  

高齢者や通学児童生徒、観光客などのために、バス路線の利便性の確保に努めるととも

に、他の交通の手法についても検討します。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

‰ НІ ḧ ẁ   1,700 1,800 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ḢΊẸᵓ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) НІῖ χӲⱱʾ ρם ˤ ☼├˥ʕ › 2-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ỡʾ ᶘʾ Μ ʾ ԚʺḢΊσςχНІ χ ρ

֫“χᶎ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ϞḢΊẁτ σ֫“Ѝϱбχᾋ ΰϞ χ

˔Тзʺם ‭χ ᾁ σςτϢϥНІ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Іϼ˔иНІσςϬ ΰθῖ ︣ χᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯∑ḢΊχ Ϟ χỏϵзϯ τ Ξᶹ ˙ Ί

ḧχḢΊНІχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ἃ ʾ Ằ⁯∑Ἃ ʾ ẰׄσςΤϣχ ‰ НІ

χᾁ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ẹ ꜛⱵ ρχЄаЕиНІ֫“ʺםᾓʺᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͐ ˵ ͐  ʾϵКиϻ˔ 

͐˵͐˵͍ ӽ  

̙ᾝ ρᴿ  

携帯電話・スマートフォンやタブレット・パソコンの普及、インターネットによる情報

発信や情報交換、注文・販売の拡大、地上デジタルテレビ放送への移行など、急速に情報

化が進んでおり、グローバル時代に対応した情報化の推進を図っています。 

本村では、「片品村情報化推進計画」（第１次、２次）のもとで、庁内情報ネットワーク

の整備、ホームページ開設、地上デジタルテレビ放送難視聴エリアの解消や FTTH （ファ

イバー・トゥ・ザ・ホーム：家庭向け光通信網）による情報通信インフラの整備に取り組

んできました。 

今後は、片品村の仕組みを活かしながら、引き続き行政手続きの情報化など住民サービ

スの向上を図るとともに、情報通信技術（IT ）などに精通した人材の養成をおこない、国

際観光地としての公衆無線 LAN の整備、世界へ向けた村内情報の集約・発信を充実する

ことが課題です。 

̙ṁ  

片品村の規模にあわせた行政手続きの情報化をさらに進めるとともに、国際観光時代に

対応した公衆無線 LAN 整備と情報受発信力を高め、住民サービスの向上と地域産業の振

興を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ṁ χ ʾʝ τ βϥ  ̋ 56.9 60.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) “ ᴟχ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 GISϬ ΰθ←ᵲ ЄІГЭχ  ẉό֫  ᴿ ˵ 

 ◓ ЄІГЭχ  ẉό֫  ᴿ ˵ 

 ◓ ЄІГЭχ  ẉό֫  ᴿ ˵ 

 ᶘ ễӾКАЕм˔ϼχ  ẉό֫  ễӾӦԌᵓ ˵ 

 НзϯТз˔Ϭ⅜Ϥ ϦθʺᶆᴿτϢϥШ˔ЭЧ˔

Ѕχ  ם
ᴿ ˵ 

(͎) ӽ ᴟχ ˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӽϒχУк˔ЖНрЖs ‰ ᵕ ʿΊТϮϱ

Н˔ϞADSLσςˣχ ˢ ӽḧᶊ₯χᵔ ˣ 
ᴿ ˵ 

 ⁯∑ḢΊⱲ τ ᴂΰθ῝ LANχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯∑ᴟτ ᴂΰθ ʾ ʾ χΰ σςʺ

ᶘ ễӾϞּזᵓễӾτΣΪϥ ʾЀЬвИϾ˔Єдр

ễӾχ  ם

ễӾӦԌᵓ ˵ 
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͐˵͐˵͎ ӽ ϵКиϻ˔ 

̙ᾝ ρᴿ  

石油や石炭などの化石燃料の大量消費により、地球温暖化の進行や異常気象などが進む

中、令和２年（2020 年）以降の温室効果ガス削減に向けたわが国の約束草案は、エネルギ

ーミックスと整合的なものとなるよう、技術的制約、コスト面の課題などを十分に考慮し

た裏付けのある対策・施策や技術の積み上げによる実現可能な削減目標として、国内の排

出削減・吸収量の確保により、令和 12 年度（2030 年度）に平成 25 年度（2013 年度）比

▲26.0%の水準（約 10 億 4,200 万 t-CO2）にしました。 

本村においては、庁内での省エネルギーの取組や省エネの啓発活動を進めてきました。

今後は、省エネの取組と並行して、地域資源を活用した地域新エネルギーの研究・開発と

活用促進を求められます。 

̙ṁ  

太陽熱・太陽光利用、小規模水力発電や風力発電、バイオマスエネルギー、雪エネルギ

ーの利用など、地域新エネルギーの活用を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

☼ π ᴦ ρ ήϦϥ

ˢ ḧ ˣ 
MWh ˵ 2915.3 ὺ ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿᾉ ₰ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ӽ ϵКиϻ˔χᶨ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 Ϟ Ί ʺ Ộ σςϬ ΰθ

ʺ כּ Н̋ϱϷЫІϵКиϻ˔̞͍ ᴛ̋ ₯ϵКиϻ

˔̞͎σς ӽϵКиϻ˔χ ₰ʾᾆẕ 

ὺ ᴿ ˵ 

 Њ˔ж˔МϳІˢ Ί ʺ ᴛ Ṁσςˣ̋ ṛ

ʺ НϱϷЫІל ˢ Ϟ ʺЧйАЕІЕ

˔Уˣ̋ ױ Ϟ έϙσςχЮЌрϹІ ʺЀ˔ЅϴК

й˔Єдр̞͏χ σςʺ ӽ ϵКиϻ˔χ  

ὺ ᴿ ˵ 

 ʺ῝Ặ☼ ϒχ ᾛˢ ᾛρΰοϜ ˣ

ρΰοʺ Ί ЄІГЭ χ ₰ʾᾆẕs Ί

+ ˣ 

ᴿ ˵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

̞͍НϱϷЫІϵКиϻ˔ʿ ∙Ϟ έϙʺΰ ױʺ σςχ Ɫᾛχ ϞЮЌрϹІτ

ϢϥϵКиϻ˔ʻ 

̞͎ᴛ ₯ϵКиϻ˔ʿ Ϟ σςϬ►μθʺП˔ЕЪрФϞ ῖḊṀτϢϥϵКиϻ

˔ʻ 

̞͏Ѐ˔ЅϴКй˔Єдрʿ Ṑḩʺᵰ Ṑḩσςχ Ϭ ΰο ʾᴛ ʾ Ϭ

︡Ϥ ΰʺ ›ϵКиϻ˔῟ Ϭ‰ϛϥʺ ΰΜϵКиϻ˔ằẚЄІГЭˢϵЀϳϰиʺϵ

КТϮ˔Эσςˣ̒   
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高原野菜や果物などの生産、尾瀬や温泉、農業、スキー場、歴史・文化などの地域資源

を活かした国際的な体験・滞在・反復型の観光地を目指し、若者が働きたくなる活気のあ

る産業のむらづくりを進めます。 

【関連する SDGs】 

      

 

 

 

͑ ˵ ͍  ϜχξΨϤ 

͑˵͍˵͍ Ộ 

̙ᾝ ρᴿ  

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）により、高付加価値の農産物生産へのシフトがお

こり、農産物全体の価格低下が懸念される一方、安全で質の高い農産物の輸出チャンスが

生まれています。 

本村の農家数は 413 戸（うち、認定農業者 91 人、専業農家 70 戸、第１種兼業農家 26

戸）、農業就業者数は 345 人です。平成 30 年度（2018 年度）農業産出額（推計）15.9 億

円で高原野菜がほとんどを占めています。兼業農家の高齢化が進み、後継者不足や担い手

農業者は減少していますが新たな就農者も微増しています。 

本村では、急峻な地形、夏の冷涼な気候、高地ならではの昼夜の気温差を生かした、よ

り高付加価値の高原野菜（トマト・トウモロコシ・レタス・大根など）や舞茸、りんご、

そして在来種の大白大豆や花豆などの豆類並びに冷涼な気候を活かした花卉栽培がおこな

われています。今後は、トマトのブランド化、道の駅などでの農産物などの直売、収穫体

験や「尾瀬ブランド」の加工食品、新規就農者の受け入れなどに取り組みます。 

村では平成 17 年（2005 年）に構造計画特別区域計画「尾瀬の郷・片品村どぶろく特区」

の認定を受け、平成 28 年（2016 年）に「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構

想」を更新、平成 30 年（2018 年）に「中山間地農業ルネッサンス事業に係る片品村ビジ

ョン」を作成し毎年見直しをおこない支援に取り組んできました。 

今後はさらなる高付加価値型農業のさらなる推進のために、冷涼な気候を活かしたブラ

ンド農産物の育成と、観光と連携した名物料理・名物お土産などによる地産地消の推進、

▀Ộʾᾼ ʿֿיּבΥΜΦΜΦρ ΨϚϣξΨϤχθϛτ 

 

͑  

産業・雇用：若者がいきいきと働く       ５－１  ものづくり 

むらづくりのために        ５－２   商業・観光・雇用       
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ブランド加工品の生産・販売・担い手の確保が課題となります。また、年々増えている有

害鳥獣被害はさらに深刻化し野菜など作付の減少に結びついており、有害鳥獣被害防止対

策の課題が顕著となっています。 

̙ṁ  

高地性気候を活かしたブランド農産物の振興を図るとともに、観光と連携したブランド

加工特産品の開発と地産地消の推進、グリーンツーリズム（農業を活かした観光）の推進、

農業後継者育成と新規就農者の受け入れなどを図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

Ộχ ọτ βϥ  ̋ 55.4 60.0 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ ϯрϾ˔Е 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) Ộχ Μ︣χӾ ʾᶎ ˤ ☼├˥ʕ › 1-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ỘϒχᾹϤϬӾοϥ Ộ ᾓễӾχ ễӾӦԌᵓ ὺ ם ᴿ 

 UЌ˔рχ ỘῇὋּיχӾ ρʺ ṛ Ϟיּ Ộ Ộ

χיּ › ʾὉ σ Ϊ Ϧ χ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᴪ ὊְẸ χ Ὣχ◦כσςֿבΜ χ ὺ כ◦ ᴿ ˵ 

 Ộּיχᶎ ρ Ộ ▀ ᴟσςχ◦כ ὺ ᴿ ˵ 

 ᴟϞ ⌠Ộχ Ӧ σςʺ Ϟ ‰ʾיּ χְיּ

ʺρכ◦ Ộּי Ỳ σς Ộּי ♅χΰ  
ὺ ᴿ ˵ 

ρχיּ  ὀ ᴥ̋Ῥ Ḣ̋Ί Ộʺ ᾓ Ộσςχ

σ ṛ Ὂְ ᴪχ◦כ 
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

(͎) χ ʾ ῟ᶨ ρ ṁ χ ˤ › 1-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σᵫ χ ρ χ ʾᶎ  ὺ ᴿ ˵ 

 Ӫ Κϥ Μ︣ϒχ χ ρϕ ʾ ʾ—⌠

ʾ Ộ ʾ σςχṁ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ζωϞᴸ σςᴸχ ὂḢ⌠ ⅝ σςʺ χ ξΨ

ϤϞ ▀ᴥῬ ᵫ ρ ὀΰθ—⌠ ṏ χ ῟ᶨ

χ  

ὺ ᴿ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 τϢϥ ᵲ ├χ  ὺ ᴿ ˵ 
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(͏) ṛ ỘχӾ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ ᴟρⱢỲ ᶨ χ  ὺ ᴿ ˵ 

 ₢ ỘẸ ›ʺ ₢ ỘⱧ ẉ◙ ᴿ

σςρχ ὀτϢϥʺᾆẕʾᵫ ʺ◕ ᵫ ʺְ ◙ ʺ

Ὂְ◙ σςχṐ ếᴟ 

ὺ ᴿ ˵ 

 ⌠ Ϟ ├ χᶨ ʺ Ṑ χᶨ τϢϥ ξ

ΨϤʺ ⌠ χᶎ σς ⌠ ᵲ ├χ  
ὺ ᴿ ˵ 

 Ὂ ʾὊְ σςχθϛχOAᴟχ  ὺ ᴿ ˵ 

 ⌠ἷʾ χᵠ Ϟ ⌠ χ σςτϢϥ‰ ᴟχ׃

 
ὺ ᴿ ˵ 

 ḢΊʾ Ộρ ὀΰθ Ộ Ⱨּיχ ṍχᾼ ᶎ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 χσΜ ỘὊְʾ Ộ χᶎ τϢϥὊְχὲ

ᴟρ ỘῇὋּיχᶎ  
ὺ ᴿ ˵ 

(͐) ‰ ᴥᴣ ἷ Ộχ ˤ ☼├˥ʕ › 1-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ӗ ʾӗ σḕẽ ἷ Ộχ  ὺ ᴿ ˵ 

 ḩἰṐḩρχ ὀτϢϥʺ ∂ʾᴮ σςχ ᴂ χᵫ

ρ ▀χ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ▀ʾᴥῬʾԐ ʾḢΊΥԁ ρσμθ‰ ỘˢϘϛ

χ ʺмϱрχ σςˣχ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᾕ ▀χ Ϟᴸ ʺ ᾠ σςχ ▀

Ϭᶨ ΰθᴥῬ Ϟ ʾ ϙϞΫχᵫ ρ

ʾ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ὺ ᴿ 

 

 χỏϵзϯϞᴸχׄʺρΞϜϧάΰᵹ σςχ

Ϥ̋ϭέʾУи˔Цз˔ʾρΞϜϧάΰσςχḢΊ ה

ϞϷ˔З˔ ʺ ᾓ ʺה ᴪйІЕжрʺ ᴪ σ

ςʺḢΊ Ộχ ọ 

ὺ ᴿ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 ᶘ ẚ Ϟ ʾԐ ☼ ʺ χỏϵзϯσςρ ὀΰ

θ ▀ χ ▀ʾ ᶨ χ  
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

Ϟיּ▀  ▀ᵃ Ϭ ᴟΰθˮ ḺχᾋΠϥ˯ ᶨ χ

 
ὺ ᴿ ˵ 

יּ  ʾϽи˔ФσςρχἸ ⅝ ʾ σςχ  ὺ ᴿ ˵ 

 Ẹ ρ ẫỘ ᾓ σςϬᶨ ΰθ ᾓ ᶘ

“Ϟ ᾓₒᶨ “ʺ ᾓТϮЬз˔ “σςχ Ϊ Ϧ 
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
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 ▀ Ϭ ΰθỏ ʺ Ỹ Ϭᶨ ΰθ

χ ▀ρζχ πνΨμθ χ ằσςʺϽз˔рБ

˔зЇЭˢ Ộʾ ᾓḢΊˣχ  

ὺ ᴿ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

(͑) Κϥ ΰΜ ξΨϤ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ὂḢ⌠ Ӿ τϢϥẈ— Ϟ—⌠ ṏ χᶨ Ϟ ΰ

Μᴸχ ξΨϤ ԁ̋ σςʺ Ϭ βϥ τώήϩ

ΰΜʺ χΚϥ ΰΜᴸχ ξΨϤ 

ὺ ᴿ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

 Ộ ⱧỘσς ᶨḕẽχ  ὺ ᴿ ˵ 
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͑˵͍˵͎ Ộʾ ẫỘ 

̙ᾝ ρᴿ  

平成 13 年（2001 年）に「森林・林業基本法」が制定され、木材生産機能を重視する林

業施策から、水源かん養や国土保全など、森林の多面的な機能の発揮が位置づけられまし

た。 

本村の森林面積は村の 90.0％（36.499ha）を占め、うち 70％が私有林で、その大半は社

有林となっています。植林、除間伐、枝打ちなどは森林組合が受託しておこなっているほ

か、ボランティアによる間伐などもおこなわれています。また、本村は湖水と渓流に恵ま

れ、多くの釣り客が訪れており、漁業組合では毎年、片品川などに稚魚を放流し、ニジマ

ス・ヤマメ・イワナの養殖などもおこなわれています。 

今後は、水源のかん養、自然景観の保全、防災、保養・レクリエーション・教育機能な

ど、森林の多様な機能の保全・活用や茸や炭などの特用林産物の振興を図るとともに、観

光と連携した内水面漁業の振興が求められます。 

̙ṁ  

森林の木材生産機能や災害防止、水源のかん養、自然環境の保全、保養･観光･教育機能

などの公益的機能の維持と計画的な整備を進めるとともに、渓流釣りを楽しめるよう、観

光漁業の振興を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

Ộ Ⱨּי   15 20 ὺ ᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ Μ︣ ├ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ▀χ ọˤ ☼├˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ›χὊְӗ ρ╦ ⌠Ộχ Μ︣χӾ ʾ

ᶎ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ʾ Ӿʾḧ σςχὓᵊ σ τϢϥ ▀ χΰ  ὺ ᴿ ˵ 

 χ ρσϥ θσ χᵫ ʺ ʾ σς π

χ ʺ ρχיּ ὀ σςχ  
ὺ ᴿ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

(͎) χ῝׃ Ṑ χӲⱱʾ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ←ᵲ ♁ʺ ᾛΤϭ ὂ̋ḢʾḕẽṐ σςχ῝׃

Ṑ χӲⱱʾ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ⁯ Ϭᶨ ΰθˮ ˑχ ˯χ σςʺ χᶘ ʾ

йϼзϵ˔Єдрσς χ  
ὺ ᴿ ˵ 

 ᶘ ễӾϞּזᵓễӾπχ Ϟ τνΜοχᶘ Ṑᵓχ

 ם
ễӾӦԌᵓ ˵ 

 ЩжрГϰϯτϢϥ χ ʾᶨ χ  ὺ ᴿ ˵ 

(͏) ḢΊẫỘχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 σςϒχ ậχ Ϟ Ϥ χ  ὺ ᴿ ˵ 

 ИЅЫІʾбЫЮʾϱмЗχ ρ ▀ ᴟχ  ὺ ᴿ ˵ 
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͑˵͍˵͏ ῬỘ 

̙ᾝ ρᴿ  

国際化に伴う生産拠点の海外移転や、安価な海外製品の輸入などにより、オンリーワン

の競争力のある部門などを除き、製造業は厳しい状況にあります。 

本村には９の事業所があり、従業者 158 人、製造品出荷額などは 24.0 億円であり平成

14 年（2002 年）から事業所数、従業者数、製造品出荷額などともに減少しています。平

成 19 年（2007 年）には名水を活かした誘致企業に成功しました。 

本村では、名水や「尾瀬」「片品」というイメージを活かした国際観光地としての魅力を

高め、既存企業の経営革新や地域の資源を活かした新地域企業づくり、企業誘致が課題で

す。 

̙ṁ  

国際観光地としてのイメージを高め、既存企業の強化育成とともに、「尾瀬ブランド」商

品の開発と新しい企業づくり、U・I ターン者の起業家支援、企業誘致などを進めます。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ḼỘ Ὧ  Ὧ ͌ ͍ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢ẤσςʿϚϣξΨϤḢΊᴿ 
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ΰΜ ӽḼỘξΨϤ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ‰ Ộσςρ ὀΰθˮ УжрЖ˯ˮ Ужр

Ж χ˯ ᴥῬỘσςʺ ӽχⱢᾛϬᶨΤΰθḼỘξΨϤ

χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 Uʾ IЌ˔рּיσςχṪ ʾ ꜡ϬᶨΤΰθḼỘξΨϤχ

 כ◦

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) χ῝׃ Ṑ χӲⱱʾ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ⁯ʾᾉχ ⱢỲχᶨ σςτϢϥṌ ḼỘχὊְᶗ

χ◦כ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᾉρ ὀΰθʺ ḼỘϞ ₢ ӽχḼỘʺ ᶘσς

ρχЀжЩй˔ЄдрτϢϥṌ ῬỘχ ʾ Ṫ

ᵫ Ϟ ᵫ σςχ◦כếᴟ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮⱲὓῬ ˯χΚϥ⁯∑ḢΊ ˮІϱІ ˯χϱЮ˔Ѕξ

ΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͏) ḢΊẫỘχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ⁯∑ḢΊ ˮ ˯ˮ ˯χϱЮ˔ЅϯАФτϢϥʺ

χ Ϟ ▀ σςϬᶨΤΰθḼỘ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

Ϟיּ  ◕ρχῖ Ϭ ΰθḼỘ χ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͑ ˵ ͎ ỘʾḢΊʾᾼ  

͑˵͎˵͍ Ộ 

̙ᾝ ρᴿ  

本村の商業は、商店数は平成 11 年（1999 年）から、従業者数、年間商品販売額は平成

14 年（2002 年）から減少しており、国道 120 号線沿いの鎌田に多かった商店も、人口の

減少・高齢化による購買力の低下、交通の利便性が向上し村民が村外で買い物をする機会

の増大、さらに観光客の減少によって、後継者不足により商売を継続できず、空き店舗が

多くなっています。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、他の地区でも、同じ

ように商店数が減少しています。 

今後は、尾瀬の郷エリアの整備と国際観光の推進により、名物料理・名物みやげの開発

と販売をおこなう観光商業の振興とともに、村民生活を支える地域商業の維持を図ること

が求められます。 

̙ṁ  

国際観光の村づくりを進めながら、尾瀬の郷エリア整備にあわせて、名物料理・名物み

やげを目玉にして鎌田商店街の再生を図るとともに、新規感染症対策を徹底しながら、住

民生活を支える地域商業の維持を図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ἋΦᴪНрϼ︡ӌ Ὧ  Ὧ 19 20 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ἋΦᴪНрϼἸ Ὧ  Ὧ 11 12 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢ẤσςʿἋΦᴪНрϼ  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) ᶨ ἷχ Ộχ  ם

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ◓ςϜϞ‰ σςχיּ ᶨτ ΰθ χӲⱱʾᶎ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ῬᵓχὊְᵠ ◙ ʺ Ɫ χ τϢϥὊְṁם

χếᴟρ ∙Ӿ Ṑ χ  כ◦χם

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͎) ḢΊ Ộχ ọˤ › 1-2 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χỏϵзϯχ ρ ʾ ϙϞΫχᵫ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏϵзϯχ τΚϩδθʺˮ УжрЖ˯χ

▀ ʾ ▀ ʾὖ ʾІϱ˔Бʾ σςϬ ằπΦϥ

ξΨϤχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ḢΊẁΥϐϣϐϣ ΦπΦϥ Ϟ ⱲὓῬ ʺᵊ ʺ

אּ ḬϞ ήσ ḬʺϸТϴσςχΚϥ ᵹξ

ΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ἋΦ χᶨ ˢ χ ▀ ϬӌΞ χ σςˣ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

Ϟיּבֿ  ʺ σςχיּ ṛᵫỘχ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ꜛᴪπρϦθϜχϬ ằβϥˮ ᴪйІЕжр ξ˯ΨϤχ

 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

(͏) ώϥήρ χᶨ ˤ › 2-3˥  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ώϥήρ χ ρΰοˮ χΣΜΰΜ ˯̋ˮ

˯̋ˮ ІϺ˔зТЕὴ˯σςχ ▀ ϞḢΊⱢᾛϬPRβ

ϥάρπ Ϟḩἰ ῢχᶈ τ ϛʺ Ῥᵓρ ὀΰ

ο ӽὊↄχᶨ ᴟτνσΫϘβʻ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͑˵͎˵͎ ḢΊ 

̙ᾝ ρᴿ  

わが国の国内観光は減少傾向が続く一方、日本への外国人観光客はまもなく 2000 万人

時代を迎え、日本人海外旅行者を上回りました。今後は、子ども・若者マーケットの縮小

が進むとともに、団塊リタイア世代のマイカーリタイアと観光リタイア、若い世代の格差

社会化やインドア化が心配されます。 

本村が面積の多くを占める尾瀬国立公園は、平成 17 年（2005 年）にラムサール条約登

録湿地に指定され、日光の社寺が平成 11 年（1999 年）、富岡製糸場などが平成 26 年（2014

年）に世界遺産、和食が平成 27 年（2015 年）にユネスコ無形文化遺産に登録されるなど、

世界的な観光地となりうる条件ができてきました。 

また本村には、「尾瀬国立公園」や「日光国立公園」に含まれる日光白根山・丸沼・武尊

などの自然や５つのスキー場、10 箇所の温泉地（湯宿 100 軒）、合宿に利用されるスポー

ツ施設があり、旅館 41、民宿 53、ホテル８、ペンション・ロッジ 85、山小屋 13、合計 200

軒、1.01 万人収容の宿泊施設がありますが、施設数はピーク時の２／３となり、施設の老

朽化も進んでいます。また、農林漁業体験宿は５軒です。 

平成 26 年度（2014 年度）に本村を訪れた観光客数は 186 万人（日帰り客が 144.3 万人、

宿泊客が 42.1 万人）で、平成４年度（1992 年度）の観光客数 387 万人から半減し、スキ

ー場入り込み客は平成 7 年度（1995 年度）の 172 万人から平成 26 年度（2014 年度）は

74 万人に、尾瀬への入山者数は平成８年度（1996 年度）の 65 万人から平成 26 年度（2014

年度）は 31 万人に減少しています。 

今後は、国際観光地を目指した日光～尾瀬かたしな～富岡観光コースの開発と PR、5 ス

キー場の国際スキー場化、祭りや伝統食など歴史・文化観光の推進、尾瀬の郷エリア整備

にあわせた名物料理・名物みやげの開発とぶらぶら歩きできる中心地づくり、ものづくり

体験型観光の推進、縁結び観光の推進、花の郷づくり、こだわり観光・マニア観光への対

応などが課題です。 

̙ṁ  

尾瀬・丸沼・武尊などの自然環境や温泉、スキー場、腕時計製造、歴史的な祭り、郷土

料理などを活かし、日光、富岡と連携して国際観光地・国際スキー場化を進めるとともに、

「花と歴史とウォーキング」「温泉と食」「こだわり体験」「縁結び」「スキー・合宿」など

の魅力のある観光工夫を図ります。  
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 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

ᾕ  

 

͓  
ᴿ 

ḢΊ☼ יּ   359,066 400,000 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ϱЦрЕᵕ  ᵕ 6 10 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢ẤσςʿϚϣξΨϤḢΊᴿ 

˲︠σ☼├˳ 

(͍) › σḢΊχ ọˤ ☼├˥ʕ › 1-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ḢΊṁ ὓᵊχ├ τϢϥ › σ⁯∑ḢΊχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᶆḢΊ☼ Τϣχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χ ᴟ Ϭ ΤΰθϱЦрЕ Ϙ̋θʺ ӽχΣ↕

ϤΤϣ ẁτνσΫοΜΨ︡  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

ὫόḢΊχף (͎)  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮ ЕйАϺрϽ˯ˮ אּ ᵓ˯ˮ ╖ֲᵓ˯ˮ Ψ

ІϺ˔ЕйАϺрϽ˯ˮ жрИрϽ˯ˮ ϯϳЕЖϯ

ễע˯ˮ Н˔ЦϺв˔О˔Гϰ˯ˮ ỘẸ ᾓ˯σς

Ϭ ΰθֿיּבχῖ ʾῖ∑ḢΊχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮ ЀрˢЕйАϺрϽσςˣ˯ˮІϺ˔Ѐр˯ˮ жрЀ

рˢ жрИрϽˣ˯ˮ Ѐр˯σςʺֿיּבχₒᶨḢΊχ

 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ‰ χˮΣϋρϤ ˯ˮ ЄрϽиЫЃ˔ʾЄрϽиТϮ

Ѓ˔˯ₒᶨḢΊχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮףὫόОм˔ІЪАЕ˯χḢΊ ᴟρˮףὫό˯

ʾ ϙϞΫχᵫ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χ╦ ᴒσςπχˮУжϱЍиḢΊ˯χᾁ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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(͏) ◊ʾ ᴟḢΊχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ↕Ϥσςχ ◊ ᴟϬᶨΤΰθˮ⁯∑ḢΊ˯ˮ άι

ϩϤḢΊ˯χ Ϊ Ϧ χ ρ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮεϭίΜρ χỏ˯ˮ ςϐϧΨχỏ˯ˮ ᴸ≢ζωχỏ˯

ˮ ᴟχỏ˯σςʺ ᴟḢΊχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͐) ϳ϶˔ϺрϽḢΊχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ϞḮ ʾ σςχ Τσꜛ χ πʺ ᵦπϜἔ◙

χˮ ϳ϶˔ϺрϽ˯ρˮ╦ ΦˢЕйАϺрϽˣ˯ χ

 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᴸΜμϊΜ֫ Ϟ ὂḢχ σς ΰΜᴸχỏξΨ

Ϥρˮᴸχ ϳ϶˔ϺрϽ˯χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 Ίᵹ ʾᵓ ᵹ σςχ ◊ЫАФξΨϤρӛ

τϢϥˮ ◊χ ϳ϶˔ϺрϽ˯χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏϵзϯπχϳ϶˔ϺрϽ ϞТжм˔к˔Ж

ξΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͑) ᴸḢΊχ  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χ ρϕθΤ йрϿББЅτ ΨᴸḢΊẤ

χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ζωϞПЫмзʺᴸ σς Ẉ Ϭᶨ ΰθḢΊὂḢ

⌠ χ⅝  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͒) ᴛ χУжрЖᴟ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᴛ ỏέρτ ϬϯС˔иβϥⱧỘϬ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ṑϤ χπΦϥ ξΨϤρẶ ὴσςʺᴡ Ϝ

ΰϞβΜᴛ ξΨϤχ◦כ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ‰ Ϟיּ ᵲּיΥ ΰϞβΜᴪ σςНзϯТз

˔ᴟϬ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᴛ ρ ρϳ϶˔ϺрϽʺ όσςϬ ϙ›ϩ

δθᴛ χУжрЖᴟϬ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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(͓) χ ξΨϤ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ˮρμκϝσΫ ˯ˮ БЮАЀ˯ˮ εϭίΜ˯ˮ ˯ˮ θϣ

ΰ ˯ˮ ζω˯ˮ ˯ˮ Φχά˯ˮ ậ˯ˮ ˯

σςχ ʾ ϙϞΫτϢϥˮ ˙ Ί˯ χḢ

Ίи˔ЕξΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ╦ ᴒ ʺ ᴪйІЕжрʺ ʺ╦∂ʾΦχά

м̋ϱЗз˔йІЕжрσς ᾤ̋ σ χ ξ

ΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ᴸ ʾ ᾠ ʾρΞϜϧάΰʾУи˔Цз˔ʾЕЫЕʾ

Ϥϭέσςχ ▀ ϬᶨΤΰθ χ ξΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 УжрЖχ ϙϞΫᵫ τϢϥ Μ χ ξΨ

Ϥ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

(͔) ᾓḢΊχ ˤ › 2-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ḢΊᴮ ϞḢΊה Ыϱʺה ⱲὓʾϯϼЈЂз˔ʾ Ῥ

σςᾋᶘʾᴥῬ ᾓ☼ χᶨ ρ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ꜛ ᾓϞ Ộ ᾓ Ῥ̋Ὓ ᾓϞ ᴟʾὛ ᾓʺϯиФ

Шир ᾓ І̋Ъ˔Б ᾓσς ή̋ϘίϘσ ᾓϬ ằβ

ϥ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ḢΊẁ╥ᴥἷϱЦрЕϬ ϙ₅ϭι↕ϤϞ “Ⱨʾ

Ὓ χ ᵦϒΰΪθ PRρ Ϊ Ϧ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᾓЮИв˔Ϭⱱμθ ᴪ Ϟ σςʺϽз˔

рБ˔зЇЭχ  ם

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 σςπχ “ Ϟ ℅Ḧ σςЗϱЕϳ϶˔Ϻ

рϽḢΊχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᵰ⁯ ʾ◓ςϜʾ ΰΪχʺ ˢ ►χעρϷЀЅдʺ

ШЌиσςˣτώϦΚΠϥ ᾓḢΊχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏϵзϯσς ▀ Ấ ☼ χ ʾ  ϚϣξΨϤ ם

ḢΊᴿ 
˵ 

 ẸρḢΊẸᵓʺ ρχ ὀếᴟ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮ Ί˙ ᾓ˯ˮ Ộ ᾓ˯ ᶘ “χ Ϊ Ϧτΰ

ΪθְỘᶨ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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(͕) ІЪ˔БḢΊχ ˤ › 1-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᴪ ϦІϺ˔б˔Ϟ‰ יּ І̋Л˔Щ˔Ѝ˔ ◓̋ςϜϞ

ᵰ⁯ χ όʺ ᾓ ᶘ “ʺІϺ˔ₒᶨ ϯ̋ТЌ˔І

Ϻ˔σς σЂ˔РІχІϺ˔ḢΊχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ᶆ ІЪ˔Б ᵓϞϱЦрЕχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ІϺ˔ ẸṳᵓρḢΊẸᵓΥ ὀΰθ θσЂ˔Р

Іχ ằ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ЂАϸ˔Ϟ ẔʾЊТЕЩ˔иʾГИІ ›̋ σςχ

יּ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

ˢ10x⁯∑ḢΊχ ˤ › 1-1 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᾤ ︣ ḢΊs FITʿforeign independent travelΥx͒

ᶤϬ ΠϥⱲ τ ᴂΰθᵰ⁯ ḢΊẁΰΪШ˔ЭЧ˔

ЅϞYouTubeʺОрТйАЕτϢϥ PR 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ήϘίϘσйЦиπχ⁯∑ ᵔʾ῎ᶘᶘ Ṑᵓχ  ϚϣξΨϤ ם

ḢΊᴿ 
ễӾӦԌᵓ 

 ᵰ⁯ ḢΊẁ ẁЈЬЗ˔χᵫ℗ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ḢΊẸᵓʺ Ḭ › ›ᵓʺ χ ὀτϢϥϯ

Ѕϯᶆ⁯Ϟᴆ σςϒχ ᶨ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮ⁯∑ḢΊ ☼ ˯χ ρ☼ ϒχ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ˮ⁯∑ όІϺ˔ ξΨϤ˯χ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

ˢ11xḢΊṁ χ ʾ ˤם › 2-1 ʾ2-2˥  

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 χᶨ ᴟρֿיּבᾼ χẤ ρσϥ χỏ

ϵзϯ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

 ᾤ ︣ ḢΊˢFITxⱲ τ ᴂΰθ Ί˙ Τθΰσ

˙ ᴎχНІḢΊи˔ЕχἹ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯ 120‹ ʾ401‹ χ ρ←ᵲⱲχᾩ ♁

τΰΪθ Ỳ̋ χ ḧᵫ ⁯̋ χᶈ ᵠ τϢϥ Ί

˙ ḢΊи˔Еχếᴟ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 
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 ῲӽ σ ὀτϢϥ кЫрЎАϼᵹ ʺᴀ ₢ϠΪ

ϚϤᵹ χϱЮ˔ЅξΨϤχếᴟ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ϩΤϤϞβΜӛ Ϟ ꜡ ᵰ̋⁯῎ӛ ʾ ꜡

χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ῖ ├ ẸṳᵓτϢϥʺ χꜛ ῐρῖ

ӗ Ϭ―Πθ ῢχῖ ὓᵊχᶎ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ḕẽτϞήΰΜḢΊ ξΨϤχЄрЩиρσϥϵЀϸ˔

χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ρχẸ τϢϥʺ σὺ χ ρ ὺ

ДЃϱрϬᶨΤΰθ ԁ Κϥᵹ ϙξΨϤ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 уᾖχϯϼЈІТз˔ᴟρḢΊ☼ χНзϯТз˔

ᴟχ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 
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͑˵͎˵͏ ᾼ  

̙ᾝ ρᴿ  

本村の人口構成を平成 27 年（2015 年）でみると、15～19 歳が 195 人に対し、20～24

歳は 100 人、25～29 歳は 151 人であり、アンケート調査では、20、30 歳代では、「ずっと

住み続けたい」は 18％、17％と低くなっています。各施策の満足度で不満の割合が最も高

かったのは「雇用の創出」（33.6％）であり、最も重要度が高かった施策も「雇用の創出」

（54.8％）でした。 

若者の希望する働きがいがあり、安定した就業の場をつくることは、むらづくりの最大

の課題であり、産業振興と雇用安定の重要な施策で、多くの村民が求めています。 

̙ṁ  

若者が働きたくなる就業の場づくりに向けて、村内中堅企業の経営革新による雇用創造

の支援、トマト栽培とスキー・アウトドア指導員の複業就業体制の確立、若者の起業支援、

求人情報の提供、労働環境・条件の整備促進などを図ります。 

 ᾝτΰΪοם̙

◙  ӡ 
ᾝ  

2  

 

͓  
ᴿ 

ṛ ᶨכ◦ˢיʾῇὋּיּ ˣיּ  /  2 3 ὺ ᴿ 

ṞỘ◦כ יּ  /  110 150 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ʾ ᾕẉόᵵ▄₢Ấσςʿ Ῥᵓ  
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˲︠σ☼├˳ 

(͍) θσ Ộχ ξΨϤˤ ☼├˥ʕ › 1-3 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ᾉρ ὀΰʺˮ ᾼ ὸḼỘ˯ϒχ σ◦כ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏϵзϯ χ ͎ІГАФρΰοʺἋΦ Ϭ

ᶨ ΰθֿיּבϞ χ ξΨϤϬ τ◦כ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 χỏϵзϯ χ ͎ІГАФρΰοʺ ʾ

ϙϞΫχ︡ τϢϥṌ χῇὋּיӾ χ σ

 כ◦

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ỘρḢΊχ Ộ ṛ Ộּיχ Ϊ ϦτΰΪθʺ ›

σ◦כ χ  

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
ὺ ᴿ 

(͎) Ộχӗ ρ Ộ Ὧχΰ ˤ ☼├˥ʕ › 1-3 ˥ 

︠σⱧỘˢ︡ ˣ ︠ ᴿ ḩἰᴿ 

 ⁯∑ḢΊχ τϢϥֿיּבχ Ộχ ᶈ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ⁯∑ḢΊχ τΰΪʺˮ ⁯∑ḢΊ ☼ ˯χ ρṌ

χ ☼ χӲⱱʾ  Ϭ◦כ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

אָ  ϣΰṆ ϒχẐיּ χ ằ ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 

 ḕẽʾ Ὧχ  ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 
˵ 



 

 

 144 

１ 片品村総合計画審議会 

 

    

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 138 条の４第３項の規定に基づき、

片品村総合計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、村長の諮問に応じ、片品村総合計画に関する事項について調査及

び審議する。 

（組織） 

第３条 審議会の委員は次に掲げる者のうちから、村長が任命する。 

(1) 村議会議員 若干名 

(2) 識見を有する者 若干名 

（任期） 

第４条 委員は、当該諮問に係る審議が終了したときは解任されるものとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長１人をおく。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会は会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の定数の半分以上が出席しなければ会議を開くことができ

ない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決す

るところによる。 

（庶務） 

第７条 審議会の庶務は、むらづくり観光課において処理する。 

（補則） 

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営について必要な事項は、村長が

定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和 61 年 12 月 22 日条例第 27 号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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附 則（平成７年３月９日条例第５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 17 年３月 15 日条例第７号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

第４次片品村総合計画後期基本計画審議会委員 名簿 

   

NO 選出区分 氏名 地区 役  職 

1 村議会議員 星野栄二 １区 片品村議会議長 

2 〃 千明勉 ４区 片品村議会副議長 

3 〃 高山悦夫 ３区 片品村議会議会運営委員長 

4 〃 鹿野一郎 ３区 片品村議会総務文教常任委員長 

5 〃 星野吉弥 ３区 片品村議会観光産業常任委員長 

6 識見者 入澤美喜夫 ５区 片品村商工会長 

7 〃 田邊順一 １区 片品村森林組合長 

8 〃 星野達哉 ２区 利根沼田農業協同組合片品支店長 

9 〃 飯塚茂 ２区 片品村区長会長 

10 〃 桑原邦明 １区 片品村教育委員（教育長職務代理者） 

11 〃 萩原日郎 ６区 片品村老人クラブ連合会長 

12 〃 星野十四枝 ８区 片品村婦人会長 

13 〃 吉野一芳 ６区 片品村民宿旅館組合連合会長 

14 〃 笠原精作 ５区 行政書士 

15 〃 清水堂  群馬県立尾瀬高等学校長 

16 〃 山中英臣  (株)群馬銀行尾瀬支店長 

17 〃 小暮義隆  
東京パワーテクノロジー（株）尾瀬林

業事業所長 

18 村長 梅澤志洋  村長 

19 策定委員長 金子賢司  総合計画策定委員長（副村長） 

20 課長 狩野久良  むらづくり観光課長 

21 事務局 戸丸徳子  むらづくり観光課 
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２ 片品村総合計画策定委員会 

 

片品村総合計画後期基本計画策定委員会規程 

 

（設置） 

第１条 片品村総合計画後期基本計画策定事務を円滑に推進するため、片品村総合計画後

期基本計画策定委員会（以下「委員会」という）を置く。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は片品村総合計画後期基本計画（総合戦略含む）策定のための調査、研究、

企画立案等の事務にあたる。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

  ２ 委員長、副委員長は委員の互選とする。 

  ３ 委員は課（局、次）長及び識見を有する者をもってあてる。 

 

（委員長等の職務） 

第４条 委員長は委員会の事務を総括し、会議の議長となる。 

  ２ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会の会議は委員長が招集する。 

  ２ 委員長は会議において、必要に応じ識見を有する者の出席を求めることができる。 

 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務はむらづくり観光課において処理する。 

 

（任期） 

第７条 委員の任期は当該計画の策定が終了したときまでとする。 

 

（補則） 

第８条 この規程に定めるものの他、必要な事項は委員長が定める。 

 

附則 

  この規程は令和２年５月１日から施行する。 
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第４次片品村総合計画後期基本計画策定委員会委員名簿 

 

   令和２年５月 

ＮＯ 役職 氏名 備考 

1 委員長  金子 賢司 副村長 

2 副委員長  萩原 明富 教育長 

3 委員  桑原 信一 総務課長 

4 委員  武藤 秀文 住民課長 

5 委員  川田 貴広 保健福祉課長 

6 委員  倉田 秀和 農林建設課長 

7 委員  狩野 久良 むらづくり観光課長 

8 委員  原澤 博美 会計管理者 

9 委員  梅澤 康明 教育事務局長 

10 委員  戸丸 権次 議会事務局長 

11 委員  星野 英二 クリーンセンター局長 

12 委員   須藤 育美 給食センター所長 

   

○委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

○委員長、副委員長は委員の互選とする。  
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策定委員会 

各 課 

３ 第４次片品村総合計画後期基本計画策定体系図 

 

 

議 会       村 長        審議会                   

                                

 

               指示     報告 

 

（各課長等） 

         

                 

          

 

 

      

 

 

 

 

 

 
 
 
各会の役割 
 
審議会（総合計画審議会）……………村長の諮問に応じ片品村総合計画・総合

戦略策定に関する事項について調査及び
審議する。 

 
策定委員会（総合計画策定委員会）…総合計画・総合戦略策定のための調査、

研究、資料の収集及び企画立案等の事務
にあたる。  

アンケート 

(1,000 人) 

 

説明・提案 諮問 

議決 答申 
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４ 片品村の人口動態 

 ͏Ỹ ῢχ ӱ 

年齢３区分別の人口構造の推移についてみると、65 歳以上（老年人口）が昭和 60 年（1985

年）13.1％から平成 27 年（2015 年）には 34.5％と、30 年間で倍以上になっています。一

方、０～14 歳（年少人口）は 21.6％から 9.7％と、約半数になっており、少子高齢化が進

行していることがわかります。 

 

年齢３区分別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：RESAS 

  

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

1,328 1,278 1,237 1,170 1,014 789 591 427 322 245 195 151 118 91

4,095 4,052 3,870 3,742 3,510 3,187 2,882 2,436 1,960 1,561 1,211 975 756 599

711 802 1,002 1,194 1,405 1,502 1,431 1,514 1,604 1,626 1,594 1,480 1,347 1,162

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500
ṕ Ṗ
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 ῢСжЬАЖ 

 

人口ピラミッド 

 

 

2015 2045 

  

 

※資料：RESAS 
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 ꜛ ᾚʾּזᵓ ᾚχ ӱ 

 

出生数・死亡数 

 

 

男女別人口・合計特殊出生率の推移 

 

※資料：RESAS 

 

合計特殊出生率は自然増減（出生数）に直結する指標であり、低下傾向にある場合には、

婚姻率の向上、女性の地元定住促進、子育て支援など、政策面での対応が必要と考えられ

ます。 
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年齢別社会増減 

 

 

年齢別社会増減 

 

 

※資料：RESAS 
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年齢別社会増減（女性） 

 

 

年齢別社会増減（男性） 

 

 

※資料：RESAS 
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自然増減・社会増減の推移 

 

※資料：RESAS 
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５ 住民アンケート結果（抜粋） 

 

 ₰χᵵ  

18 歳以上の住民について、住民基本台帳から無作為抽出で対象者 1,000 人を選び、区

を通した配布・回収により、令和２年（2020 年）６月 11 日～７月 31 日に調査を実施

し、回収数・有効回答数は 726 票、有効回答率 72.7％でした。(※全回収数 727 票のう

ち有効回収数 726 票)  

グラフの「前々回」「前回」「今回」は、平成 22 年度（第３次総計後期基本計画）、平成

27 年度（第４次総計前期基本計画）、令和２年度（本第４次総計後期基本計画）の各ア

ンケート調査の結果を示しています。 

 ︠σ ₰Ὣᴮ 

͍ ꜛְỘʾᵓּזὊְּיχῇὋּיˢ ͓ˣʿ ͍ντ̓ 

自営業・会社経営の後継者は、前回調査より「後継者がいる」（＋5.9ポイント）が増

加し、「たぶん継いでくれる」（－4.3ポイント）が減少しています。 

 

͎ ϒχһ ˢ ͕ˣʿ ͍ντ̓ 

村に「愛着を感じている」が６割以上で、「愛着は感じていない」は3.6％と少数で

す。 

前回調査より「愛着を感じている」（＋5.7ポイント）が増加しています。 
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͏ Ӫΰˢ 10xʿ ͍ντ̓ 

定住意向は「ずっと住み続けたい」が 50.0％、「当分は住み続けたい」が 27.5％で、

合計７割以上が『住み続けたい』と回答しています。 

前回調査より『住み続けたい（合計）』（＋10.6 ポイント）が大幅に増加しています。 

 

年齢別にみると、おおむね年齢が上がるほど「ずっと住み続けたい」の割合が増え

る傾向にあります。 

 

͐ ӱ Ṇ χ ˢ 11xʿ ͍ντ̓ 

移転希望の理由は「交通の便がよい所へ」が最も高く、前回調査より増えています。 
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年齢別にみると、39歳以下で「生活環境や教育環境の整った所へ」の割合が高い傾

向にあります。 

 

͑ χᾹϤˢ ˣs 13xʿ ͏νϘπτ̓ 

片品村の誇り（魅力）は「尾瀬、武尊、丸沼・菅沼」（70.5％）が最も高く、次いで

「緑が多く、空気がよい」（44.5％）、「スキー場」（38.3％）、「水のおいしさ」（34.8％）、

「農産物のおいしさ」（24.5％）、「温泉」（19.6％）の順となっています。 

 

͒ ϙϞβήˢ 15xʿ ͍ντ̓ 

住みやすさは「住みやすい」（32.0％）、「どちらかといえば住みやすい」（45.9％）

をあわせた『住みやすい（合計）』が７割以上となっています。一方、「どちらかとい

えば住みにくい」（15.3％）と「住みにくい」（4.5％）の合計は約２割となっています。 

 

  

27.8 

12.5 

30.0 

22.2 

27.3 

37.5 

30.0 

50.0 

66.7 

16.7 

36.4 

20.0 

36.4

25.0

10.0

33.3

33.3

25.0

10.0

16.7

33.3

0.0 100.0

18 29 18

30 39 11

40 49 8

50 59 10

60 69 6

70 79 3

˿˗ ֻ ˧ ͛

ṑ ṑ ӓ

˲ ͜ ᾳ ̀

( )

80 ̊ʣ ᶥ ˲

32.0 45.9 15.3 4.5 2.3

0.0 100.0

ᶥ

(726)

̮ 1

̮ ̮ ̮

̮ ᶥ

( )



 

 

 158 

͓ χỏ ˢ 14x  

片品村の郷土料理については、475人（65.4％）の方から回答がありました。 

※一人が複数の内容を記入している場合があり、回答者数と回答数は一致しません。 

 

No. ᶽ ᶥ ׀  

1  207 

2  156 

3  64 

4  43 

5  35 

6  34 

7  32 

8 ῇ  22 

 

͔ ᶆ☼├χ ρ ˢ 16xʿ ζϦηϦ͍ντ˓ 

ˢ͍ˣ  

不満が高いのは「【５】③雇用の創出」（33.6％）、「【４】①住宅・公園の整備」（20.1％）、

「【５】②観光業・物産の振興」（16.5％）などです。 
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ˢ͎ˣ  

重要度が高いのは「【５】③雇用の創出」（54.8％）、「【２】①地域保健・医療体制の

充実」（50.8％）、「【２】③高齢者福祉の充実」（47.0％）などです。 
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͕ χ ˢ 17xʿ ͏νϘπτ̓ 

今後、片品村に望む将来像は「保健・医療・福祉の整った村」（53.4％）が最も高く、

「自然を守り、自然と共生する村」（51.2％）、「観光施設の充実した村」（28.9％）の

順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ῢᾚ ϒχⱦ♁ϛ ├ˢ 18xʿ ͏νϘπτ̓ 

人口減少対策では「若者の安定した就労の場づくり」（85.3％）、「I・U ターンを促進

し若者、子育て世帯の受け入れ」（58.1％）、「若者・子育て世代の地区活動の負担軽減」

（31.1％）などの順となっています。 
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11 Ộχ ọˢ 19xʿ ͎νϘπτ̓ 

農業の振興では「尾瀬トマトのブランド確立」（28.1％）が最も高く、「通年栽培に

向けた支援」（24.7％）、「複業安定経営の確保」（21.8％）の順となっています。 

 

12 ˮ χׄ Τθΰσ˯χ ˢ 20xʿ ͍ντ̓ 

「道の駅 尾瀬かたしな」の満足度は「わからない」（38.6％）が最も高く、ほぼ並ん

で「満足していない」（37.7％）が続き、「満足している」は 20.7％となっています。 

13 ˮ χׄ Τθΰσ˯τ ΰοΜϥ ˢ 21xʿ ͏νϘπτ̓ 

満足している理由は「農産物直売所」（72.7％）が最も高く、「トイレ」（56.0％）、「村

民キッチン」（40.0％）の順となっています。 

14 ˮ χׄ Τθΰσ˯τ ϬḇαοΜϥ ˢ 22xʿ ͏νϘπτ̓ 

不満を感じている理由は「農産物直売所」（56.9％）が最も高く、ほぼ並んで「かた

しな食堂」（55.1％）の順となっています。 

15 ˮ χׄ Τθΰσ˯τṍ βϥάρˢ 23xʿ ͏νϘπτ̓ 

期待することは「農産物直売所の充実」（61.3％）が最も高く、「食堂のメニューの充

実」（55.6％）、「子どもの遊べるスペースの充実」（31.3％）の順となっています。 
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16 ₈ῇχ ṗχ▀ỘτνΜοˢ 24xʿ ͍ντ˓ 

スキー産業にかわる冬季の産業は「宿泊業（スキー以外の誘客方法を検討）」（67.8％）

が最も高くなっています。「その他」（10.5％）に自由記述欄を設けたところ、「温泉関

連」「施設（屋内）」「農業」「企業誘致・雇用関連」「施設（屋外）」「雪関連」「料理」な

どの回答がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 ḩ χΚϥᾉ ◕ χ ʾ☼ ˢ 25x  

片品村以外の群馬県内で、関心のある場所・施設等については、330 人（45.5％）の

方から回答がありました。 

※一人が複数の内容を記入している場合があり、回答者数と回答数は一致しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の半分以上が「川場」と回答しています。理由としては「川場田園プラザ（道

の駅）はスペースがあり、（中略）小さい子どもからお年寄りまでが 1 日過ごせる」こ

となどがあげられています。 

  

No. ḹ  ᶥ  

1 ′ḹ ′ḹ ᶸ  168 

2  44 

3 ʣ 10 

4 ʴˀ  7 

5 ὰ῎ ḹ 4 

67.8 10.5 21.8

0.0 100.0

ᶥ

(726)

гἳ

ὧ ̊Ẇ ὖ ̀ ᶥ

( )
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18 ḢΊ ᴟχ︡ ˢ 26xʿ ͏νϘπτ̓ 

観光の魅力化については、「自然体験や周辺散策観光」（42.0％）が最も高く、次いで

「日光～尾瀬観光コースの確立」（34.3％）、「買物観光」（25.6％）、「景観観光」（23.1％）、

「郷土食・健康食観光」（21.3％）の順となっています。 

前回調査より「自然体験や周辺散策観光」（＋6.9 ポイント）、「名物創作料理観光」

（＋5.1 ポイント）が増加し、「買物観光」（－7.5 ポイント）、「祭り・イベント観光」

（－4.7 ポイント）、「国際観光」（－4.7 ポイント）が減少しています。 

 

19 ⁯∑ῖ ρ⁯∑ḢΊϒχ―Πˢ 27xʿ ͍ντ̓ 

国際交流や外国人旅行者の受け入れでは、「積極的に進めるべき」（39.9％）が、

「進めるべきではない」（9.9％）を大きく上回っています。 
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20 ⁯∑ῖ ʾ⁯∑ḢΊχ ˢ 28xʿ βϓοτ̓ 

国際交流・国際観光を「積極的に進めるべき」とした回答者があげた利点は「日光～

尾瀬観光の活性化」（53.8％）が最も高く、ほぼ並んで「スキー観光客の増加」（46.9％）、

「若者の雇用機会の拡大」（44.5％）の順となっています。 

 

21 ϛϥϓΦπσΜ ˢ 29xʿ βϓοτ̓ 

国際交流・国際観光を「進めるべきではない」とした回答者があげた理由は「治安が

悪くなる」（56.9％）が最も高く、「得する人が限られ、多くの村民に利益が及ばない」

（38.9％）、「静かな村でなくなる」（37.5％）の順となっています。 

前回調査より「静かな村でなくなる」（＋16.1 ポイント）が増加し、「子どもたちの

情操によくない」（－2.9 ポイント）、「得する人が限られ、多くの村民に利益が及ばな

い」（－2.2 ポイント）が減少しています。 

  

53.5 

52.6 

48.5 
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22 ⁯∑ῖ ρ⁯∑ḢΊπχ ᶤˢ 30xʿ ͍ντ̓ 

外国人旅行者の受け入れや国際交流を推進するための個人の役割については「わか

らない」（50.1％）が最も高く、「仕事として関わりたい」（15.4％）と「ボランティア

として関わりたい」（11.4％）をあわせた『関わりたい（合計）』が 26.8％となってお

り、「関わりたくない」（15.8％）を上回っています。 

前回調査より『関わりたい（合計）』（－9.9 ポイント）が大幅に減少しています。 

 

23 ḩϩϤθΜ ϞṐᵓˢ 31xʿ βϓοτ̓ 

仕事やボランティアで国際観光・国際交流に関わりたい人がどのような場所や機会

で関わってみたいかでは「温泉やスキー場などの宿泊施設」（49.2％）が最も高く、「各

種体験指導や山岳・自然観察などのガイド」（27.2％）、「お土産品などの製作や販売関

係」（25.1％）の順となっています。 

前回調査より「お土産品などの製作や販売関係」（＋5.0 ポイント）、「各種体験指導

や山岳・自然観察などのガイド」（＋4.9 ポイント）が増加し、「道の駅や農産物直売所

関係」（－8.6 ポイント）が減少しています。 
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24 ḩϩϤθΨσΜ ˢ 32xʿ βϓοτ̓ 

国際観光・国際交流に関わりたくない理由は「外国や外国語がわからないから」

（63.5％）が最も高く、「仕事との関係性がないから」（30.4％）、「外国人に頼らなくて

も生活が出来る」（29.6％）の順となっています。 

前回調査より「仕事との関係性がないから」（30.4％）が大幅に増加しています。 

 

25 ὲῴʾ τνΜοˢ 33xʿ βϓοτ̓ 

自身の健康や体力の問題点

は「運動不足である」（44.2％）

が最も高く、「足の筋力が弱く

なってきている」（39.1％）、「ス

ト レ ス が た ま っ て い る 」

（20.5％）の順となっている。 
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26 ‰ χיּ ӽπχ Ϊ›ΜτνΜοˢ 34xʿ ͎νϘπτ̓ 

高齢者の地域での助け合いについては「高齢者の交通手段の確保」（47.2％）が最も

高く、「趣味などを通した交流機会の充実」（35.7％）、「農産物の販売など生きがいづく

り」（23.8％）の順となっています。 

前回調査より「高齢者の交通手段の確保」（＋10.4 ポイント）が増加しています。 

 

27 ◓ςϜχꜛ τΰΪθ ᾓˢ 35xʿ ͏νϘπτ̓ 

子どもたちが大人になる

ために必要な体験では「目標

を 決 め て チ ャ レ ン ジ 」

（36.9％）が最も高く、「遊び

や 活 動 で 友 達 づ く り 」

（35.8％）、「得意なことをほ

められて自信」（33.1％）の順

となっています。 
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６ 第４次総合計画前期基本計画の検証 

 

1  Ѽ Ḩ  

前期基本計画では、将来像「小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ～世界を

視野に～」に向け、５つの分野における基本施策（大項目）とその達成のための 13

の基本施策（中項目）、44 の各分野（小項目）について取組を進めて参りました。 

前期基本計画の各分野（小項目）の達成状況について、担当課が４段階（４良好・

３やや良好・２やや不良・１不良）で評価をおこないました。 

各基本施策（小項目）の評価平均値は次のとおりです。 

 

ṍṁ ὓᵊ ệ 

ṁ    ṁ ὓᵊ ᴣ 

ỡ ‮  ‮  ‮  

͍ ʾ“  1-1 ρ“ ρχẸ  1-1-1 ╥ᵊ 2.9 

1-1-2 ӽᶨ  3.1 

1-1-3 Ặ ╥ᵊ 2.8 

1-1-4⁯∑ῖ ʾ ӽḧῖ  2.7 

1-2“∞  1-2-1“ ְ֫ 2.6 

1-2-2∞ ְ֫ 3.4 

1-2-3ῲӽ“  3.1 

͎ ὲʾ ♅ 2-1 ὲ 2-1-1ὲῴξΨϤ 3.0 

2-1-2 ӽӺ  2.7 

2-2 ♅ 2-2-1 ӽ ♅ 2.8 

2-2-2ⱳ Ӿ  2.6 

2-2-3‰ יּ ♅ 2.5 

2-2-4 ᵲּיˢⱪˣ ♅ 3.0 

2-2-5 יּ ♅ 2.7 

2-2-6Ỡ יּ ♅ 2.5 

ᵓז2-3ּ ᾑ 2-3-1ὲῴ ᾑʾᵒῐ ᾑʾ⁯ Ỳ 3.7 

͏ễӾʾ ᴟ 3-1 ᵶᶘ  3-1-1ᶘ ễӾ 3.1 

 ᵓễӾ 2.8ז3-1-2ּ

3-2 ᴟʾІЪ˔Б 3-2-1 ᴟʾὛ  2.2 

3-2-2ІЪ˔Бʾйϼзϵ˔Єдр 3.0 
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͐ḕẽʾӗ  4-1 ᶨḕẽ 4-1-1ꜛ ḕẽ 3.2 

4-1-2ὂḢ 2.6 

4-1-3 ʾ  3.0 

ʾῲה῝4-1-4 ʾ  3.0 

4-1-5  3.0 

4-1-6ᴞ  2.5 

4-1-7ḕẽ־  2.7 

4-1-8ḕẽ  2.6 

4-1-9↨ ʾ  3.0 

4-2 ᶨӗ  4-2-1 ʾẎẍ 3.0 

4-2-2 ← 2.8 

4-2-3ῖ ӗ ʾ  3.2 

4-2-4 ᶨ 3.0 

4-3 ӽṁ  4-3-1  3.3 

4-3-2  3.0 

4-3-3῝Ặῖ  2.0 

4-4 ʾϵКиϻ˔ 4-4-1 ӽ  3.4 

4-4-2 ӽ ϵКиϻ˔ 3.0 

͑▀Ộʾᾼ  5-1ϜχξΨϤ 5-1-1 Ộ 2.8 

5-1-2 Ộʾ ẫỘ 2.4 

5-1-3ῬỘ 2.0 

5-2 ỘʾḢΊ 5-2-1 Ộ 2.3 

5-2-2ḢΊ 2.7 

5-2-3ᾼ  2.3 

 

新たな取組が進められた施策がある中で、各分野（小項目）の【3-2-1 文化・芸

術】、【4-3-3 公共交通】、【5-1-2 林業・内水面漁業】、【5-1-3 工業】、【5-2-1 商業】、

【5-2-3 雇用】については、担当課の評価平均値が 2.5 未満となっています。特に、

基本施策（大項目）【５産業・雇用】では、片品村ならではの観光資源を活かしつ

つ、片品村を取り巻く環境の変化を捉えながら、各施策・事業の具体的な検証によ

り、達成困難要因を把握しながら、目標の達成を図ることが課題です。 

また、各分野（小項目）の基本方針を実現するための主な施策（細項目）、その主

な施策（細項目）を実現するための主な事業ごとに記載のある担当課については、主

担当課・関連課を整理し、役割を明確にする必要があります。 
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７ 第１期むら・ひと・しごと創生総合戦略の検証 

総合戦略について、数値目標及び KPI （重要業績評価指標）の達成状況とともに振り返

ります。 

 

 

戦略の柱Ⅰ 豊かな自然環境と観光、農・林業に根ざした産業振興 

戦略の柱Ⅱ 協定自治体などとの広域的連携による雇用確保と経済振興 

戦略の柱Ⅲ 産業を支える暮らしの基盤強化 

 

 

上記の基本目標にそれぞれ設定された数値目標のうち、「戦略の柱Ⅰ（産業振興）」につ

いては数値目標を上回っているが、「戦略の柱Ⅱ（雇用確保と経済振興）」「戦略の柱Ⅲ（暮

らしの基盤）」については、共に数値目標を下回っており、第２期総合戦略の課題として捉

える必要があると考えられます。 

 

 ͍ χ ệ 

ˢ˓ʿ Ϭ ᵕϥ ̚ʿ Ϭᴞᵕϥˣ 

χ

 
ם   ᾋ₅ϙ ệ 

 
Ộχ ▀ 

ˢ ▀ ᴥ 6%/ ˣ 

1,222  ד

ˢH29ˣ 

1,751  ד

ˢH27ˣ 
˓ 

 
ḢΊỘχ ▀ 

ˢ ▀ ᴥ 5%/ ˣ 

7,156  ד

ˢH29ˣ 

7,279  

ˢH29ˣ 
˓ 

 Ẹ ꜛⱵ ῖ ῢ 
5,000  

ˢR͍ˣ 

1,750  

ˢR͍ˣ 
̚ 

 ḧּזᵓ  
˵31  

ˢR͍ˣ 

˵50  

ˢR͍ˣ 
̚ 

 ḧꜛ  
˵20  

ˢR͍ˣ 

˵49  

ˢR͍ˣ 
̚ 

  

基本目標 

数値目標 
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目標を上回る KPI の割合は、「戦略の柱Ⅰ」は 16.7%（=２/12 指標）、「戦略の柱

Ⅲ」は 22.2％（＝２/ ９指標）と低く、全体としても 25.9%（＝７/27 指標）となってい

ることから、指標の達成率に対する担当課の評価、指標の設定に対する意見などを取り入

れた、新たな指標の検討や取組が必要であると認識できます。 

 

 ͎ KPIχ ệ 

χ
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ˢ  0.5% ᴥˣ 
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Ἢ ϵзϯτΣΪϥ 

ḢΊ ὀⱧỘ 
͍Ὧ ͎Ὧ ̓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

  



 

 

 173 

 

χ

 

‮ ם    
 

ệ 
ᴿ 

›ὓ  1.57̋ 1.23̋ ̚ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

25⅞˙39⅞χ ῢ 530  349  ̚ 
ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

Ӫΰ  

ˮγμρ ϙ ΪθΜ˯

ˮ ϙ ΪθΜ˯ 

̞ ϯрϾ˔ЕτΣΪϥ 

Ӫΰ ₰ 

80.0̋ 77.5̋ ̚ ᴿ 

ễӾḕẽϬ ρΰθ 

יּ  
20̋ 33̋ ˓ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ἋΦᴪНрϼ 

︡ӌ Ὧ ẉό 

Ἰ  

10/10 Ὧ 8/11 Ὧ ̚ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ὺ ᴿ 

˲ Ӄ ˳ 

ἋΦᴪНрϼ 

ṛ︡ӌ Ὧ  

10Ὧ 8Ὧ ̚ 

ϚϣξΨϤ 

ḢΊᴿ 

ὺ ᴿ 
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ὺ ᴿ 
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